


報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
２
０
０
９

年
度
報
告
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
代
表
と
し
て
、

ひ
と
言
挨
拶
を
述
べ
る
。

　

２
０
０
９
年
度
は
、
東
ア
ジ
ア
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

会
議
を
東
京
と
上
海
で
２
回
開
く
こ
と
が
で
き
、
実
り

多
き
年
で
あ
っ
た
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
９
月
12
日

（
土
）、
13
日
（
日
）
に
開
か
れ
た
日
本
子
ど
も
学
会
の

学
術
集
会
で
あ
る
第
６
回
「
子
ど
も
学
会
議
」
の
前
日

に
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
４
回

会
議
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
５
月
に
上
海
で
開
か
れ
る

予
定
の
会
議
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め

延
期
と
な
り
、
11
月
２
日
（
月
）、
３
日
（
火
）
に
第

５
回
の
会
議
と
し
て
上
海
で
開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
４
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
言
葉
の
発
達
と
脳
科

学
」
で
、
日
・
中
・
韓
の
言
葉
の
発
達
の
共
同
研
究
会

議
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
韓
国
の
研
究
者
も

初
め
て
参
加
し
、正
に「
東
ア
ジ
ア
」の
会
議
と
な
っ
た
。

　

第
５
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
情
動
の
子
ど
も
学
」

と
い
う
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、反
響
も
よ
か
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
従
来
通
り
の
日
・
中
の
研
究
者
の
み
に

よ
る
会
議
と
な
っ
た
。今
後
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

韓
国
側
に
も
参
加
を
続
け
て
頂
き
、正
に
「
東
ア
ジ
ア
」

と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

"Children at risk, w
henever and w

herever."  

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
中
国
も
、
韓

国
も
、
そ
し
て
日
本
も
、
現
在
子
ど
も
た
ち
の
当
面
す

る
問
題
の
中
心
は
心
理
・
行
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
要
因
は
単
一
で
は
な
く
、
社
会
的
な
要
因
も
加
わ
っ

て
複
合
的
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
子
ど
も
た
ち
の
問
題
の

中
心
が
、
感
染
症
や
栄
養
失
調
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
時
代
は
、
病
原
菌
あ
る
い
は
栄
養
素
と
い
う
単
一

の
原
因
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
起
こ
っ
て
い
た
が
、
現
在

の
問
題
は
そ
の
よ
う
に
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
子
ど
も
学
」"Child Science." 

と
い
う
よ

う
な
学
際
的
な
立
場
、
包
括
的
な
立
場
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
第
４
回
の
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
会
議
が
、
第
６
回
「
子
ど
も
学
会
議
」
の
前
日
に

開
か
れ
た
こ
と
は
、
外
国
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
方
々

に
、
私
た
ち
の
や
っ
て
い
る
「
子
ど
も
学
」
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
ア
ジ

ア
の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
の
異
な
る
国
々
の
研
究
者
が
、
学

際
的
、
包
括
的
な
「
子
ど
も
学
」
の
立
場
で
、
問
題
解

決
に
必
要
な
情
報
を
交
換
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
場

で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
、
そ
の
情
報
提
供
の
役
を
少

し
で
も
果
た
せ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

K
obayashi N

oboru

●
医
学
博
士
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
国
立
小
児
病
院
名
誉
院

長
。
１
９
２
７
年
東
京
生
ま
れ
。
１
９
５
４
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
国
際
小
児

科
学
会
会
長
、
国
立
小
児
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
初
代
セ
ン
タ
ー
長
、
国
立
小
児
病
院

院
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.
crn.or.jp

）
所
長
、
ベ
ネ
ッ
セ
次
世
代
育
成
研
究
所
所
長
、
子
ど
も
の
虹
情
報
研
修
セ

ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
、
日
本
子
ど
も
学
会
代
表
な
ど
を
務
め
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
者
、
日
本
代
表
　

小
林 

登
（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
代
表
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長
）
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東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
０
９

年
度
も
日
本
と
中
国
で
２
回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
日
本
国
立
小
児
病
院
名
誉
院

長
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長
で
も
あ
る
著
名
な
小
児
科
医
の
小
林

登
先
生
の
主
導
で
創
設
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
日

本
国
大
使
館
、
日
本
子
ど
も
学
会
、
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学

会
、
異
文
化
比
較
学
会
、
日
中
教
育
交
流
会
議
等
の
協

賛
を
受
け
、
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
主
旨
は
、
育
児
、
保
育
、
幼
児
教
育
等
に
関
わ

る
仕
事
と
研
究
に
従
事
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
各
国
の
大

学
と
大
学
教
授
の
相
互
訪
問
や
交
換
講
義
を
通
じ
て

“
子
ど
も
学
”
の
普
及
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し
、

子
ど
も
に
関
す
る
各
種
の
問
題
を
解
決
し
、
子
ど
も
の

生
活
環
境
を
改
善
し
て
、
す
ば
ら
し
い
未
来
を
創
る
た

め
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
国
側
責
任
者
を
拝
命
し
ま
し
た
こ
と
を
誠
に

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、小
林
登
先
生
が
提
唱
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る“
子

ど
も
学
”
の
主
張
に
心
よ
り
賛
同
い
た
し
ま
す
。
小
林

登
先
生
と
の
数
多
い
交
流
お
よ
び
、
５
回
の
東
ア
ジ
ア

子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
術
活
動
へ
参
加
す
る
中
で
、
医
学
、
小
児
科
学
、

脳
科
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
人
類
学
、
法

律
学
、
工
学
、
建
築
学
等
の
自
然
科
学
・
社
会
科
学
・

人
文
科
学
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
は
じ
め
て
、
子
ど

も
が
直
面
す
る
各
種
の
問
題
を
総
合
的
に
探
求
し
、
解

決
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
、
深
く
会
得
致
し
ま
し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
を
組

織
し
、
そ
れ
に
参
加
す
る
過
程
に
お
い
て
、
中
日
両
国

の
、
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
分
野
の
専
門

家
が
一
堂
に
会
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
に
協

議
す
る
と
い
う
光
景
を
目
に
い
た
し
ま
し
た
。
両
国

ト
ッ
プ
の
専
門
家
が
学
術
的
な
相
互
の
働
き
か
け
に
よ

り
新
し
い
思
考
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
、
新
た
な
戦
略
と
方

策
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は

肌
で
感
じ
、
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
れ
ま
で

の
５
回
の
活
動
で
は
、「
子
ど
も
学
の
意
味
」「
異
文
化

の
比
較
研
究
」「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
〝
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
〟
を
」「
言
葉
の
発
達
と
脳

科
学
」
お
よ
び
「
情
動
の
子
ど
も
学
」
の
テ
ー
マ
が
議

題
と
な
り
ま
し
た
。
中
日
両
国
の
子
ど
も
研
究
に
関
す

る
理
論
と
実
践
に
携
わ
る
者
に
よ
る
熱
い
討
論
は
、
学

術
的
発
展
を
促
進
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
日
両
国
の

交
流
と
友
情
を
増
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
総
括
し
た
上
に
、
さ
ら
に
大
き
い
収

穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
切
に
望
ん
で
お
り
ま

す
。
我
々
が
力
を
合
わ
せ
て
協
力
し
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
間
な
く
努
力
す
れ
ば
、
我
々
は

き
っ
と
今
よ
り
も
い
っ
そ
う
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
代
表
　

朱 

家
雄
（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
国
代
表
、
華
東
師
範
大
学
教
授
）

Zhu Jiaxiong

●
華
東
師
範
大
学
教
授
。
学
前
教
育
研
究
所
所
長
。
中
国
学
前
教
育
研
究
会
副
理
事
長
。
上
海
市
幼
児
教

育
研
究
会
副
会
長
兼
秘
書
長
。
中
国
教
育
部
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
学
前
教
育
学
科
養
成
目
標
・
基
準
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
研
究
お
よ
び
実
践
」、「
幼
児
教
育
改
革
実
験
研
究
」
な
ど
を
担
当
す
る
。

報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
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理
学
博
士
。
株
式
会
社
日

立
製
作
所
役
員
待
遇
フ
ェ

ロ
ー
、
独
立
行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
社
会
技
術
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
「
脳
科

学
と
社
会
」
研
究
開
発
領
域

総
括
。
専
門
は
分
析
科
学
・

応
用
脳
科
学
・
環
境
科
学
。

１
９
７
１
年
東
京
大
学
教
養

学
部
基
礎
科
学
科
卒
業
。
日

立
製
作
所
基
礎
研
究
所
所

長
、
同
研
究
開
発
本
部
技
師

長
を
経
て
、
２
０
０
４
年
か

ら
現
職
。

教
育
学
博
士
。
華
東
師
範
大

学
副
教
授
。
専
門
は
教
師
教

育
、
子
ど
も
の
発
達
・
教

育
基
本
理
論
、
比
較
教
育
。

１
９
７
３
年
生
ま
れ
、
北
京

師
範
大
学
教
育
学
院
で
博
士

号
取
得
。
中
国
福
利
会
幼
稚

園
の
勤
務
を
経
て
現
職
。

華
東
師
範
大
学
副
教
授
。
専

門
は
就
学
前
の
子
ど
も
の
言

語
教
育
、
０

－
３
才
児
の
発

達
と
教
育
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
社
会
教
育
な
ど
。
中
国

学
前
教
育
研
究
会
幼
稚
園
課

程
お
よ
び
教
学
専
業
委
員
会

委
員
、
国
家
教
育
科
学
「
第

10
次
五
カ
年
計
画
」
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
０

－

３
歳
児
の

早
期
ケ
ア
と
発
達
」
専
門
家

メ
ン
バ
ー
。

学
術
博
士
。
第
20
期
日
本
学

術
会
議
会
員
。
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
。
専
門
分
野

は
発
達
心
理
学
・
認
知
心
理

学
。
１
９
４
６
年
群
馬
県
生

ま
れ
。
１
９
６
８
年
お
茶
の

水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒

業
、
１
９
７
０
年
同
大
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
修
了
。

１
９
９
８
年
同
大
学
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科
教
授
。
日

本
発
達
心
理
学
会
常
任
理

事
、
日
本
教
育
心
理
学
会
常

任
理
事
。

教
育
学
博
士
。
梨
花
女
子
大

学
教
授
、
梨
花
女
子
大
学
付

属
・
梨
花
子
ど
も
研
究
院
院

長
。
梨
花
女
子
大
学
幼
児

教
育
学
科
を
卒
業
し
、
ア

メ
リ
カGeorge Peabody 

College For T
eachers

で

修
士
お
よ
び
博
士
学
位
を
取

得
。
韓
国
幼
児
教
育
学
会

会
長
、
世
界
幼
児
教
育
機

構
（O

M
EP

）
韓
国
会
長
を

歴
任
し
、
現
在
環
太
平
洋
幼

児
教
育
学
会
（PECERA

）

韓
国
会
長
を
務
め
る
。
幼
児

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
著
書

多
数
。

心
理
学
博
士
。
華
東
師
範
大

学
副
教
授
。
専
門
分
野
は
発

達
心
理
学
、
親
子
関
係
、
統

合
保
育
。
１
９
９
５
年
お

茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学

部
卒
業
、
１
９
９
８
年
東

京
大
学
大
学
院
教
育
学
修
士

号
、
２
０
０
３
年
中
国
華
東

師
範
大
学
心
理
学
博
士
学
位

取
得
。
２
０
０
４
年
、
米
国

A
rizona State U

niversity

客
員
研
究
員
と
し
て
乳
幼

児
の
情
緒
発
達
研
究
を
行
っ

た
。
２
０
０
６
年
５
月

－

２
０
０
７
年
３
月
、
国
際
交

流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、

名
古
屋
大
学
で
統
合
保
育
に

つ
い
て
研
究
し
た
。
現
在
、

華
東
師
範
大
学
就
学
前
教
育

学
部
心
理
研
究
室
主
任
。

小
泉
英
明

K
oizum

i H
ideaki

講

演
、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

出

席

さ

れ

た

先

生

方

姜 

勇

Jiang Y
ong

張 

明
紅

Zhang M
inghong

内
田
伸
子

U
chida N

obuko

李 

基
淑

Lee K
i Sook

周 

念
麗

Zhou N
ianli

（
発
表
順
）
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医
学
博
士
。
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
。
日
本
子
ど
も
学

会
副
代
表
。
専
門
は
小
児
神

経
学
、
発
達
神
経
学
、
特
に

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
の

発
達
障
害
の
臨
床
と
脳
科

学
。
１
９
５
１
年
東
京
生
ま

れ
。
１
９
７
６
年
東
京
大
学

医
学
部
卒
業
。
東
京
大
学
小

児
科
講
師
を
経
て
、
現
職
。

工
学
博
士
。
岡
山
県
立
大

学
情
報
工
学
部
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授
、
情
報

工
学
部
部
長
・
研
究
科
長
。

１
９
８
３
年
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
産
業
機
械

工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
、

工
学
博
士
。
山
形
大
学
工
学

部
情
報
工
学
科
助
手
、
同

大
学
専
任
講
師
、
助
教
授
、

１
９
９
２

－

１
９
９
３
年
米

国
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
客
員
研
究

員
、
１
９
９
３
年
岡
山
県
立

大
学
情
報
工
学
部
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授
を
経
て
、

現
職
。

教
育
学
博
士
。
早
稲
田
大
学

教
授
。
子
ど
も
と
お
金
研
究

会
代
表
。
日
本
質
的
心
理
学

会
理
事･

編
集
委
員
。
法
と

心
理
学
会
常
任
理
事
・
編
集

委
員
長
。
１
９
５
９
年
青
森

県
生
ま
れ
。
呉
服
屋
の
丁
稚

を
経
て
京
都
大
学
文
学
部
・

同
大
学
院
で
心
理
学
専
攻
。

奈
良
女
子
大
学
在
職
時
に
文

部
省
長
期
在
外
研
究
員
と
し

て
北
京
師
範
大
学
に
滞
在
。

中
国
福
利
会
国
際
和
平
婦
幼

保
健
院
主
任
医
師
、
上
海
第

二
医
科
大
学
教
授
。
中
華
周

産
期
学
会
全
国
委
員
、
上
海

周
産
期
学
会
顧
問
、
上
海

小
児
科
学
会
新
生
児
学
顧

問
。
専
門
分
野
は
周
産
期
保

健
、
優
生
優
育
指
導
、
乳
幼

児
健
康
教
育
。
１
９
６
７
年

上
海
第
二
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
臨
床
医
学
に
長
年
従

事
。
１
９
８
０
年
か
ら
新
生

児
・
周
産
期
保
健
優
生
優
育

諮
問
に
従
事
。
１
９
８
９

－

１
９
９
０
年
、
日
本
北
里
大

学
病
院
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
研
修

し
、
第
１
回
国
際
周
産
期
学

会
に
出
席
。

華
東
師
範
大
学
就
学
前
教
育

学
部
部
長
、
中
国
就
学
前
研

究
会
理
事
、
遊
び
と
お
も

ち
ゃ
専
門
委
員
会
主
任
、
中

国
陶
行
知
研
究
会
就
学
前
専

門
委
員
会
主
任
。
専
門
分
野

は
就
学
前
基
本
理
論
、
０
～

３
歳
児
の
早
期
教
育
指
導
、

就
学
前
の
子
ど
も
の
遊
び
。

担
当
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
幼
稚
園
の
遊
び
に
関
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
、

教
師
が
提
供
す
る
素
材
と
幼

児
の
遊
び
行
動
と
の
相
関
関

係
研
究
、
０
～
３
歳
児
の
早

期
ケ
ア
と
発
達
に
関
す
る
研

究
、
幼
稚
園
教
材
研
究
制
度

の
研
究
な
ど
。

医
学
博
士
。
国
立
成
育
医
療
セ

ン
タ
ー
研
究
所
成
育
社
会
医

学
研
究
部
部
長
。
１
９
７
２

年
、
日
本
女
子
大
学
家
政
理

学
科
卒
業
。
東
京
医
科
歯
科

大
学
人
類
遺
伝
学
教
室
助

手
、
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
遺

伝
学
セ
ン
タ
ー
研
究
員
を
経

て
、
１
９
８
７
年
よ
り
現
研

究
所
（
旧
国
立
小
児
病
院
小

児
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
環
境
と
遺
伝
の
両
面
か

ら
小
児
の
健
康
・
発
達
を
研

究
。
特
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
、
児
童
虐
待
、
小
児
が
ん
、

遺
伝
性
腫
瘍
な
ど
。
日
本
小

児
科
学
会
子
ど
も
の
生
活
環

境
改
善
委
員
会
委
員
。
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榊
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葉
の
発
達
と
脳
科
学　
～
東
ア
ジ
ア
で
の
研
究
と
実
践
～
（
日
本
・
東
京
に
て
）

① 

外
国
語
と
し
て
の
第
２
言
語
の
習
得
と
脳
科
学
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

小
泉
英
明

② 

“
早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て —

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

朱 

家
雄
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海
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幼
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張 
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ジ
ウ
ム
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幼
児
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リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
及
ぼ
す
社
会
文
化
的
要
因
の
影
響
～
日
・
韓
・
中
比
較
～

⑥ 

質
疑
応
答

第
２
章
●　

情
動
の
子
ど
も
学
（
中
国
・
上
海
に
て
）

① 

何
故
人
間
は
心
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
脳
の
三
位
一
体
学
説
か
ら
情
動
の
役
割
を
考
え
る
　

—
—

—
—

—
—

 

小
林 

登 

② 

中
国
に
お
け
る
幼
児
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
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実
践
と
研
究
　

—
—

—
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—
—

—
—

—
—

—
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—
—

—
—

—
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朱 

家
雄 

③ 

人
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引
き
込
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身
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

渡
辺
富
夫

④ 

所
有
に
関
す
る
行
動
の
日
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文
化
比
較
：
子
ど
も
は
い
つ
「
中
国
人
」
に
な
る
の
か
？
　

—
—

—
—

—
—

—
—

 

山
本
登
志
哉

⑤ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
研
究
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 

沈 

月
華

⑥ 

親
の
期
待
と
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て
─
中
国
11
都
市
３
０
０
０
名
の
幼
児
の
調
査
結
果
　

—
—

—
—

—
—

—
—

 

周 

念
麗

⑦ 

教
育
的
視
野
の
中
の
子
ど
も
の
遊
戯
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

華 

愛
華

⑧ 

赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
興
味
を
も
つ

－

赤
ち
ゃ
ん
の
対
テ
レ
ビ
行
動
の
解
析
よ
り
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

谷
村
雅
子

⑨ 

日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
示
会
の
紹
介

⑩ 

会
場
の
声

※
付
録
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」
関
連
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一
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（
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・
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・
英
対
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1
言
葉
の
発
達
と
脳
科
学 
～
東
ア
ジ
ア
で
の
研
究
と
実
践
～

■
主
催
：
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
（
Ｃ
Ｒ
Ｎ
）、
お
茶
の
水
女
子
大
学
Ｇ
‐Ｃ
Ｏ
Ｅ

■
共
催
：
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ベ
ネ
ッ
セ
次
世
代
育
成
研
究
所

■
後
援
：
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
、
日
本
子
ど
も
学
会
、
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学
会
、

　
　
　
　

日
中
教
育
交
流
会
議

（
２
０
０
９
年
９
月
11
日　

日
本
・
東
京
に
て
）

第
１
章
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ヒ
ト
の
言
語
と
遺
伝
子
配
列
の
変
化

　

言
語
の
発
生
や
獲
得
に
関
し
て
は
、
言
語
学
の
中
で
も
諸
説
あ
り
ま
し
て
、
何

が
本
当
に
正
し
い
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
う
で
な
い
こ
と
を
慎
重
に
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
進
化
の
視
点
か
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

人
間
の
第
一
の
特
徴
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
階
層
的
な
文

法
を
進
化
の
中
で
獲
得
し
た
こ
と
が
、
人
間
と
他
の
動
物
を
分
け
る
大
き
な
点
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
進
化
の
過
程
の
中
で
、
そ
の
能
力
が
獲
得
さ
れ
た
の
か

は
ま
だ
謎
で
す
が
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
最
も
近
い
種
と
言
わ
れ
る
の
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
す
。
遺
伝
子
の
解

析
を
す
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
は
ヒ
ト
と
１
％
強
の
違
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
本
当
に
わ
ず
か
な
差
に
、
我
々
が
言
語
を
獲
得
し
た
原
因
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
研
究
に
関
連
す
る
一
例
と
し
て
、
英
国
で
文
法
の
一
部
が
理
解
で

き
な
い
家
系
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
２
０
０
１
年
に
発
表
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
確
に
言
え
ば
、
ま
だ
作
業
仮
説
の
段
階
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
転
写
制
御
因
子
と
言
わ
れ
る
遺
伝
子
の
中
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
２
と
い
う
部
分
に

２
か
所
だ
け
突
然
変
異
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
　

　

実
は
、
ヒ
ト
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
２
と
い
う
遺
伝
子
の
配
列
は
特
異
的
、
つ
ま
り
他
の

動
物
た
ち
と
は
異
な
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
30
億
個
あ
る
塩
基
配

列
の
わ
ず
か
な
数
か
所
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
間
は
言
葉
を
話
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
伝
子
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
２
と
い
う
の
は
、
自
閉
症
等
に
も
関
係
す
る
と
言

わ
れ
る
基
本
的
な
遺
伝
子
で
、
神
経
と
神
経
の
接
続
、
シ
ナ
プ
ス
の
形
成
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
発
現
に
も
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
語
と
し
て
の
第
２
言
語
の
習
得
と
脳
科
学

小
泉
英
明　

　
　
　
　
　

K
oizum

i H
ideaki

株
式
会
社
日
立
製
作
所
役
員
待
遇
フ
ェ
ロ
ー
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❹中国
の
幼
稚
園
に
お
け
る

“
早
期
閲
読
”
の
デ
ザ
イ
ン
と
実
施

❸上海
市
幼
稚
園
教
諭
の

文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
調
査  

❷“早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、

幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

❶外国
語
と
し
て
の

第
２
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相
対
音
感
と
言
語
の
起
源

　

最
近
、
私
は
個
人
的
に
相
対
音
感
が
言
語
の
起
源
を
知
る
上
で
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
音
楽
家
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
絶
対
音
感
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
た
め
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
相
対
音
感
こ
そ
が
ヒ
ト
と
し
て
進

化
す
る
過
程
で
後
に
生
ま
れ
て
き
た
、
ヒ
ト
の
本
質
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
な
の

で
す
。
実
際
、
生
物
学
的
に
は
絶
対
音
感
の
方
が
よ
り
根
源
的
な
も
の
で
あ
り
、

昆
虫
な
ど
は
絶
対
音
感
の
持
ち
主
で
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
相
対
音
感
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
を
簡
単
な
例
で
お
話
し
ま
す

と
、
例
え
ば
、
お
父
さ
ん
が
「
お
は
よ
う
」
と
子
ど
も
に
言
っ
た
と
き
と
、
お
母

さ
ん
が
「
お
は
よ
う
」
と
言
っ
た
と
き
と
は
、
当
然
、
ピ
ッ
チ
つ
ま
り
音
程
は
違

う
わ
け
で
す
。
本
当
は
別
物
で
あ
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
我
々
は
全
然
気
に
し
な

い
。
両
方
と
も
同
じ
「
お
は
よ
う
」
と
受
け
取
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
相
対
音
感

が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
音
の
高
さ
が
違
っ
て
も
同
じ
範
疇
で
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、言
葉
の
起
源
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
相
対
音
感
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

 

第
一
次
感
覚
野
と
臨
界
期

　

外
国
語
の
学
習
と
い
う
と
す
ぐ
出
て
く
る
の
が
臨
界
期
と
い
う
話
で
す
。
コ
ン

ラ
ッ
ド
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
や
ヘ
ス
の
刷
り
込
み
の
研
究
、
こ
れ
が
大
変
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
生
後
24
時
間
経
っ
て
し
ま
っ
た
ら
刷
り
込
み
は
ま
っ
た
く

行
わ
れ
な
い
と
い
う
非
常
に
き
れ
い
な
実
験
結
果
が
、
１
９
５
９
年
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
人
間
に
も
こ
う
い
う
臨
界
期
が
あ
る
か
の
ご
と
く
に
言
わ
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
、
と
き
に
大
き
な
誤
解
を
生
む
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
明
瞭
な
臨

界
期
と
い
う
の
は
視
聴
覚
な
ど
感
覚
野
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
、
限
定
的
な
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
発
音
の
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
は
ク
ー
ル
の
有

名
な
実
験
が
あ
り
ま
す
が
、
母
音
や
子
音
の
聞
き
取
り
と
い
う
の
は
子
音
の
方
が

先
で
、
１
年
ぐ
ら
い
で
感
覚
が
閉
じ
て
、
聞
き
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

我
々
が
年
を
取
っ
て
か
ら
い
く
ら
Ｌ
と
Ｒ
を
聞
き
分
け
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
差

を
海
外
の
人
の
よ
う
に
正
確
に
範
疇
認
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
第
１
次
感
覚
野
に
近
い
と
こ
ろ
は
臨
界
期
が
明
確
に
見
ら
れ
ま

す
が
、
高
次
の
と
こ
ろ
は
明
確
な
臨
界
期
が
見
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
わ
け
で

す
。

　

現
在
で
は
、
臨
界
期
が
ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
生
し
て
い
る
か
と
い
う
の

が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
ヘ
ン

シ
ュ
先
生
も
さ
れ
て
い
る
研
究
で
す
が
、
神
経
伝
達
物
質
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
臨
界
期

に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
働
き
を
亢
進
さ
せ
る

よ
う
な
物
質
、
こ
こ
で
言
い
ま
す
と
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
な
の
で
す
が
、
こ
の
物

質
で
臨
界
期
を
早
め
る
、
つ
ま
り
学
習
で
き
る
時
期
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
一
方
、
い
つ
ま
で
も
若
い
子
ど
も
の
よ
う
に
学
習
を
続
け
た
い
と
い
う
こ

と
な
ら
ば
、
そ
の
逆
を
行
え
ば
い
い
わ
け
で
す
。
今
度
は
拮
抗
薬
の
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

のantagonist
、
こ
の
場
合
は
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ｍ
で
実
験
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
与
え

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～
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る
と
臨
界
期
が
後
ろ
へ
引
き
延
ば
さ
れ
る
。
少
し
年
と
っ
て
か
ら
で
も
若
い
と
き

と
同
じ
よ
う
に
や
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
動
物

で
の
話
の
段
階
で
す
。

 

外
国
語
の
学
習
と
年
齢

　

年
齢
に
よ
っ
て
言
語
の
学
習
に
ど
の
よ
う
な
差
が
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
よ
う

な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
母
国
語
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
の
人
々
が
、
第
２
言
語
と
し
て
英
語
を
学
習
し
た
場
合
の
習
得
度
合
い

に
つ
い
て
の
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
全
部
で
61
名
ぐ
ら
い
を
対
象
に
し
た
も
の

で
す
が
、
若
い
と
き
に
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
は
か
な
り
高
い
第
２
言
語
の
英
語

の
能
力
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
臨
界
期
を
過
ぎ
て
も
母
語
話
者
の
レ
ベ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
英
語
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
始
め
た

の
に
完
全
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
同
じ
よ
う
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
研

究
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
両
方

と
も
言
語
と
し
て
は
距
離
の
近
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
差
し

引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
逆
に
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
言
語
を
学
ん
で
も
、
母
語
話
者
の
レ

ベ
ル
に
達
し
な
い
ケ
ー
ス
、
つ
ま
り
小
さ
い
と
き
か
ら
英
語
を
き
ち
ん
と
教
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
が
マ
ス
タ
ー
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、英
語
話
者
の
家
族
の
子
ど
も
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
教
え
る
学
校
で
学
ぶ
。

結
果
と
し
て
は
子
ど
も
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
レ
ベ
ル
が
す
ご
く
ば
ら
つ
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
が
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も

も
い
れ
ば
、
全
然
そ
う
で
は
な
い
子
ど
も
も
い
る
の
で
す
。

 

学
習
に
お
け
る
動
機
付
け
の
重
要
性

　　

学
習
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
動
機
付
け
の
役
割
も
と
て
も
重
要
で
す
。
何
と

し
て
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
思
っ
た
と
き
に
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
て
き
ま
す

が
、
そ
れ
が
記
憶
の
定
着
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
デ
ー
タ
で

明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
事
な
の
は
熱
い
心
な
の
で
す
。
何

と
か
し
て
や
り
た
い
。
興
味
が
あ
る
。
そ
れ
が
あ
る
と
臨
界
期
な
ん
か
ど
こ
か
へ

い
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　

人
間
の
脳
は
構
造
的
に
中
心
部
か
ら
外
へ
向
か
っ
て
進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
進
化
の
初
期
の
、
こ
れ
は
爬
虫
類
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
を
し
て
い
ま

す
が
、
生
命
を
維
持
す
る
脳
、
脳
幹
が
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。
古
い
皮
質
と
い
う

の
は
生
き
る
力
を
駆
動
す
る
脳
、
辺
縁
系
で
、
こ
こ
が
働
か
な
い
こ
と
に
は
い
く

ら
知
識
が
あ
っ
て
も
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
で
す
。

　

一
番
後
に
な
っ
て
進
化
し
て
き
た
の
は
、
ま
さ
に
人
間
ら
し
い
脳
、
前
頭
前
野

を
含
め
た
大
脳
新
皮
質
で
す
。
そ
こ
が
知
育
に
よ
っ
て
い
く
ら
充
実
し
て
も
、
内

側
の
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
を
や
り
た
い
、何
と
し
て
も
実
行
し
た
い
、そ
う
い
う
パ
ッ

シ
ョ
ン
が
生
じ
な
か
っ
た
ら
、
知
能
は
十
分
に
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
乳
幼
児
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期
に
発
達
す
る
脳
の
内
側
の
生
命
力
と
か
か
わ
る
教
育
、
あ
る
い
は
保
育
、
あ
る

い
は
育
児
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

脳
機
能
の
連
携
と
乳
幼
児
の
発
達

　

乳
幼
児
期
の
脳
の
一
番
根
元
の
と
こ
ろ
の
発
達
は
と
て
も
重
要
な
の
で
す
が
、

現
在
は
ま
だ
そ
の
研
究
は
欠
落
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
行
動
学
的
な
貴
重
な

デ
ー
タ
は
い
ろ
い
ろ
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
脳
の
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、
あ
る
い
は
お
腹
の
中
で
、
ど
う
い
う
形
で
そ
の
脳
が
育
っ

て
い
く
の
か
、ど
の
よ
う
に
神
経
が
接
続
さ
れ
て
い
く
の
か
、こ
こ
が
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
の
で
す
。

　

我
々
が
考
え
て
い
る
機
能
と
い
う
の
は
、
別
々
に
見
え
て
い
て
、
実
は
全
部
が

連
携
し
て
い
ま
す
。
覚
醒
、
睡
眠
、
情
動
、
運
動
、
思
考
、
も
ち
ろ
ん
言
語
も
、

す
べ
て
連
携
し
て
い
る
。
そ
の
事
実
を
表
す
典
型
例
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

障
害
で
す
。
例
え
ば
、
カ
ナ
ー
型
の
場
合
は
顕
著
で
す
。
言
語
の
障
害
を
も
っ
て

い
る
し
、
運
動
の
障
害
も
あ
る
し
、
睡
眠
の
障
害
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
部
リ
ン

ク
を
し
て
い
る
の
で
す
。
乳
幼
児
期
に
、
そ
れ
ら
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
脳
の
中

で
リ
ン
ク
し
、
発
達
を
遂
げ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら

の
神
経
科
学
の
大
事
な
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
脳
の
総
合
的
な
機
能
の
連
携
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
共
同

し
て
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
研
究
を
通
じ
て
、
私
が
個
人
的
に
感
じ
て
い
る
の
は
、

芸
術
と
い
う
も
の
の
価
値
で
す
。
芸
術
の
本
質
は
何
だ
ろ
う
か
、
芸
術
と
い
う
も

の
が
人
間
の
発
達
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
言
語
も
芸
術
同
様
に
脳
機
能
の
連
携
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
言

語
を
考
え
る
と
き
に
も
、
言
語
と
い
う
の
は
、
本
当
は
何
の
た
め
に
あ
る
ん
だ
、

何
の
役
に
立
つ
ん
だ
ろ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
言
語
を
教
え
る
と
し
た
ら
ど
こ
か
ら

入
っ
た
ら
い
い
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
学
際
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～
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サ
マ
リ
ー

　

絵
本
作
品
『
さ
か
な
は
さ
か
な
』
に
対
す
る
二
通
り
の
解
釈
と
推
論
で
、
世
界

と
中
国
の
幼
児
教
育
理
論
と
実
践
の
発
展
の
方
向
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
る
。
ま

た
、
歴
史
と
地
域
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
踏
ま
え
、
現
在
の
就
学
前
教
育
界
が
関
心
を

寄
せ
る“
早
期
閲
読
”※
の
意
義
と
機
能
を
考
え
る
上
で
必
要
と
な
る
背
景
を
紹
介

す
る
。
さ
ら
に
、
報
告
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
か
ら
出
発
し
、
自
身
の
早
期

閲
読
と
の
出
会
い
か
ら
実
施
経
験
を
踏
ま
え
て
、
特
に
こ
こ
数
年
間
に
早
期
閲
読

を
基
盤
と
し
て
、
中
国
で
強
力
に
推
し
進
め
て
き
た
、
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

制
定
と
実
施
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
早
期
閲
読
と
は
、
幼
児
期
に
絵
本
や
活
字
を
読
ま
せ
る
読
書
活
動
を
指
す
。

詳
細
は
巻
末
72
ペ
ー
ジ
の
用
語
一
覧
を
参
照

 

幼
児
の
早
期
閲
読
の
背
景

　

─
─
世
界
と
中
国
の
幼
児
教
育
理
論
と
実
践
の
方
向
性

⑴
一
つ
の
絵
本
に
対
す
る
二
通
り
の
解
釈
と
推
論

　

レ
オ
・
レ
オ
ニ
の
絵
本
作
品
に
、『
さ
か
な
は
さ
か
な
』
と
い
う
お
話
が
あ
る
。

こ
の
お
話
に
つ
い
て
異
な
る
解
釈
を
す
る
こ
と
で
異
な
っ
た
教
育
的
意
義
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

小
魚
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
仲
良
し
で
、
い
つ
も
一
緒
に
池
の
中
で
泳
い
で
い

た
。

　

あ
る
日
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
蛙
に
成
長
し
、
池
を
離
れ
、
友
だ
ち
の
小
魚
の

前
か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
小
魚
は
、
魚
と
同
じ
だ
っ
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に
、
ど

う
し
て
足
が
生
え
た
の
か
と
て
も
不
思
議
だ
っ
た
。
し
か
も
自
分
の
前
か
ら
、
池

か
ら
、
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
蛙
は
ご
機
嫌
な
様

子
で
池
に
戻
り
、
小
魚
に
、
池
と
は
別
の
、
も
う
一
つ
の
多
彩
な
世
界
で
、
羽
の

“
早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

朱　

家
雄　

　
　
　
　
　

Zhu Jiaxiong

華
東
師
範
大
学
教
授

第
１
章

言
葉
の
発
達
と
脳
科
学
　

～
東
ア
ジ
ア
で
の
研
究
と
実
践
～

❺シン
ポ
ジ
ウ
ム

❹中国
の
幼
稚
園
に
お
け
る

“
早
期
閲
読
”
の
デ
ザ
イ
ン
と
実
施

❸上海
市
幼
稚
園
教
諭
の

文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
調
査  

❷“早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、

幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

❶外国
語
と
し
て
の

第
２
言
語
の
習
得
と
脳
科
学
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あ
る
鳥
や
、
四
本
足
の
牛
や
、
歩
く
こ
と
が
で
き
る
人
間
な
ど
を
見
た
と
話
し
た
。

　

小
魚
は
、
蛙
が
話
し
た
池
の
外
の
世
界
の
、
羽
の
生
え
た
魚
や
四
本
足
で
角
が

二
つ
あ
る
魚
、
お
と
こ
と
お
ん
な
と
子
ど
も
の
魚
が
歩
く
姿
な
ど
を
想
像
し
て
み

た
。
さ
ら
に
は
ど
う
し
て
も
行
っ
て
見
た
く
な
り
、
一
生
懸
命
陸
に
飛
び
上
が
っ

た
の
だ
が
、
す
ぐ
死
に
そ
う
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
餌
を
探
し
て
い
た
蛙
に
助
け
ら

れ
、
池
に
帰
り
着
い
た
…
…
。

　

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
的
な
学
者
は
、『
さ
か
な
は
さ
か
な
』
は
、
教
育
者
に
対
し

か
な
り
啓
発
的
な
意
義
の
あ
る
お
話
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
と
考
え

る
。「
子
ど
も
は
子
ど
も
」、「
子
ど
も
は
子
ど
も
の
世
界
の
中
で
自
由
に
生
活
し
、

想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
限
り
な
い
創
造
の
機
会
を
も
っ
て
い
る
の
だ
」（
小
魚
は
、
蛙

が
話
し
て
く
れ
た
池
の
外
の
世
界
、
羽
の
生
え
た
魚
、
四
本
足
で
角
が
二
つ
あ
る

魚
、お
と
こ
と
お
ん
な
と
子
ど
も
の
魚
が
歩
く
姿
な
ど
を
想
像
し
て
み
た
）、「
子

ど
も
は
、
自
分
の
経
験
を
基
礎
に
し
て
学
習
を
進
め
、
そ
の
学
習
は
自
主
的
に
行

な
っ
て
い
る
」、「
子
ど
も
が
い
っ
た
ん
自
分
の
生
活
環
境
か
ら
離
れ
る
と
、
す
ぐ

に
問
題
が
起
き
て
し
ま
う
」（
さ
ら
に
は
ど
う
し
て
も
行
っ
て
見
た
く
な
り
、
一
生

懸
命
陸
に
飛
び
上
が
っ
た
の
だ
が
、
す
ぐ
死
に
そ
う
に
な
り
）
…
…
。

　

こ
れ
を
も
と
に
、
こ
の
物
語
を
考
え
て
み
よ
う
。

・
同
化
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
学
習
の
根
本
で
あ
り
、
遊
び
は
子
ど

も
の
基
本
的
活
動
で
あ
る
。

・
学
習
の
過
程
は
、
子
ど
も
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
自
己
の
パ
タ
ー
ン

を
環
境
に
合
わ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
過
程
で
あ
る
。

・
教
育
は
、
子
ど
も
の
論
理
的
発
達
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。

・
教
え
る
こ
と
は
、
発
達
に
従
属
す
る
べ
き
も
の
で
、
相
反
す
る
も
の

で
は
な
い
。

　

も
し
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
的
傾
向
を
取
り
去
り
、
こ
の
お
話
に
別
の
解
釈
を
試

み
る
と
、
教
育
者
に
対
し
て
ま
た
別
の
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
え

ば
、「
魚
」
は
、
い
ず
れ
は
「
岸
に
上
が
る
」
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
「
進
化
」
の
必
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
子
ど
も
の
想
像
と
創
造
は
、
自
ら
の

経
験
が
基
礎
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
れ
だ
け
で
は
全
然
足
り
な
い
」、「
子
ど
も
は
よ
り
知
識
の
多
い
大
人
の
援

助
の
も
と
に
学
習
さ
せ
る
べ
き
だ
」
…
…
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
話
を
考
え
て
み
よ
う
。

・「
魚
が
岸
に
上
が
る
」
た
め
に
、
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
、『
さ
か
な

は
さ
か
な
』の
ま
ま
で
留
め
て
は
な
ら
な
い
、そ
う
し
な
け
れ
ば「
魚
」

は
い
つ
ま
で
も
一
歩
前
進
が
で
き
な
い
ま
ま
だ
。

・
効
果
的
に
教
え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
促
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
こ
れ
に
よ
り
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
と
教
師
教
育
な
ど
の
面
で
も
、

お
話
の
解
釈
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
文
化
の
適
合
性
や
政
治
の
優
先
度
等
、
そ
の
他
多
方
面
で
の

意
義
も
有
す
る
。

・
何
を
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
、
教
師
は
務

ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
教
師
は
教
育
や
教
授
法
を
学
ぶ
中
で
、
多
方
面

の
知
識
と
能
力
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～
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こ
の
よ
う
な
理
論
で『
さ
か
な
は
さ
か
な
』の
お
話
を
解
釈
し
、考
え
て
い
く
と
、

「
教
育
は
子
ど
も
の
発
達
の
法
則
に
従
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
多
く
の
面
に

も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
教
師
は
必
ず

実
際
に
教
育
や
教
授
法
の
中
の
最
も
基
本
と
な
る
も
の
を
確
実
に
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
理
論
の
方
向
で
、
こ
の
お

話
を
解
釈
し
、
推
し
広
げ
て
い
く
と
、
多
く
の
問
題
提
起
に
つ
な
が
り
、
疑
問
も

涌
い
て
く
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
や
疑
問
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
、

や
は
り
教
育
実
践
の
第
一
線
か
ら
涌
い
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

・
効
果
的
な
教
育
や
教
授
法
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
。（
す
な
わ
ち
子
ど
も
の
発
達
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
て
、
そ

の
発
達
を
促
し
、
さ
ら
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
も
合
う
よ
う
な
も
の
）

・
教
師
が
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
と
技
能
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
か
。

・
効
果
的
な
教
育
法
や
教
授
法
を
実
施
で
き
る
教
師
を
ど
の
よ
う
に
養

成
す
る
か
。

⑵
ユ
ネ
ス
コ
の
呼
び
か
け

　

ユ
ネ
ス
コ
は
１
９
８
２
年
か
ら
す
で
に
全
世
界
に
向
け
て
「
全
て
の
人
に
読
書

を
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
行
い
、
社
会
に
お
け
る
全
て
の
人
が
読
書
を
し
、
書
物

と
読
書
を
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
の
一
部
と
す
る
よ
う
求
め
た
。
80
年
代

よ
り
、
先
進
国
数
カ
国
で
は
、
子
ど
も
の
知
的
発
達
の
重
点
を
読
書
能
力
の
育
成

に
移
し
て
き
て
い
る
。 

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
夫
人
が
、
教
育
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ "Ready to Read, 

Ready to Learn" 

を
推
し
進
め
た
。
夫
人
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
の
任
に
あ

る
間
ず
っ
と
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
全
て
の
子
ど
も
が
基
本
的
な
読
書
能
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
保
証
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。 

　

１
９
９
８
年
９
月
か
ら
１
９
９
９
年
８
月
は
、イ
ギ
リ
ス
の
読
書
年
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
教
育
大
臣
が
、
読
書
年
を
進
め
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
読
書
に

対
す
る
態
度
を
改
め
、
読
書
の
楽
し
さ
を
取
り
戻
し
、「
全
て
の
人
が
読
書
を
す

る
国
を
建
設
す
る
」（Build a N

ation of Readers

）と
発
表
し
た
。

 

私
の
研
究
と
論
点

⑴
私
の
研
究

１
９
８
６
〜
２
０
０
０
年

・
構
造
主
義
を
如
何
に
早
期
教
育
の
実
践
に
運
用
す
る
か
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
結
果
、
幼
児
に
自
主
的
活
動
の
中
で
言
語
能
力
を
発
達
さ

せ
る
こ
と
は
効
果
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

・「
遊
び
を
基
本
活
動
と
す
る
」
と
い
う
声
が
主
流
で
あ
る
中
で
、「
学

び
も
基
本
活
動
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
を
出
し
「
遊
び
と
学
び
を
有

機
的
に
結
合
す
る
こ
と
」を
主
張
。 

・
幼
稚
園
実
践
の
中
で
、
早
期
閲
読
は
幼
児
の
言
語
教
育
に
効
果
的
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、上
海
浦
南
幼
稚
園
で
早
期
閲
読
を
実
践
し
た
。 

２
０
０
０
年
以
降

・
数
多
く
の
幼
稚
園
教
育
の
実
践
研
究
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
幼
稚

園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
幼
稚
園
教
師
用
や
幼
児
用
の
各
種
書
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籍
を
執
筆
し
た
。    

・
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
幼
児
言
語
学
習
の
内
容
と
素
材
を

徐
々
に
充
実
さ
せ
て
き
た
。
一
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
早
期
閲

読
を
中
心
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
試
み
た
。  

・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
早
期
閲
読
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
効
果

的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
よ
う
に
で
き
た
。  

⑵
私
の
論
点・

早
期
閲
読
は
生
涯
学
習
の
基
礎
で
あ
る
。
幼
児
期
に
、
読
書
を
経
由

し
、
学
習
の
成
功
へ
通
ず
る
、
一
本
の
道
を
敷
い
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。   

・
早
期
閲
読
は
幼
児
の
言
語
発
達
に
独
特
の
価
値
を
も
つ
ば
か
り
で
は

な
く
、
幼
児
は
そ
れ
に
よ
り
読
書
の
楽
し
み
を
味
わ
い
、
読
書
習
慣

を
身
に
つ
け
、
一
人
で
読
書
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。  

・
早
期
閲
読
の
多
く
が
絵
本
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
物
語

の
中
に
論
理
的
関
係
が
存
在
し
、
前
後
の
絵
に
つ
な
が
り
が
あ
る
。

幼
児
は
す
で
に
も
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
を
活
用
し
て
絵
や
物
語
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。 

・
幼
児
の
心
身
の
特
徴
に
基
づ
き
、
早
期
閲
読
が
提
供
す
る
内
容
は
幼

児
の
想
像
力
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
を
主
と
す
べ
き
で
あ
る
。
児
童
文

学
作
品
や
童
謡
は
言
葉
や
表
現
が
生
き
生
き
と
し
て
、
色
使
い
が
鮮

や
か
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
面
白
い
の
で
、
子
ど
も
に
好
ま
れ
、
受
け

入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
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問
題
提
起

　

「
我
々
の
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
文
化
は
一
つ
の
決

定
的
な
力
で
あ
る
」Lazalo

（
１
９
９
９
）。
教
師
は

ひ
と
つ
の
「
文
化
」
的
存
在
と
し
て
、「
文
化
」
と
密

接
に
関
わ
る
教
育
の
使
命
を
担
っ
て
い
る
。「
教
育

人
」
と
し
て
の
教
師
、
そ
の
文
化
状
況
は
、
教
師
の

業
務
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
鍵
と
な
る
。
教
師
の

発
展
と
教
育
の
革
新
の
可
能
性
が
広
が
る
の
か
、
制

限
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
鍵
は
教
師
文
化
の
中
に
多
く

潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

文
化
的
生
活
状
況
は
、
教
師
の
個
々
の
文
化
状
況

の
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
、
教
師
の
余
暇
生
活
様

式
と
文
化
的
活
動
状
況
を
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

以
外
に
、
我
々
が
こ
こ
か
ら
着
手
し
て
、
さ
ら
に
教

師
の
文
化
状
況
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
考
え
て
い
く

た
め
の
一
助
と
な
る
。

　

近
年
に
お
け
る
国
内
外
の
教
師
文
化
に
関
す
る
研

究
を
概
観
す
る
と
、
主
に
「
集
団
文
化
」
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
お
り
、
研
究
対
象
は
主
に
大
学
お
よ
び

小
・
中
学
校
に
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、K

inze

（
２
０
０
３
）
は
、
異
な
る
文
化
集
団
の
文
化
的
知
識

お
よ
び
異
な
る
文
化
的
背
景
の
教
師
と
子
ど
も
が
お

互
い
に
理
解
し
合
う
方
法
や
文
化
的
影
響
力
を
参

考
に
教
師
文
化
の
価
値
の
研
究
を
進
め
て
い
る
[1]
。

Stinson

（
２
０
０
６
）
は
、
教
師
の
集
団
文
化
を
発

展
さ
せ
る
た
め
の
12
項
目
の
対
策
を
提
案
し
た
[2]
。

Soetaert

（
２
０
０
４
）
は
、
集
団
文
化
が
教
師
の
教

育
実
践
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
た
[3]
。
中

国
内
の
学
者
の
龐
海
芍
（
パ
ン
・
カ
イ
シ
ャ
ク
）
ら

（
１
９
９
９
）
は
、
理
工
系
大
学
の
教
師
の
文
化
的
素

養
に
つ
い
て
調
査
と
分
析
を
行
っ
た
[4]
。
胡
振
学

（
２
０
０
６
）
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
幼
稚
園
を
拠
点
と

し
た
研
修
文
化
を
作
り
、
教
師
の
仕
事
力
の
向
上
を

提
案
し
た
[5]
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
国
内
外
の
学
者
は
、
常

に
教
師
文
化
の
集
団
性
に
関
心
を
寄
せ
、
集
団
文
化

の
特
徴
や
役
割
に
偏
重
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
集

団
文
化
を
構
成
す
る
教
師
の
個
々
に
お
け
る
文
化
の

実
状
を
よ
く
把
握
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
幼
稚

園
教
師
の
個
々
の
文
化
生
活
の
実
状
に
つ
い
て
の
研

究
は
乏
し
い
。

上
海
市
幼
稚
園
教
諭
の
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
調
査

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

W
ang H

anlu

・Jiang Y
ong

・ChenY
an

華
東
師
範
大
学

第
１
章

言
葉
の
発
達
と
脳
科
学
　

～
東
ア
ジ
ア
で
の
研
究
と
実
践
～

❺シン
ポ
ジ
ウ
ム

❹中国
の
幼
稚
園
に
お
け
る

“
早
期
閲
読
”
の
デ
ザ
イ
ン
と
実
施

❸上海
市
幼
稚
園
教
諭
の

文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
調
査  

❷“早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、

幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

❶外国
語
と
し
て
の

第
２
言
語
の
習
得
と
脳
科
学
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研
究
調
査
の
方
法

　

本
研
究
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
内
部
一

致
性
係
数
０.

89
）
を
作
成
し
、
教
師
の
文
化
的
生

活
の
内
容
・
好
み
・
目
的
・
具
体
的
な
タ
イ
プ
お

よ
び
文
化
的
生
活
方
面
で
の
毎
月
の
支
出
な
ど
を

調
査
し
た
。
上
海
の
19
の
区
・
県
内
の
17
の
幼
稚

園
に
３
２
０
部
の
教
師
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
り
、

３
０
４
部
の
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
。

 

結
果
と
そ
の
分
析

⑴
幼
稚
園
教
師
の
文
化
的
生
活
状
況
の
総
体
研
究

　

文
化
的
生
活
の
中
で
、
教
師
の
「
最
も
多
い
」
の

回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
・
テ
レ
ビ
を
見

る
・
本
や
新
聞
を
読
む
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け

る
こ
と
で
、
教
師
の
「
最
も
好
き
」
で
あ
る
回
答
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

す
る
・
睡
眠
を
と
る
・
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
で
あ
っ

た
。「
最
も
多
い
」
と
「
最
も
好
き
」
を
比
べ
る
と
、「

家
事
を
す
る
」
と
「
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
」
の
差
が

大
き
く
開
い
て
い
た
─
─
図
❶
参
照
。
ま
た
、
教
師
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
一
番
の
目
的
は
教
育
関
連

の
資
料
を
調
べ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

 

　

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
番
組
の
ジ
ャ
ン
ル
を
見

る
と
、
幼
稚
園
教
師
が
よ
く
視
聴
し
て
い
る
上
位
３

つ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
生
活
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
娯
楽
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
娯
楽
番
組
・
報
道
番
組
・
生
活
関
連
番
組
で
、

教
師
が
娯
楽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
と
ニ
ュ
ー
ス
類
を

特
に
好
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
娯
楽
で
暇

を
つ
ぶ
す
」
こ
と
は
教
師
が
テ
レ
ビ
を
見
る
最
大
の

目
的
で
あ
る
（
83.

１
％
）。
映
画
で
は
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
と
香
港
映
画
が
二
大
人
気
で
、
大
陸
映
画
・

日
韓
映
画
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
の
割
合
が
均
等
で
あ

る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、
香
港
・
大
陸
・
韓
国
が

大
部
分
を
占
め
、
日
本
の
ド
ラ
マ
は
最
下
位
で
あ
っ

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
テ
レ
ビ
視
聴
以
外
に
、
教
師

が
最
も
多
く
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
読
書
や
新
聞
を

読
む
こ
と
で
、
書
籍
の
種
類
は
、
ま
ず
生
活
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
次
は
軽
い
小
説
類
で
、
教
育
専
門
書
の

類
は
第
３
位
で
、
第
４
位
の
文
学
と
の
差
は
小
さ

か
っ
た
。
教
師
が
読
書
す
る
目
的
は
、
主
に
生
活
の

趣
味
を
増
や
す
こ
と
（
63.

８
％
）
と
娯
楽
を
楽
し
む

こ
と（
59.

１
％
）で
あ
る
。

　

40.

１
％
の
幼
稚
園
教
師
が
毎
月
文
化
的
生
活
面
へ

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～

図❶　幼稚園教諭の余暇文化活動の内容と好み  
Figure 1  The Main Items and Preferences in Teachers’ Cultural Life 
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使
う
お
金
は“
51
〜
100
元
”で
、
こ
れ
は
出
費
が
最
も

多
い
層
で
あ
る
が
、
0.6
％
の
教
師
は
毎
月
の
文
化
的

生
活
方
面
に
全
く
出
費
し
な
い
─
─
図
❷
参
照
。

⑵
幼
稚
園
教
師
の
文
化
的
生
活
状
況
の
違
い
の
比
較

　

幼
稚
園
教
師
の
文
化
的
生
活
は
主
に
年
齢
に
よ
っ

て
違
い
が
表
れ
る
こ
と
が
、
調
査
に
よ
っ
て
わ
か
っ

た
。
文
化
的
生
活
の
内
容
は
、
20
〜
30
歳
の
教
師
と

そ
の
他
の
年
代
の
教
師
と
の
違
い
が
最
も
大
き
く
、

特
に
30
〜
40
歳
の
教
師
と
の
違
い
が
最
も
多
い
。
家

事
・
子
ど
も
の
世
話
・
映
画
鑑
賞
・
街
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
娯
楽
施
設
に
行
く
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

す
る
な
ど
の
項
目
で
は
、
２
つ
の
年
代
の
教
師
の
違

い
が
顕
著
に
表
れ
て
い
て
、
２
つ
の
年
代
の
間
に
か

な
り
重
要
な
転
換
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
─
─
表

❶
参
照
。
文
化
的
生
活
の
好
み
で
は
、
各
年
代
の
教
師

の「
家
事
を
す
る
」に
対
す
る
違
い
が
最
も
は
っ
き
り

表
れ
て
い
た
─
─
表
❷
参
照
。

 

考
察

⑴
理
想
と
現
実

　

教
師
の
余
暇
の
時
間
で
は
、「
家
事
を
す
る
」と「
子

ど
も
の
世
話
」
に
つ
い
て
、
教
師
の
「
最
も
好
き
」
と

「
最
も
多
い
」
の
回
答
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
こ

れ
は
、「
女
性
特
有
」
と
も
言
え
る
が
、
教
師
が
自
身

の
文
化
的
活
動
の
幅
や
時
間
を
削
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。

　

教
師
の
毎
月
の
文
化
面
へ
の
支
出
金
額
は
“
51
〜

100
元
”に
集
中
し
、
人
数
の
割
合
は
40.

１
％
で
あ
る
。

２
０
０
７
の
現
在
の
“
農
民
工
”（
出
稼
ぎ
農
民
）
の

文
化
的
生
活
状
況
の
調
査
報
告
の
結
果
に
よ
っ
て
、

20
％
近
い
出
稼
ぎ
農
民
が
毎
月
文
化
的
方
面
に
“
51

〜
100
元
”
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

[6]
。
こ
れ
で
は
、
文
化
的
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
く
、
収

入
も
よ
り
高
い
教
師
集
団
が
行
う
文
化
的
方
面
へ
の

実
際
の
投
資
と
し
て
は
、
私
た
ち
が
理
想
と
す
る
レ

ベ
ル
を
実
現
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
う
し
た

現
象
が
起
こ
る
原
因
と
思
わ
れ
る
一
つ
に
は
、
教
師

が
幼
稚
園
で
提
供
さ
れ
て
い
る
文
化
施
設
や
福
利
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
籍
類
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
支
出
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
二
つ
め
に
、
幼
稚
園
教
師
の
収
入
は
出

稼
ぎ
農
民
よ
り
高
い
と
は
い
え
、
そ
の
生
活
レ
ベ
ル

を
維
持
す
る
だ
け
の
出
費
を
し
た
残
り
は
そ
う
多
く

な
い
の
で
、
さ
ら
に
文
化
面
へ
の
出
費
を
し
た
く
な

い
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
三
つ
め
に
、
教
師
自

身
が
、
文
化
面
に
お
金
を
使
う
必
要
性
を
感
じ
て
い

な
い
か
重
視
し
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

図❷　幼稚園教師の毎月の文化的生活への支出
Figure2  Teachers’ Monthly Expenditure on Cultural Life
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⑵「
休
閑
」と「
修
身
」

　

幼
稚
園
教
師
の
文
化
的
生
活
状
況
の
最
も
大
き
な

特
徴
は
、
余
暇
と
娯
楽
で
あ
る
。
全
体
的
に
見
て
、

睡
眠
・
テ
レ
ビ
視
聴
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
な
ど
の
活
動
は
余
暇
娯
楽
活
動

に
属
す
る
。
細
部
で
見
る
と
、
本
や
新
聞
を
読
む
こ

と
と
言
っ
て
も
、
教
師
の
好
み
は
、
や
は
り
生
活

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
行
関
係
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
小
説
な
ど
の
読
み
物
で
あ
る
。
幼
稚
園
教
師
集
団

の
中
で
視
聴
率
が
最
も
高
い
の
は
娯
楽
番
組
で
あ

る
。
教
育
専
門
書
籍
・
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
報

道
番
組
な
ど
も
教
師
が
比
較
的
よ
く
見
る
が
、
教
師

が
書
物
や
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る

主
な
目
的
は
、
の
ん
び
り
楽
し
み
た
い
、
趣
味
を
広

げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

「
休
閑
（
シ
ュ
ー
シ
ェ
ン
、
余
暇
の
意
味
）」
と
「
修

身
（
シ
ュ
ー
シ
ン
）」
は
、
発
音
上
は
少
し
の
違
い
だ

が
、
内
包
す
る
も
の
は
大
き
く
違
う
。
一
方
は
娯
楽
、

一
方
は
教
養
で
、
言
わ
ば
文
化
的
生
活
の
中
身
の
質

と
最
終
結
果
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
教
師
の
文
化
的

生
活
が
、も
し
、た
だ
単
に「
余
暇（
休
閑
）」中
心
で
、

「
修
身
」
と
い
う
効
果
が
な
か
っ
た
ら
、
な
ん
と
残
念

な
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
師
は
仕
事
で
疲
れ
果

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～

表❶　幼稚園教師の文化的生活の内容の違いについての統計
Table 1  Post Hoc Test for Teachers’ Main Items in Cultural Life

注：“＊”p < .05

表❷　幼稚園教師の文化的生活の好みの違いについての統計
Table 1  Post Hoc Test for Teachers’ Main Items in Cultural Life
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て
て
、
一
息
つ
く
暇
も
な
い
の
が
現
実
で
、
い
っ
た

ん
暇
な
時
間
が
で
き
る
と
、
自
ず
と
娯
楽
を
選
ん
で

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

「
修
身
」
し
な
さ
い
と
言
え
ば
、
さ
ら
に
疲
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヨ
ゼ
フ
・
ピ
ー
パ
ー
（Josef 

Pieper

）は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ
て
い
る
[7]
。

余
暇
は
文
化
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
余

暇
は
、
ご
く
普
通
の
人
生
哲
学
で
あ
っ
て
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
で
も
あ
り
、
暇
な
時
間
に
、
じ
っ
く
り
聞

い
た
り
見
た
り
、
深
く
考
え
た
り
、
想
い
を
め
ぐ
ら

せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
世
の
中
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
て
、
こ
の
上
な
く
楽
し
い
。
暇
な
時
間

が
な
か
っ
た
ら
、
人
間
は
思
想
活
動
が
で
き
な
い
し
、

文
化
も
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
。「
余
暇
（
休
閑
）」
が

「
暇
」
を
生
み
、「
暇
」
と
同
時
に
「
修
身
」
に
も
っ
て

こ
い
の
文
化
的
生
活
の
時
間
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
考
え
て
み
れ
ば
、
教
師
に
と
っ
て
も
っ
と
良

い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑶
自
国
文
化
と
外
来
文
化

　

外
来
文
化
が
自
国
文
化
に
浸
透
し
て
い
く
の
は
、

初
め
は
一
冊
の
本
、
一
本
の
映
画
、
一
つ
の
連
続
ド

ラ
マ
の
よ
う
な
小
さ
い
こ
と
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
強
大
な
文
化
的
衝
撃
力

に
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
教
師
が
選
ぶ
映
画
を
み
る
と
、
国
内
映
画

は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
香
港
映
画
の
狭
間
で
最
も

シ
ェ
ア
が
小
さ
く
、
国
内
ド
ラ
マ
は
、
香
港
や
台
湾
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
韓
国
の
ド
ラ
マ
に
押
さ
れ
て
力
を

失
っ
て
い
る
。
外
来
の
映
画
や
テ
レ
ビ
作
品
の
方
が
、

教
師
の
気
晴
ら
し
と
し
て
の
満
足
度
が
高
い
の
か
も

し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
、
上
手
な
宣
伝
や
、
内
容
・

制
作
・
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
で
、
人
々
の
心
を
虜
に

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度
中
国
文
化
の
自
国
で

の
立
場
を
じ
っ
く
り
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
自
国
に

在
る
我
々
は
、「
傍
目
八
目
」
と
言
う
如
く
、
対
局
者

だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
ず
っ
と
外
来

文
化
を
味
わ
っ
て
き
た
我
々
は
、
傍
観
者
と
し
て
も

「
傍
目
八
目
」
と
は
い
か
ず
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
費
孝
通（
１
９
９
７
）は
、「
文
化
自
覚
」

に
つ
い
て
論
じ
た
。
文
化
自
覚
と
は
、
あ
る
文
化
の

中
で
生
活
し
て
い
る
人
が
も
っ
て
お
り
、
そ
の
文
化

の
由
来
や
形
成
過
程
、
特
徴
や
発
展
の
方
向
を
理
解

し
て
い
る
こ
と
を
言
う
[8]
。
中
国
文
化
と
外
来
文
化

の
関
係
が
、「
囲
碁
」
の
よ
う
な
対
戦
関
係
か
ら
「
和

し
て
同
ぜ
ず
」
に
な
り
、「
文
化
自
覚
」
へ
の
過
程
が

だ
ん
だ
ん
進
ん
で
い
く
時
、
あ
ら
ゆ
る
中
国
の
伝
統

文
化
と
自
国
文
化
に
対
す
る
再
確
認
が
自
ず
と
生
ま

れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

　

２
０
０
１
年
に
中
国
教
育
部
が
『
幼
稚
園
教
育
指
導
要
領
（
施
行
）』
を
公
布

し
た
後
、
中
国
で
幼
児
教
育
に
携
わ
る
多
く
の
者
が
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
情
熱

を
も
っ
て
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
活
動
に
関
心
を
注
ぎ
、
理
論
お
よ
び
実
践
の
両

面
で
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
中
国
学
前
教
育
研
究
会
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ

び
教
学
専
門
委
員
会
は
２
０
０
２
年
、
２
０
０
４
年
、
２
０
０
９
年
の
計
３
回
に

わ
た
っ
て
全
国
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
活
動
を

展
開
、
推
進
し
て
き
た
。
現
在
、
中
国
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
は
、
も
は
や
単
純

な
学
科
方
式
の
教
育
内
容
・
教
育
方
法
の
枠
組
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多

次
元
整
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
方
式
へ
向
け
て
発
展
し
て
い
る
。

 

幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
に
お
け
る
中
国
の
文
化
的
傾
向

　

早
期
閲
読
活
動
に
お
い
て
中
国
が
一
番
力
を
入
れ
て
検
討
し
て
い
る
の
は
、
早

期
閲
読
に
お
け
る
中
国
の
文
化
的
傾
向
で
あ
る
。
た
と
え
ば
中
国
の
子
ど
も
が

好
む
早
期
閲
読
の
読
本
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 

中
国
の
幼
稚
園
で
行
う
場
合
、

ど
の
よ
う
な
形
式
が
あ
る
か
？ 

中
国
文
化
の
価
値
観
と
行
動
様
式
は
ど
の
よ
う

に
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
か
？ 

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
国
の
子
ど
も

の
創
造
性
・
探
求
性
の
方
向
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中

国
の
特
色
あ
る
子
ど
も
の
創
造
性
発
達
の
土
台
の
構
築
を
試
み
、
幼
児
が
早
期
閲

読
過
程
で
創
造
的
な
探
求
的
学
習
を
行
う
よ
う
促
進
し
、
子
ど
も
が
幼
い
こ
ろ
か

ら
言
語
運
用
学
習
と
創
造
性
を
探
求
す
る
楽
し
い
体
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
子
ど
も
の
批
判
的
思
考
に
対
し
て
も
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
中
国
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
、
そ
の
教
育
文
化
は
子
ど
も
に
対
し

て
、
独
立
し
た
観
察
・
評
論
・
分
析
・
判
断
・
論
証
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
綿
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密
な
思
考
と
決
定
能
力
の
育
成
に
関
心
を
注
ぐ
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
中
国
の
幼

児
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
早
期
閲
読
を
含
む
）
の
作
成
に
お
い
て
は
、
中
国
の
文

化
背
景
の
特
徴
と
結
び
付
け
な
が
ら
、
幼
児
の
批
判
的
思
考
の
萌
芽
・
発
達
に
対

し
、
特
に
関
心
を
注
い
だ
。

 

幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
目
標
の
構
築

　

次
に
、
中
国
の
特
色
に
富
む
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
目
標
体
系
を
構
築
し
た
。

主
に
幼
児
の
書
き
言
葉
学
習
へ
の
興
味
を
高
め
る
こ
と
、本
を
好
き
に
な
る
こ
と
、

「
自
ら
本
を
読
む
」
よ
い
習
慣
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
記
号
に
興

味
を
も
っ
て
文
字
を
観
察
し
、文
字
に
対
す
る
好
奇
心
と
探
求
心
を
も
つ
こ
と
は
、

幼
児
が
書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
の
関
連
性
を
認
識
す
る
の
に
役
立
ち
、
ま
た
幼
児

が
早
期
閲
読
の
ス
キ
ル
や
、
書
き
言
葉
を
観
察
・
模
倣
・
予
想
す
る
能
力
等
を
身

に
つ
け
る
の
に
も
役
立
つ
。

　

書
き
言
葉
に
対
す
る
子
ど
も
の
意
識
と
行
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
重
要
な
問
題
を
検
討
し
、
解
決
し
て
き
た
。

・
早
期
閲
読
は
文
字
を
読
ま
せ
る
べ
き
か
、そ
れ
と
も
絵
本
を
読
ま
せ
る
べ
き
か
。

・
絵
本
を
読
む
際
の
早
期
目
標
と
文
学
作
品
を
閲
読
す
る
教
育
活
動
に
は
ど
の
よ

う
な
違
い
が
あ
る
か
。

・
早
期
閲
読
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
立
て
る
か
。
ス
テ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
分
け

る
か
。

　
　

 

閲
読
内
容
素
材
の
選
択

　

さ
ら
に
、「
子
ど
も
中
心
」
の
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
の
素
材
に
つ
い
て
研
究

し
た
。
そ
の
内
容
は
主
に
、
子
ど
も
の
絵
本
の
閲
読
、
遊
び
の
中
の
閲
読
、
生
活

の
中
の
閲
読
、
環
境
の
中
の
閲
読
な
ど
の
多
元
的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
素
材
と
し
て
は
、
童
話
、
童
謡
、
科
学
知
識
、
子
ど
も
向
け
の
散
文
な
ど
の

絵
本
が
中
心
と
な
る
。

■生活の中の閲読
（上から、観光地の地図、洗濯機の説明書、衣類の洗濯表示）
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閲
読
教
育
活
動
の
実
施

　

最
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
幼
稚
園
早
期
閲
読
教
育
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー
プ
ン
式
の
図
書
閲
覧
室
の
設
置
な
ど
、
子
ど
も

の
た
め
に
よ
い
閲
読
環
境
を
作
り
、
閲
読
エ
リ
ア
活
動
を
推
奨
し
て
子
ど
も
に
自

由
に
閲
読
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

日
常
的
に
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
行
う
閲
読
活
動
、
教
師
の
組
織

す
る
グ
ル
ー
プ
で
の
閲
読
活
動
、
教
師
の
個
別
閲
読
指
導
、
幼
児
の
小
グ
ル
ー
プ

の
探
求
的
閲
読
活
動
、
幼
児
の
自
主
的
閲
読
活
動
、
幼
稚
園
が
指
導
す
る
保
護
者

に
よ
る
親
子
閲
読
活
動
な
ど
が
あ
る
。

■遊びの中の閲読（「美容院ごっこ」料金表、数字遊び）

■環境の中の閲読（週間天気予報）

■閲読の環境づくり

■グループでの閲読活動
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第
１
部　

各
国
か
ら
の
調
査
報
告

日
本
（
内
田
伸
子
）

　

幼
児
期
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
み
書
き
能
力
）
の
習
得
は

子
ど
も
の
認
知
発
達
と
強
い
関
連
が
あ
る
。
ま
た
、
語
彙

能
力
は
知
能
発
達
や
学
力
適
応
度
の
指
標
に
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
内
田
：
１
９
８
９
・
２
０
０
７
、

東
他
：
１
９
９
５
）。

　

リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
社
会
文
化
的
要
因
は
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
目
的

で
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
格
差
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
人
間
発
達
科
学
の
創
成
拠
点
」
で
は
リ
テ

ラ
シ
ー
習
得
の
日
韓
中
越
蒙
国
際
比
較
調
査
を
推
進
中
で

あ
る
。
２
０
０
８
年
度
に
実
施
し
た
日
本
調
査
の
結
果
を

報
告
す
る
。

　

第
１
に
１
９
９
５
年
調
査
と
比
較
し
、
第
２
に
、
子
ど

も
の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
語
彙
力
に
社
会
経
済
的
要
因
や
家
庭

の
教
育
投
資
額
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
、
第
３
に
、
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｑ
尺
度
に
よ
っ

て
測
定
さ
れ
た
親
の
子
ど
も
へ
の
敏
感
性
と
向
社
会
性
評

価
が
リ
テ
ラ
シ
ー
や
語
彙
力
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

１
．
幼
児
調
査
：
３
歳
児
７
７
３
名
、
４
歳
児
９
１
４
名
、

５
歳
児
９
２
０
名
、
合
計
２
６
０
７
名
を
対
象
に
し
て
、

個
別
に
臨
床
面
接
を
実
施
し
、
①
読
み
書
き
能
力
　

②
音

韻
的
意
識
　

③
絵
画
語
彙
検
査
　

④
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

リ
テ
ラ
シ
ー
を
測
定
し
た
。
さ
ら
に
、
⑤
リ
テ
ラ
シ
ー
の

道
具
的
価
値
へ
の
気
づ
き
に
つ
い
て
、
個
別
に
臨
床
面
接

を
実
施
し
た
。

２
．
保
護
者
調
査
：
対
象
児
の
保
護
者
１
７
８
０
名
を

対
象
に
し
て
、
子
ど
も
観
、
早
期
教
育
へ
の
取
り
組
み
、

子
ど
も
の
向
社
会
性
、
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
、
家
庭
の
蔵
書

数
、
教
育
投
資
額
、
収
入
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

 　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
及
ぼ
す
社
会
文
化
的
要
因
の
影
響

―

日
韓
中
国
際
比
較
研
究―

 

２
０
０
８
年
度
日
本
調
査
の
結
果

●
調
査
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
内
田
伸
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
・
日
本
）、
李
基
淑
（
梨
花
女
子
大
学
教
授
・
韓
国
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
念
麗
（
華
東
師
範
大
学
副
教
授
・
中
国
）

●
司
会
：
榊
原
洋
一
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
・
日
本
）

問
題

目
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幼
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３
．
保
育
者
調
査
：
対
象
児
が
通
園
し
て
い
る
保
育
所
・

幼
稚
園
の
保
育
者
１
９
３
名
を
対
象
に
し
て
幼
児
期
の
文

字
教
育
、
保
育
形
態
、
保
育
環
境
の
設
定
、
子
ど
も
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

Ⅰ
．
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
及
ぼ
す
経
済
格
差
の
影
響

　

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
と
家
庭
環
境
・
保
育
環
境
と

の
関
連
に
つ
い
て
の
主
な
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
１
に
、
１
９
９
５
年
調
査
に
比
べ
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー

習
得
が
早
期
化
（
５
歳
児
48
％
→
80
％
）
し
た
。

  　

第
２
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
は
３
、４
歳
児
で
は
性
差
（女

＞
男

; p<.0001

）
が
見
ら
れ
る
が
、
５
歳
に
な
る
と
性

差
は
な
く
な
る
。語
彙
力
は
４
、５
歳
児
で
性
差（男

＞
女

; 
p<.0001

）
が
見
ら
れ
る
。

  　

第
３
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
は
経
済
格
差
（CP=700

万

円
）
の
影
響
が
見
ら
れ
（p<.0001

）、
特
に
４
歳
ま
で
顕

著
で
あ
る
。
語
彙
力
は
、
加
齢
に
伴
い
経
済
格
差
の
影

響
が
顕
在
化
し
、
５
歳
児
で
は
差
が
最
も
大
き
く
な
る

（p<.0001

）。

  　

第
４
に
、
保
育
形
態
（
一
斉
保
育
か
子
ど
も
中
心

主
義
保
育
か
）
に
よ
っ
て
、
語
彙
能
力
に
差
が
見
ら
れ

（p<.0001

）、
自
由
保
育
の
場
合
に
語
彙
能
力
が
高
い
。

  　

第
５
に
、
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
り
、
リ
テ
ラ
シ
ー

の
習
得
に
つ
い
て
は
３
、４
歳
児
ま
で
は
、
経
済
格
差
要

因
（
家
庭
の
経
済
格
差
、
教
育
投
資
額
差
）、
親
の
学
歴
、

家
庭
の
蔵
書
数
、し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
影
響
を
受
け
る
が
、

５
歳
児
で
は
、
経
済
格
差
要
因
の
影
響
は
な
く
な
る
と
明

ら
か
に
な
っ
た
。

  　

第
６
に
、
清
音
の
音
韻
的
意
識
（
内
因
）
は
５
歳
児

で
天
井
に
な
り
、リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
の
教
授
効
果
（
外
因
：

一
斉
保
育
や
早
期
の
ド
リ
ル
学
習
な
ど
）
を
顕
在
化
さ
せ

る
。

　

第
７
に
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
は
「
共
有
型
」・「
強
制
型
」・

「
自
己
犠
牲
型
」
の
３
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
強
制
型
は

低
所
得
層
に
多
く
、
共
有
型
は
高
所
得
層
に
多
い
。
子
ど

も
と
お
な
じ
目
線
に
立
つ
共
有
型
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
は
Ｓ

Ｄ
Ｑ
尺
度
の
向
社
会
性
の
発
達
と
強
い
関
係
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
子
ど
も
と
対
等
に
楽
し
い
経
験
を

共
有
す
る
よ
う
な
親
の
関
わ
り
が
将
来
の
よ
い
対
人
関
係

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
に
資
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

 

Ⅱ
．
語
彙
力
（
＝
学
力
基
盤
力
）
の
習
得
と
し
つ
け
ス
タ

イ
ル
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析 

１
．
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
分
類

　

し
つ
け
ス
タ
イ
ル
尺
度
に
つ
い
て
因
子
分
析
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、「
共
有
型
」（
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
、
子
ど
も
と

の
体
験
を
享
受
・
共
有
す
る
）・「
強
制
型
」（
大
人
中
心

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
し
つ
け
や
力
の
し
つ
け
）・「
自
己
犠

牲
型
」（
子
ど
も
が
何
よ
り
大
切
で
、
子
育
て
負
担
感
が

大
き
い
。
育
児
不
安
か
放
任
に
二
極
化
）
の
３
因
子
が
抽

出
さ
れ
た
。

　

３
つ
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
う
ち
、
最
も
標
準
化
得
点

の
高
い
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
に
個
人
を
振
り
分
け
た
。
そ
の
結

果
、
共
有
型
33.

４
％
（
５
７
３
名
）、
強
制
型
35.

６
％

（
６
１
２
名
）、
自
己
犠
牲
型
31.

０
％
（
５
３
２
名
）
と

ほ
ぼ
均
等
に
分
類
さ
れ
た
。

 

２
．
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
と
語
彙
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
関
連

　

そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
に
つ
い
て
分
散
分
析
を
行
っ
た
結

果
、
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
差
は
表

れ
な
か
っ
た
が
、
語
彙
に
お
い
て
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
主

効
果
が
有
意
で
（F

（2,1708

）=11.16, p<.0001

）、
強

制
型
よ
り
も
共
有
型
に
お
い
て
語
彙
の
得
点
が
高
い
と
明

ら
か
に
な
っ
た
（T

ukey

法
：p<.01

）。

 

３
．
リ
テ
ラ
シ
ー
と
語
彙
の
規
定
要
因
に
関
す
る
重
回

帰
分
析

　

リ
テ
ラ
シ
ー
・
語
彙
に
影
響
す
る
要
因
に
つ
い
て
重
回

帰
分
析
を
行
っ
た
結
果
、子
ど
も
の
年
齢
、性
別
、母
学
歴
、

収
入
は
全
て
の
得
点
に
対
し
て
有
意
な
関
連
が
み
ら
れ

た
。
強
制
型
と
共
有
型
し
つ
け
に
つ
い
て
は
、
語
彙
に
の

み
関
連
が
み
ら
れ
た
（
表
１
）。
さ
ら
に
分
析
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
語
彙
得
点
に
対
す
る
収
入
×
強
制
型
の
交
互
作

用
が
有
意
だ
っ
た
（β

= .05, p<.05

）。
強
制
型
し
つ
け

の
影
響
は
、収
入
低
群
で
は
認
め
ら
れ
た
が
（β

=

−.10, 
p<.05

）、
収
入
高
群
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（β

=.01, 
p=.70

）。
収
入
×
共
有
型
の
交
互
作
用
は
有
意
で
は
な

か
っ
た
（β

= .01, p=.63

）。

 

結
果

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～
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リ
テ
ラ
シ
ー
は
５
歳
に
な
る
と
経
済
格
差
や
性
差
要
因

の
影
響
が
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
語
彙
力
（
学
力
基
盤
力

の
指
標
）
は
加
齢
に
伴
い
経
済
格
差
要
因
の
影
響
が
顕
在

化
す
る
。
ま
た
、
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
や
家
庭
の
蔵
書
数
も

語
彙
力
と
強
い
正
の
関
連
を
も
っ
て
い
る
。

　

収
入
低
群
で
、
な
お
か
つ
強
制
型
し
つ
け
の
傾
向
が
高

い
場
合
に
語
彙
得
点
が
有
意
に
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、低
収
入
層
で
あ
っ
て
も
、

共
有
型
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
を
と
れ
ば
、
語
彙
能
力
は
低
下

し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
は
親
が
子

ど
も
へ
の
関
わ
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
制
御
可
能

で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
大
人
が
子
ど
も
と
対
等
な
関
係
で
触
れ
合

い
を
重
視
し
、
楽
し
い
体
験
を
共
有
す
る
家
庭
の
子
ど
も

の
語
彙
力
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

家
族
で
団
欒
や
会
話
を
楽
し
む
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も

は
内
発
的
な
知
的
好
奇
心
を
発
揮
し
て
環
境
探
索
を
行
い

主
体
的
に
学
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 

韓
国
（
李
基
淑
）

  　

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
発
達
は
親
と
保
育
者
の

重
要
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
国
だ
け
で
な

く
、
日
本
、
中
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

韓
国
の
親
は
子
ど
も
の
早
期
学
習
と
関
連
し
て
、
読
み
書

き
能
力
に
多
く
の
関
心
を
注
ぎ
、
現
在
は
早
く
か
ら
子
ど

も
の
読
み
書
き
発
達
に
関
す
る
早
期
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
読
み
書
き
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の

発
達
が
小
学
校
で
の
学
習
達
成
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
全

て
の
教
科
が
こ
の
よ
う
な
読
み
書
き
能
力
と
関
連
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
読
み
書
き
能
力
が
学
習
の
基
礎
と
な

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
早
く
か
ら
読
み
書
き
さ
せ
よ
う

と
す
る
親
の
気
持
ち
を
一
概
に
非
難
で
き
な
い
と
こ
ろ
も

あ
ろ
う
。
幼
児
期
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
を
向
上
さ
せ
る
方

法
に
慣
れ
て
い
な
い
親
は
、
ド
リ
ル
に
頼
り
、
反
復
さ
れ

る
学
習
だ
け
を
強
調
し
か
ね
な
い
。
ま
た
、
保
育
者
も
読

み
書
き
に
関
す
る
明
確
な
知
識
を
も
た
ず
、
す
な
わ
ち
、

幼
児
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
に
関
す

る
明
確
な
教
育
観
を
持
た
な
い
ま
ま
幼
児
に
読
み
書
き
を

教
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

 

　

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
発
達
は
幼
児
個
人
と
関
わ

る
多
様
な
要
因
と
、
幼
児
が
生
活
し
て
い
る
家
庭
お
よ
び

幼
児
教
育
機
関
な
ど
、
関
連
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
。
一
般
に
、
幼
児
の
読
み
書
き
能
力
に
及
ぼ
す
幼
児
個

人
に
関
連
す
る
要
因
と
し
て
、
幼
児
の
年
齢
、
性
別
、
社

会
的
情
緒
的
能
力
が
挙
げ
ら
れ
、
家
庭
環
境
要
因
と
し
て

は
家
庭
の
社
会
経
済
的
水
準
、
兄
弟
関
係
、
親
の
養
育
態

度
お
よ
び
信
念
が
挙
げ
ら
れ
、
教
育
環
境
要
因
と
し
て
は

保
育
者
、ク
ラ
ス
の
規
模
と
教
授
法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
幼
児
の
個
人
的
要
因
、
家
庭
環

境
要
因
、
教
育
環
境
要
因
の
３
つ
の
要
因
を
考
慮
し
て
幼

児
の
読
み
書
き
能
力
の
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
、

さ
ら
に
、
韓
国
・
日
本
・
中
国
の
３
カ
国
の
幼
児
を
対
象

に
読
み
書
き
能
力
に
こ
れ
ら
の
要
因
が
ど
う
関
わ
る
の
か

を
比
較
検
討
す
る
。

   　

本
研
究
は
、
ソ
ウ
ル
、
京
畿
、
仁
川
地
域
を
中
心
に

表
１  

リ
テ
ラ
シ
ー
と
語
彙
の
規
定
要
因
に
関
す
る
重
回
帰
分
析

考
察

問
題

目
的

方
法

子どもの年齢

子どもの性別

収入

母学歴

強制型しつけ

共有型しつけ

R２

β

　.61

-.08

.06

 .12

-.05

.05

0.4

**

***

**

***

**

**

*** p <.001, ** p < .01, * p < .05

r 

  .60

-.08

  .12

  .11

-.04

.05

 

***

**

***

***

*

*

B

.55

.08

.09

.08

-.03

-.01

0.33

***

***

***

***

n.s.

n.s.

r

.55

.08

.13

.07

-.02

-.01

 

***

***

***

**

n.s.

n.s.

B

.71

.13

.07

.04

.01

.02

0.52

***

***

***

*

n.s.

n.s.

r 

　.71

.12

.10

.01

.03

.02

***

***

***

n.s.

n.s.

n.s.

語彙得点 語彙得点 語彙得点
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国
公
立
・
市
立
幼
稚
園
と
区
立
・
市
立
保
育
園
（
44
ヶ
所
）

の
幼
児
、
保
育
者
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
。
幼
児
向
け

の
調
査
、
保
護
者
向
け
質
問
紙
は
３
歳
児
（
４
４
２
名
）、

４
歳
児
（
６
０
４
名
）、
５
歳
児
（
５
７
８
名
）
を
対
象

に
合
計
１
６
２
４
名
の
検
査
用
紙
と
質
問
紙
を
回
収
し
て

分
析
し
た
。

 

　

本
研
究
の
結
果
、
読
み
書
き
能
力
の
発
達
と
関
連
の
あ

る
全
体
の
傾
向
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
１
に
、幼
児
の
年
齢
、性
別
、家
庭
所
得
水
準
に
よ
っ

て
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
に
差
が
あ
る
か
を
調
べ
た
結
果
、

幼
児
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
が
上
が

り
、
全
て
の
年
齢
で
差
が
出
た
。

　

性
別
に
よ
っ
て
も
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
に
差
が
あ
り
、
女

児
は
男
児
よ
り
得
点
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
性
別
の
違

い
は
加
齢
に
従
い
、
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
英
語

得
点
に
つ
い
て
は
性
別
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
家
庭
の
所
得
に
よ
っ
て
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点

に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
加
齢
に
従
っ
て
高

所
得
集
団
と
低
所
得
集
団
の
差
は
小
さ
く
な
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
英
語
得
点
で
は
年
齢
が
上
が
っ
て
も

差
が
維
持
さ
れ
、
５
歳
に
所
得
水
準
に
よ
る
違
い
が
確
認

さ
れ
た
。 

　

第
２
に
、
幼
児
の
年
齢
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
下
位
要

因
の
相
関
は
低
年
齢
の
方
で
よ
り
明
確
な
相
関
が
確
認
さ

れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
３
歳
児
で
は
読
み
、
書
き
、
語
彙
間
の
相

関
が
顕
著
に
現
れ
る
一
方
、
４
歳
児
で
は
弱
い
相
関
、
５

歳
児
で
は
読
み
得
点
と
語
彙
得
点
間
で
弱
い
正
の
相
関
が

あ
っ
た
。 

　

第
３
に
、
家
庭
の
所
得
お
よ
び
環
境
に
よ
っ
て
幼
児
の

リ
テ
ラ
シ
ー
に
違
い
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
た
結
果
、
家

庭
の
所
得
に
よ
っ
て
親
の
日
常
生
活
ス
タ
イ
ル
、
所
蔵
図

書
数
、
子
ど
も
へ
の
進
学
希
望
範
囲
、
私
教
育
実
施
比
率

に
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
教
育
投
資
額
が
高
い
ほ
ど
、
幼
児
の

リ
テ
ラ
シ
ー
関
連
得
点
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
家
庭
の
所
得
が
高
い
ほ
ど
、
教
育
投
資
額
も
有
意
に

増
加
す
る
と
い
っ
た
結
果
と
関
連
が
あ
り
、
高
所
得
家
庭

の
高
い
教
育
投
資
額
が
低
年
齢
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力

に
影
響
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
家
庭
の
養
育
環
境
に

お
け
る
所
得
と
教
育
へ
の
投
資
は
初
期
に
は
影
響
す
る

が
、
幼
児
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
そ
の
影
響
力
は
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
４
に
、
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
と
関
連
し
て
親
の

養
育
態
度
の
要
因
を
分
析
し
た
結
果
、［
共
有
型
］（
子
ど

も
と
の
相
互
作
用
を
多
く
し
、一
緒
に
い
る
の
を
楽
し
み
、

子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
す
る
意
思
疎
通
方
式
を
好
む
）、

［
指
示
型
］（
子
ど
も
と
の
疎
通
が
一
方
的
で
、
子
ど
も
の

意
思
よ
り
は
決
ま
っ
た
指
示
と
規
則
が
優
先
さ
れ
る
）、

［
犠
牲
型
］（
親
が
子
ど
も
に
全
て
を
合
わ
せ
て
、
親
の
希

望
を
あ
き
ら
め
て
子
ど
も
の
要
求
に
合
わ
せ
る
）、［
統
制

型
］（
子
ど
も
を
統
制
し
、
体
罰
を
駆
使
す
る
）
な
ど
の

４
つ
の
類
型
が
抽
出
さ
れ
た
。
所
得
に
よ
る
養
育
態
度
を

検
討
し
た
結
果
、高
所
得
集
団
で
は
［
共
有
型
］
が
多
く
、

低
所
得
集
団
で
は
［
指
示
型
］
が
多
か
っ
た
。［
犠
牲
型
］、

［
統
制
型
］
は
高
所
得
集
団
と
低
所
得
集
団
と
も
に
現
れ
、

所
得
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

家
庭
所
得
に
よ
る
幼
児
の
社
会
的
能
力
の
違
い
を
検
討

し
た
結
果
、
高
所
得
集
団
で
向
社
会
的
得
点
が
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
親
の
養
育
態
度
得
点
を
比

較
し
た
結
果
、
高
所
得
集
団
で
［
共
有
型
］
の
養
育
点
数

の
平
均
が
高
く
、
低
所
得
集
団
で
は
［
指
示
型
］
の
養
育

得
点
の
平
均
が
高
か
っ
た
。
親
の
養
育
態
度
に
よ
る
子
ど

も
の
社
会
的
能
力
は
［
共
有
型
］
で
も
っ
と
も
高
く
、
以

降
［
統
制
型
］、［
犠
牲
型
］、［
指
示
型
］
の
順
で
表
れ
、

相
互
作
用
的
か
つ
双
方
向
的
な
意
思
疎
通
方
式
を
行
う

［
共
有
型
］
の
養
育
が
向
社
会
的
な
子
ど
も
の
気
質
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
従
っ
て
、
所
得
水
準

と
関
係
な
く
、
親
の
養
育
態
度
が
相
互
作
用
的
で
双
方
向

的
な
［
共
有
型
］
に
な
る
よ
う
に
親
が
努
力
す
る
と
き
、

子
ど
も
の
よ
り
肯
定
的
な
社
会
的
傾
向
が
発
達
し
て
い
く

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

 

　

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
お
よ
び
発
達
に
関
連
し
た
研

究
は
、
幼
児
は
成
人
の
よ
う
に
読
み
書
き
が
で
き
る
以
前

で
あ
っ
て
も
読
み
書
き
を
学
ぶ
過
程
に
あ
り
、
学
校
に
行

く
前
か
ら
す
で
に
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
多
く
を
学
ん

結
果

考
察

第１章●言葉の発達と脳科学　～東アジアでの研究と実践～
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で
い
る
と
主
張
す
る
（Ferreiro &

 T
eberosky, 1992; 

Goodm
an, 1980; T

eale &
 Sulzby, 1986

）。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
読
み
書
き
能
力
は
認
知
的
で
社

会
的
な
活
動
で
あ
り
、家
庭
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。従
っ

て
、
幼
児
が
日
常
生
活
で
体
験
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
環
境
を

把
握
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境
が
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得

お
よ
び
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
本
研
究
は
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
お
よ

び
発
達
に
影
響
す
る
要
因
を
検
討
し
た
も
の
で
、
究
極
的

に
は
家
庭
と
集
団
保
育
の
場
、
両
方
で
活
用
で
き
る
方
法

を
模
索
し
、
今
後
、
日
韓
中
３
か
国
間
の
比
較
に
よ
り
、

興
味
深
い
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

  

中
国
（
周
念
麗
）

 

　

内
田
（
１
９
８
９
・
２
０
０
７
）、
東
他
（
１
９
９
５
）
の
研

究
結
果
に
よ
る
と
、
幼
児
期
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
み
書
き

能
力
）
習
得
は
子
ど
も
の
認
知
発
達
と
強
い
関
連
が
み
ら

れ
、
語
彙
能
力
は
知
能
発
達
や
学
力
適
応
度
を
予
測
す
る

指
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
幼
児
期
の
リ
テ
ラ
シ
ー
発

達
の
重
要
性
を
示
唆
し
た
。

　

中
国
で
は
、
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
発
達
に
つ
い
て
、
ま

だ
ほ
と
ん
ど
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
経
済
的
に
豊
か
な
家
庭
ほ

ど
、
子
ど
も
の
認
知
能
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体

が
激
し
く
変
化
し
、
特
に
貧
富
の
差
も
広
が
り
つ
つ
あ
る

中
国
の
子
ど
も
た
ち
の
読
み
書
き
能
力
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
で
経
済
改

革
が
行
わ
れ
、
所
得
の
差
は
保
護
者
の
育
児
ス
タ
イ
ル
、

ま
た
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

内
田
伸
子
教
授
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
「
リ
テ
ラ

シ
ー
習
得
の
日
韓
中
越
蒙
国
際
比
較
調
査
」
に
参
加
し
、

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
上
海
で
調
査
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

 

１
．
被
験
者

　

上
海
市
の
保
育
所
（
１
カ
所
）
と
幼
稚
園
（
計
20
カ

所
、
私
立
２
、
公
立
18
）
の
園
児
１
７
７
９
名
（
３
歳

児
５
９
６
名
、
４
歳
児
６
１
５
名
、
５
歳
児
５
６
８
名
）、

保
護
者
１
０
４
０
名
お
よ
び
保
育
士
１
１
８
名
。
経
済
状

況
に
お
け
る
差
異
を
考
慮
し
、
親
の
所
得
に
応
じ
て
、
高

い
経
済
レ
ベ
ル
、
中
間
レ
ベ
ル
お
よ
び
低
い
レ
ベ
ル
に
あ

る
３
つ
の
行
政
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
７
つ
の
園
を
選
ん
だ
。

 

２
．
調
査
内
容

　

３
～
５
歳
の
幼
児
に
個
別
の
対
面
調
査
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
の
読
み
、
書
き
、
語
彙
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
読

み
の
習
得
度
、
文
字
の
道
具
的
価
値
へ
の
気
づ
き
な
ど
に

つ
い
て
調
べ
た
。
対
象
児
の
保
護
者
お
よ
び
在
籍
し
て
い

る
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。

 

　
１
．
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
実
態
に
関
す
る
調
査
結
果

⑴
年
齢
差

　

漢
字
の
読
み
、
書
き
、
語
彙
、
し
り
と
り
お
よ
び
英
語

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
平
均
得
点
は
、
年
齢
が
上
が
る
と
と

も
に
上
昇
し
、
年
齢
に
よ
る
差
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
５
歳

児
に
お
い
て
、
各
方
面
の
能
力
が
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
発
達
上
の
要
因
と
も

関
連
し
て
い
る
が
、
中
国
で
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
幼

稚
園
児
の
入
学
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。

⑵
性
差

　

漢
字
の
読
み
、
書
き
、
語
彙
、
し
り
と
り
お
よ
び
英
語

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
認
知
の
平
均
得
点
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
男
児
と
女
児
の
間
に
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
読
み
と
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
認
知
に
つ
い
て
、

男
児
の
ほ
う
は
女
児
よ
り
も
や
や
有
意
に
高
い
が
、
他
の

能
力
に
お
い
て
は
女
児
の
ほ
う
の
平
均
得
点
が
男
児
よ
り

高
か
っ
た
。
中
国
で
は
「
男
女
平
等
」
が
提
唱
さ
れ
て
か

ら
す
で
に
60
年
あ
ま
り
が
経
ち
、
都
市
部
で
は
子
ど
も
の

性
別
を
問
わ
ず
き
ち
ん
と
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
機
会
平
等
と
い
う
社
会
的

な
要
因
以
外
に
、
女
児
が
男
児
に
比
べ
て
得
点
が
高
い
理

由
と
し
て
、
女
子
の
ほ
う
が
お
と
な
し
く
指
示
に
従
い
、

勉
強
す
る
と
き
も
よ
り
集
中
力
が
高
い
な
ど
他
に
も
考
え

方
法

結
果

問
題
・
目
的
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ら
れ
る
原
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。

⑶
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
間
の
関
連

　

幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
連
が

あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
漢
字
の
書
き
得
点
に
関
し
て
は
、
ど
の
年
齢
に

お
い
て
も
、
書
き
得
点
は
書
き
順
と
の
間
に
有
意
な
弱
い

正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
（
ｒ
＝.266**
、221**

、218**

）。

　

５
歳
児
を
除
い
て
、
３
歳
児
と
４
歳
児
は
書
き
得
点
と

確
認
回
数
も
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
４
歳
児

を
除
い
て
、
３
歳
児
と
５
歳
児
で
は
書
き
得
点
、
書
き
順

と
言
語
補
助
、
確
認
回
数
と
の
間
に
正
相
関
が
確
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
３
つ
の
年
齢
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
書
き

得
点
は
読
み
得
点
、
し
り
と
り
得
点
と
の
間
に
有
意
な
正

相
関
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
３
、４
歳
児
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
書
き
得
点
と

読
み
得
点
の
間
に
強
い
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
が
、
５
歳

児
の
場
合
、
読
み
得
点
と
語
彙
得
点
の
間
に
正
の
強
い
相

関
が
あ
っ
た
。

 

２
．
経
済
格
差
に
よ
る
保
護
者
の
育
児
行
動
と
し
つ
け
ス

タ
イ
ル
の
差
異

　

今
回
の
調
査
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
経
済
の
格
差
が

「
中
国
マ
マ
」（
教
育
に
対
し
て
極
め
て
熱
心
で
あ
る
中
国

の
母
親
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
最
近
流
行
語
と
な
っ

て
い
る
）
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

⑴
子
ど
も
を
習
い
事
／
塾
（「
興
味
班
」）
に
通
わ
せ
る
こ

と
の
比
較
。

　

低
所
得
層
と
高
所
得
層
の
間
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
、

低
所
得
層
の
保
護
者
は
子
ど
も
を
よ
り
多
く
（
１
つ
か
２

つ
）
の
習
い
事
、
特
に
外
国
語
系
の
塾
に
通
わ
せ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
就
学
前
準
備
の
た
め
に
子
ど
も
を
塾
に
通

わ
せ
る
低
所
得
層
の
保
護
者
は
高
所
得
層
保
護
者
の
倍
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
低
所
得
層
の
保
護
者
は
高
所

得
層
の
保
護
者
よ
り
も
子
ど
も
に
外
国
語
を
習
わ
せ
る
熱

意
が
よ
り
強
い
こ
と
が
窺
え
る
。

⑵
教
育
投
資
額
と
文
字
を
教
え
る
こ
と
の
考
え
方
に
関

す
る
比
較
。

　

低
所
得
層
の
保
護
者
に
比
べ
て
、
高
所
得
層
の
保
護
者

は
子
ど
も
に
絵
本
、
物
語
、
漫
画
、
学
習
雑
誌
、
図
鑑
の

５
つ
の
教
育
に
関
す
る
書
物
を
買
い
与
え
る
数
は
よ
り
多

か
っ
た
。
ま
た
高
所
得
層
保
護
者
は
子
ど
も
に
文
字
を
教

え
る
た
め
の
考
え
方
と
し
て
、「
文
字
の
豊
か
な
環
境
に

お
く
」、「
子
ど
も
が
興
味
が
あ
る
と
き
に
教
え
る
」
と
い

う
項
目
の
選
択
率
も
低
所
得
層
よ
り
有
意
に
多
か
っ
た
。

所
得
の
高
い
家
庭
は
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
た
め
、
よ

り
多
く
の
書
籍
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
低
所

得
の
家
庭
の
子
ど
も
に
比
べ
、
高
所
得
の
家
庭
の
子
ど
も

は
よ
り
文
字
の
豊
か
な
環
境
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
推
測
で

き
る
。

⑶
保
護
者
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
比
較

　

保
護
者
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
因
子
分
析
を

行
っ
た
結
果
、「
共
有
調
和
」、「
厳
格
」
と
「
子
ど
も
中
心
」

と
い
う
３
因
子
を
抽
出
し
た
。
因
子
得
点
に
よ
り
群
分
け

し
た
結
果
、「
共
有
調
和
型
」、「
共
有
厳
格
型
」
と
「
疎

遠
無
視
型
」
と
い
う
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。「
共

有
調
和
型
」
は
親
子
間
で
は
感
情
の
共
有
が
で
き
、
協
和

的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。「
共
有
厳
格
型
」

は
、「
共
有
調
和
」
と
「
厳
格
」
の
得
点
が
と
も
に
高
く
、

即
ち
、
子
ど
も
と
感
情
の
共
有
が
で
き
る
一
方
、
子
ど
も

を
厳
し
く
し
つ
け
る
タ
イ
プ
の
こ
と
を
指
す
。「
疎
遠
無

視
型
」
は
３
つ
の
因
子
得
点
が
す
べ
て
低
く
、
親
と
子
ど

も
の
間
に
距
離
が
あ
り
、
子
ど
も
に
対
し
て
関
心
が
薄
い

タ
イ
プ
で
あ
る
。

 

３
．
経
済
格
差
が
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
に
及
ぼ
す
影

響

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
保
護
者
の
所
得
の
差
は
幼
児

の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
表
２

－

４
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
高
所
得
層
の
子
ど

も
の
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
は
有
意
に
高
か
っ
た
。
子
ど
も
の

リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
は
教
育
投
資
額
、
保
護
者
の
し
つ
け
ス

タ
イ
ル
と
強
い
相
関
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
親
の
教

育
投
資
額
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー

得
点
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
幼
児
の
リ
テ
ラ

シ
ー
得
点
は
保
護
者
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
の
「
共
有
調
和

型
」、「
共
有
厳
格
型
」、「
疎
遠
無
視
型
」
の
順
で
低
く
な
っ

て
い
る
。
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幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
発
達
は
発
達
的
な
要
因
に
よ
っ

て
、
年
齢
が
上
が
る
に
伴
い
上
昇
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら

れ
た
が
、
保
護
者
の
し
つ
け
ス
タ
イ
ル
や
教
育
投
資
額
な

ど
社
会
的
な
要
因
も
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
に
影
響
を
与
え
て

い
て
、
所
得
の
差
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

我
々
は
所
得
の
差
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

回
の
調
査
を
通
し
て
、
心
に
余
裕
を
も
っ
て
、
子
ど
も
と

よ
り
よ
い
親
子
関
係
を
築
き
、
よ
り
よ
い
学
習
環
境
を
作

る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
読
み
書
き
に
関
す
る
興
味
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
プ
ラ
ス
に
働
く
と
い
う
結
果
を
保
護
者
た

ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 

資
料

所得

高い群

低い群

読み

書き

語彙

得点

得点

得点

３歳

.144*

.175**

.295*

共有調和型

共有厳格型

疎遠無視型

しつけタイプ

n

371

159

290

n

396

161 

311

Mean

38.88***

37.77

34.39

Mean

7.26*

7.02

6.88

SD

35.75

35.70

35.73

SD

2.80

3.03

2.71

読み得点 書き得点

絵本

４歳

.166*

0.021

0.132

５歳

0.052

0.044

0.198

３歳

.229**

.139*

.280*

物語

４歳

0.086

0.035

0.221

５歳

.156*

.156*

0.384

３歳

-0.01

0.021

-0.12

漫画

４歳

-0.081

0.026

0.25

５歳

-0.008

0.022

0.333

３歳

0.114

0.072

0.198

稽古

４歳

0.129

0.084

0.181

５歳

0.051

0.023

0.159

３歳

0.098

0.05

.274*

図鑑

４歳

0.071

0.039

0.145

５歳

0.084

0.06

-0.134

ｎ

458

507

共有調和（％）

63％＊＊＊

23％＊

共有厳格（％）

29％

66％＊＊＊

疎遠無視（％）

  8％

11％

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

教育投資
額レベル

n

235

293

214

44

Mean

6.86

6.97

7.21

7.36

SD

2.73 

2.79 

2.85 

3.07 

読み得点英語得点書き得点

n

235

293

214

44

Mean

5.03

6.7

10.25

13.05

SD

8.20 

9.72 

11.42 

13.85

n

235

293

214

44

Mean

 31.36

33.92

46.05

46.59

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

SD

 34.24 

 34.62 

 36.58 

 39.39 

表１　保護者の所得としつけタイプの比較

表２　教育資料（書籍）の投与と幼児のリテラシー能力との相関

表３　親のしつけのタイプにおける幼児のリテラシー能力の差の検証

表４　親の教育投資額における幼児のリテラシー能力の差の検証

※（レベル１：<300元/月；レベル２：300 〜 600元/月；レベル３：600 〜 1200元/月；レ
　 ベル４：>1200元/月）
※  *** p<.001,  ** p<.01,  * p<.05

考
察

表１で示されたように、高所得群には「共有調和型」の比率が最も高く、対照的に、「共有厳格
型」において、低所得群の保護者が占める比率が有意に多かった。両群においてどちらも「疎遠
無視型」が少なかった。



　
　
　
　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
一
見

と
申
し
ま
す
。
周
先
生
の
ご
報
告
に
よ
れ

ば
、幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
発
達
の
点
で
、

中
国
で
は
あ
ま
り
性
差
が
出
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お

考
え
を
お
う
か
が
い
し
た
い
。

　
　
　
　

そ
れ
で
は
周
先
生
。

　
　
　
　

な
ぜ
男
女
差
が
な
い
の
か
と
い

う
と
、
多
分
男
女
平
等
と
い
う
こ
と
が
提

唱
さ
れ
て
60
年
も
経
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
の
対
象
は

上
海
で
あ
り
、
上
海
は
中
国
に
お
い
て
最

も
進
ん
で
い
る
都
市
で
す
か
ら
、
女
児
は

男
児
ほ
ど
勉
強
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う

考
え
を
も
っ
て
い
る
親
は
少
な
い
だ
ろ
う

と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
読
む
こ
と
と
英
語
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
語
彙
の
３
つ
は
男
児
の
方
が
女

児
よ
り
ち
ょ
っ
と
高
い
、
け
れ
ど
も
、
女

児
の
方
は
書
く
こ
と
が
ち
ょ
っ
と
高
か
っ

た
。

　
　
　
　

内
田
先
生
、補
足
す
る
こ
と
は
。

　
　
　
　

細
か
く
見
て
い
く
と
中
国
で
も

性
差
が
出
て
い
ま
す
。
特
に
内
因
、
成
熟

の
要
因
に
よ
る
立
ち
居
振
る
舞
い
に
は
性

差
が
表
れ
る
。
し
か
し
、５
歳
に
な
る
と
、

そ
れ
が
な
く
な
り
、
追
い
つ
い
て
く
る
。

こ
れ
は
３
カ
国
共
通
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
テ
ス
ト
の
形
式
が
性

差
を
引
き
出
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
言
語
知
性
を
反
映
し
や
す
い
テ

ス
ト
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
女
児
の
点

数
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
使
用
し
た
テ
ス
ト
の
形
式
と
、
成

熟
の
要
因
と
双
方
が
絡
ん
で
性
差
が
生
じ

る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

ど
う
ぞ
、
他
の
質
問
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　

西
九
州
大
学
の
相
良
と
申
し
ま

す
。
周
先
生
に
ご
質
問
で
す
。
興
味
班
で

す
ね
、
こ
れ
が
低
所
得
の
家
庭
で
行
な
わ

れ
て
い
て
、
高
所
得
の
家
庭
で
は
行
な
わ

れ
な
い
。
日
本
人
の
感
覚
と
逆
だ
な
と
い

う
気
が
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
背
景
を
う

か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

周
先
生
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

ま
ず
一
つ
の
背
景
は
経
済
能

力
。
高
所
得
の
家
庭
は
、
外
部
の
塾
な
ど

を
活
用
し
て
い
て
、
興
味
班
を
利
用
し
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
親
た
ち
の
考
え

方
。
高
学
歴
の
親
ほ
ど
子
ど
も
に
も
っ
と

遊
ば
せ
た
い
、
も
っ
と
自
由
に
成
長
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

他
の
調
査
で
は
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
出

て
い
ま
す
。
一
方
、
低
所
得
の
親
た
ち
は

も
っ
と
子
ど
も
に
早
く
い
ろ
い
ろ
な
知
識

を
マ
ス
タ
ー
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
、
多
分
こ
の
２
つ
の
こ
と
が
絡
ん

で
い
て
、
日
本
と
逆
転
し
た
現
象
が
出
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
か
ら
、
李
先
生
に
ご
質
問
し
た
い
の
で

す
が
、
所
得
と
言
語
能
力
の
関
係
と
い
う

の
は
日
本
と
韓
国
で
似
た
よ
う
な
結
果
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
所
得
と
教
育
投

資
額
は
明
ら
か
な
相
関
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
先
生
の
お
考
え
を
ち
ょ
っ
と
お
聞

か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

所
得
と
教
育
投
資
額
と
関
連
が

あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
韓
国
で
も

中
国
同
様
に
所
得
は
低
い
の
に
親
が
犠
牲

に
な
り
、
教
育
投
資
額
を
増
や
す
と
い
う

傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。
所
得
と
教
育
投
資

額
を
単
純
に
イ
コ
ー
ル
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
朱
先
生
。

　
　
　
　

今
回
の
共
同
研
究
は
、
子
ど
も

た
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、
特
に
読
む
こ
と
と

書
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
研
究
だ
と
理

解
を
い
た
し
ま
す
。
で
は
、
読
む
能
力
や

書
く
能
力
、
こ
れ
は
一
体
、
人
間
が
子
ど

も
と
し
て
発
展
し
て
い
く
過
程
で
身
に
つ

い
て
い
く
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
外
部
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
何
ら
か
の
教

育
を
す
る
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
も

の
な
の
か
。
議
論
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ

が
実
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
家
庭
の
所
得
水
準
や
あ
る
い

は
親
の
学
歴
、
あ
る
い
は
教
養
面
は
、
あ

る
意
味
で
は
と
て
も
重
要
な
要
素
だ
と
は

思
う
の
で
す
が
、
私
と
し
て
は
、
む
し
ろ

こ
の
３
カ
国
に
共
通
す
る
文
化
的
な
要
因

や
、
特
に
保
護
者
が
子
ど
も
の
読
み
書
き

一
見

榊
原周

質
疑
応
答

内
田

榊
原

相
良

榊
原周

榊
原

榊
原朱
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の
能
力
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
注
目
を
し
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
文
化
的
背
景
の
も
と

で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も
た
ち

に
与
え
ら
れ
て
い
る
影
響
、
そ
う
い
う
も

の
の
方
が
も
し
か
し
た
ら
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、

さ
ら
に
突
っ
込
ん
で
い
く
と
、
と
て
も
影

響
力
の
あ
る
い
い
調
査
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
似
た
と
こ
ろ
の
多
い
３
カ

国
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
３
カ
国
の
文
化

的
な
違
い
は
何
な
の
か
。
ま
た
、
意
識
と

か
認
識
の
完
全
に
違
う
と
こ
ろ
が
ど
こ
か

に
あ
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え

た
上
で
、
同
じ
よ
う
な
調
査
が
継
続
で
き

れ
ば
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

朱
先
生
に
は
、
非
常
に
大
事
な

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
読
み
書
き
能
力
と
い
う
の
は
、
こ
れ

は
発
達
し
て
い
く
過
程
で
起
こ
っ
て
く
る

も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
以
外
の

環
境
要
因
の
影
響
な
の
か
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
や
は
り
こ
れ
は
両
方
の
要
因

が
き
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
環
境
要
因
は
あ
ま
り
意
識
的

に
し
つ
ら
え
た
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
文
化
が
読
み
書
き
を

手
に
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
い

ろ
い
ろ
な
環
境
場
面
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
母
親
が
新
聞
を
読
ん
だ

り
、
父
親
が
読
書
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

い
る
と
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
子
ど
も
の
中
に
内
面
化
し
て

い
く
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
も
っ
と
大
き
な
文

化
の
価
値
。
例
え
ば
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば

ん
と
い
う
の
は
３
カ
国
で
は
す
ご
く
大
事

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
文
化

の
価
値
み
た
い
な
も
の
が
子
ど
も
の
生
活

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
す
で
に
デ
ー

タ
が
あ
る
の
で
す
が
、
読
み
書
き
に
価
値

を
置
か
な
い
親
の
も
と
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
と
、
小
学

校
の
１
年
生
の
９
月
で
他
の
子
ど
も
た
ち

に
追
い
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
何
が
違
う

か
と
い
い
ま
す
と
、
読
み
書
き
に
触
れ
る

の
が
遅
か
っ
た
子
ど
も
の
方
が
、
文
字
の

読
み
書
き
機
能
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
意

識
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
文
字
っ
て
便

利
、
書
け
る
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
、
時
間

空
間
を
隔
て
た
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
価
値
あ
る
道
具
で
あ
る
と
認
識

す
る
。
そ
う
い
う
意
識
は
後
発
の
子
ど
も

ほ
ど
高
い
。
こ
れ
は
１
９
８
９
年
に
私
が

追
跡
し
た
研
究
の
中
で
も
は
っ
き
り
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　

こ
の
研
究
と
は
別
に
、
私
は
韓

国
の
親
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
驚
く
よ
う
な
結
果

を
得
ま
し
た
。
親
た
ち
は
早
期
読
み
書
き

を
機
械
的
に
導
入
す
る
と
い
う
の
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有
効
な
教
育
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
き
ち
ん

と
対
応
し
て
い
く
ほ
う
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
よ
く
ご
存
じ
で
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
に
さ

か
ん
に
早
期
教
育
を
施
そ
う
と
す
る
の

か
。
い
ま
親
た
ち
は
育
児
に
対
し
て
、
自

分
の
子
ど
も
の
将
来
に
つ
い
て
、
と
て
も

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
う
ち
の
子
だ
け

落
ち
こ
ぼ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
が
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
、
中
国
、
韓
国
、

３
つ
の
国
と
も
、
少
子
化
の
時
代
に
な
っ

て
お
り
、
自
分
の
子
ど
も
は
宝
物
と
い
う

意
識
が
あ
る
の
で
、
ま
す
ま
す
そ
う
い
う

不
安
に
か
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
早
期
教
育
ブ
ー
ム
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
親
た
ち
を
安

心
さ
せ
る
た
め
に
も
、
明
確
な
証
拠
が
必

要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
比
較
研

究
を
通
し
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
に

ド
リ
ル
で
学
習
し
た
子
ど
も
た
ち
が
小
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
読
み
書
き
能
力
と
い

う
も
の
を
維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
明
確
な
証
拠
を
親
た
ち
に
示
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
っ
と
早
期
教
育
を
と
い
う
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
絵
本
読
み
と
か
読

書
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
に
目
線
を
合
わ

せ
て
、
子
ど
も
の
発
達
を
考
え
る
べ
き
な

の
か
。
親
へ
の
提
言
の
と
こ
ろ
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
３
カ

国
共
通
に
示
唆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
つ
け
加
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

内
田

朱
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■
主
催
：
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
（
Ｃ
Ｒ
Ｎ
）、
華
東
師
範
大
学

■
共
催
：
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ベ
ネ
ッ
セ
次
世
代
育
成
研
究
所

（
２
０
０
９
年
11
月
２
・
３
日　

中
国
・
上
海
に
て
）
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こ
の
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
情
動
の
子
ど
も
学
」

の
基
盤
と
し
て
、「
人
間
は
ど
う
し
て
心
を
進
化
さ

せ
て
、
現
在
の
よ
う
に
豊
か
な
心
を
も
っ
た
か
」
に

つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
人
間
の
特
徴
を
図
❶
に
整
理
し
た
。
1）
の

「
背
を
下
に
し
て
寝
る
」
は
、
京
都
大
学
霊
長
類
研

究
所
の
松
沢
哲
郎
先
生
が
最
近
、
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
徴
の
2）
、
3）
、
さ
ら
に
4）

は
、
文
化
・
文
明
に
関
係
す
る
と
言
え
る
。
5）
の
「
大

き
な
脳
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
1）
～
4）
の
全

て
に
関
係
す
る
。

　

考
え
て
み
る
と
、
文
化
・
文
明
を
も
つ
こ
と
は
、

音
楽
・
絵
画
の
よ
う
な
芸
術
を
作
り
出
し
、
鑑
賞
し
、

感
激
し
、
感
動
す
る
優
し
い
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

つ
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
同
時
に
、
不
安
を
感
じ
、

怒
り
、
そ
し
て
攻
撃
す
る
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ

て
い
る
こ
と
も
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
の
戦
争
を
見
れ

ば
明
ら
か
で
あ
る
。
雄
と
し
て
の
座
を
勝
ち
取
る
た

め
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
グ
ル
ー
プ
同
士
で
残
虐
な
争

い
を
す
る
が
、
人
間
は
科
学
・
技
術
を
駆
使
し
て
ま

で
戦
争
を
す
る
事
実
を
考
え
、
6）
に
人
間
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
た
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、Paul D

. M
acLean

の  "T
he T

ri-

une Brain in Evolution, Role in Paleocerebral 

Function

"  

（Plenum
 Press, N

ew
 Y

ork and 

London, 1990

）
が
、
多
く
の
事
を
教
え
る
。M

acLean

は
、
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
（N

ational Institute of 

M
ental H

ealth 　

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
）
の
脳

科
学
者
で
あ
る
。
彼
は
、
進
化
の
結
果
、
図
２
の
よ

う
に
脳
は
三
位
一
体
の
構
造
に
な
っ
た
と
考
え
、
大

脳
辺
縁
系
に
あ
た
る
「
旧
い
脳
」
の
果
た
す
機
能

（Paleocerebral Function

）
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

　

脳
進
化
は
、
脊
椎
動
物
で
始
ま
り
、
３
～
５
億
年

前
の
魚
や
爬
虫
類
の
祖
先
の
生
命
を
維
持
す
る
呼

吸
・
循
環
や
手
足
を
動
か
す
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け

の
「
生
存
・
運
動
脳
」
と
呼
べ
る
脳
が
で
き
た
。
そ

の
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
働
き
を
良
く
し
て
、
生
存
競

争
に
勝
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
、
本
能
と
か

情
動
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
た
「
旧
い
皮
質
」、

す
な
わ
ち
大
脳
辺
縁
系
が
「
生
存
・
運
動
脳
」
を
カ

バ
ー
し
て
、「
本
能
・
情
動
脳
」
に
な
っ
た
の
で
あ

何
故
人
間
は
心
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

脳
の
三
位
一
体
学
説
か
ら
情
動
の
役
割
を
考
え
る

小
林　

登　

　
　
　
　
　

K
obayashi N

oboru

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 

10
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る
。
７
０
０
０
万
年
前
に
現
れ
た
カ
ン
ガ
ル
ー
や
コ

ア
ラ
の
祖
先
で
あ
る
原
始
哺
乳
動
物
の
脳
が
そ
れ
で

あ
る
。

　

本
能
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、「
食
欲
」
の
心

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
体
を
つ
く
る
た
め
、「
性
欲
」
は
子

孫
を
殖
や
す
た
め
に
、
夫
々
の
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

働
き
を
強
化
し
た
。
情
動
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う

ち
、喜
び
な
ど
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、仲
間
を
作
り
、

さ
ら
に
進
化
し
て
か
ら
は
家
庭
や
社
会
を
営
む
の
に

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
厳
し
い
自
然
を
生
き

残
っ
た
の
で
あ
る
。
怒
り
と
か
、
恐
れ
と
か
、
攻
撃

な
ど
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
食
料
に
す
る
大
型
動

物
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
、
さ
ら
に
歴
史
の
中
で
国
や

領
土
が
で
き
て
か
ら
は
、
戦
い
に
と
っ
て
重
要
な
心

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

５
０
０
０
万
年
前
に
現
れ
た
高
等
哺
乳
動
物
の
祖

先
に
な
る
と
、
知
性
・
理
性
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

も
つ「
新
し
い
皮
質
」が「
本
能
・
情
動
脳
」を
カ
バ
ー

し
て
「
知
性
・
理
性
脳
」
に
進
化
し
た
。
知
性
・
理

性
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
そ
れ
ま
で
に
進
化
し
た

心
と
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
手
く
良
く
働
か
せ
て
、

環
境
に
適
応
し
、
他
の
動
物
と
の
関
係
も
考
え
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
脳
進

化
は
続
き
、
２
～
３
０
０
０
万
年
前
に
霊
長
類
が
現

れ
、
１
４
０
０
万
年
前
の
ラ
マ
ピ

テ
ク
ス
か
ら
人
間
進
化
の
道
を
た

ど
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
脳
は

三
層
構
造
に
な
り
、
前
頭
葉
に
は

人
間
に
な
る
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
化
さ
せ
、
三
つ
の
脳
を
お
互
い

に
相
互
作
用
さ
せ
て
、
文
化
・
文

明
の
中
で
も
生
活
で
き
る
人
間
の

脳
に
な
っ
た
、
と
考
え
る
の
が

M
acLean

の
「
脳
の
三
位
一
体

学
説
（
又
は
仮
説
）」
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
99
％
同
じ
霊
長
類
の
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
は
、
共
通
祖
先
か
ら
５
０
０
万
年
～

７
０
０
万
年
前
に
分
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
１
％

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
違
い
が
、
わ
ず
か
６
０
０
万
年
程
の
間

に
、
猿
人
、
原
人
、
旧
人
、
新
人
、
そ
し
て
現
代
人

へ
と
進
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
２
０
０
万
年
前
、
わ
れ
わ
れ
の
共
通
祖
先

は
、
現
在
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ボ
ノ
ボ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
祖
先
に
分
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
変
面

白
い
こ
と
に
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
方
は
オ
ス
優
位
の

社
会
で
、
オ
ス
が
自
分
の
立
場
を
確
立
す
る
際
に
凶

暴
な
争
い
さ
え
す
る
の
に
対
し
、
ボ
ノ
ボ
の
方
は
メ

ス
優
位
の
社
会
で
、
優
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
生
活
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
は
こ
う
い
っ
た
分
か
れ
方

を
せ
ず
、
今
も
二
つ
の
情
動
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

も
っ
て
生
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　

人
間
が
最
も
進
化
し
た
知
性
・
理
性
の
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
も
つ
脳
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
前
述
の
通

り
、
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
働
か
せ
る
た
め
に
、

心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
化
し
、
三
層
構
造
に
な
っ
た

と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
原
始
哺
乳
動

物
の
「
本
能
・
情
動
脳
」
の
旧
い
皮
質
に
あ
る
本
能

図❶

図❷

第 2 章●情動の子ども学



034

と
か
情
動
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
体
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
働
き
を
良
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
基

盤
に
進
化
し
た
知
性
・
理
性
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

働
か
せ
る
の
に
も
、
重
要
な
役
を
果
た
し
て
い
る
と

言
え
る
。

　

１
４
０
０
万
年
前
に
現
れ
た
ラ
マ
ピ
テ
ク
ス

は
、
５
０
０
万
か
ら
７
０
０
万
年
前
に
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
祖
先
と
分
か
れ
、
人
間
進
化
の
道
を
と

り
、
３
５
０
万
年
前
に
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
、

２
０
０
万
年
前
に
直
立
猿
人
に
進
化
し
た
。
そ
し
て
、

80
万
年
前
に
は
原
人
に
な
り
、
直
立
歩
行
、
火
や
石

器
を
使
い
、
言
葉
も
し
ゃ
べ
り
始
め
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
10
万
年
前
に
旧
人
の
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
、
４
万
年
前
に
新
人
の
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン

人
と
な
り
、
文
化
を
芽
生
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人
よ

り
前
頭
葉
は
未
発
達
で
、
言
語
能
力
は
未
熟
と
考
え

ら
れ
る
が
、
心
は
発
達
し
て
い
た
よ
う
で
、
死
者
を

弔
い
、
花
を
た
む
け
る
よ
う
な
優
し
い
心
も
も
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人
は
、
言
葉

を
使
い
、
集
団
生
活
を
し
、
狩
猟
・
採
集
を
行
い
、

洞
窟
絵
画
を
残
し
、
宗
教
的
な
営
み
も
行
う
心
を
も

ち
、
現
代
人
に
進
化
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
進
化
し
た
我
々
の
現
在
の
「
知
性
・

理
性
脳
」
で
は
、
大
脳
新
皮
質
、
特
に
前
頭
葉
（
前

頭
連
合
野
、
前
頭
前
野
）
が
著
し
く
発
達
し
、
思
考
・

学
習
・
調
査
・
推
論
・
注
意
・
意
欲
・
創
造
・
人
格
・

性
格
（
感
情
・
自
己
顕
示
欲
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

な
ど
、
人
間
を
人
間
と
し
て
特
徴
づ
け
る
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
進
化
の
流
れ
は
、
胎
児
・
新
生
児
の
早
期
行

動
に
み
ら
れ
る
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
働
き
を
み
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
お
母
さ
ん
が

聞
い
て
い
る
音
楽
に
対
し
て
、
妊
娠
12
週
の
胎
児
は

心
拍
数
の
変
化
を
示
す
。
音
楽
を
理
解
す
る
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
早
期
か
ら
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

妊
娠
後
期
の
胎
児
で
も
微
笑
む
こ
と
が
超
音
波
画
像

で
見
ら
れ
る
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
新
生
児
で
も
、

産
湯
に
浸
か
っ
た
り
す
る
と
ニ
ン
マ
リ
す
る
の
で
当

然
で
あ
る
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
が
優
し
く
語
り
か
け

る
と
乳
児
が
笑
う
こ
と
は
、
日
常
に
目
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、「
嬉
し
い
」

と
い
う
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
人
類
進
化
の
中
で
獲

得
し
た
基
本
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
胎
児

の
時
は「
気
持
ち
良
い
」、す
な
わ
ち
快
・
不
快
の「
快
」

に
よ
っ
て
、
顔
に
微
笑
む
表
情
が
出
る
。
乳
児
に
な

る
と
、
知
性
・
理
性
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
加
わ
っ

た
「
嬉
し
い
」、「
楽
し
い
」
な
ど
の
複
雑
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
て
、
お
母
さ
ん
の
声
と
か
表
情
の

「
情
報
」
で
、
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
微
笑
み
、
笑
う

こ
と
に
な
る
。
小
学
生
に
な
れ
ば
漫
画
で
笑
う
、
高

校
生
に
な
れ
ば
落
語
で
笑
う
と
い
っ
た
よ
う
に
、
心

が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
知
性
・
理
性
の
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
よ
り
複
雑
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
笑
う
の
で
あ
る
。

　

心
の
発
達
と
は
、
進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
働
か
せ
な
が
ら
、
他
の
色
々
な
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
組
み
合
わ
せ
て
、
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
こ
と
と
言
え
る
。
そ
れ
に
は
、
大
脳
辺
縁
系

中
心
の
旧
い
脳
の
情
動
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　

脳
進
化
を
基
盤
と
す
る
「
脳
の
三
位
一
体
学
説
」

か
ら
心
と
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
を
考
え
る
こ
と

は
、「
子
ど
も
学
」
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
そ
れ
を

示
す
、
イ
ギ
リ
ス
の
栄
養
学
者
・
ウ
ィ
ド
ウ
ソ
ン
に

よ
る
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
の
孤
児
院

で
観
察
し
た
子
ど
も
の
体
重
の
変
化
に
つ
い
て
の
重
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要
な
報
告
が
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
あ
る
町
に
二
つ

の
孤
児
院
（
Ａ
、
Ｂ
）
が
あ
り
、
Ａ
は
若
い
優
し
い

女
性
が
、
Ｂ
は
う
る
さ
い
老
女
が
子
ど
も
た
ち
の
世

話
を
し
て
い
た
。
Ａ
の
子
ど
も
の
方
が
、
Ｂ
の
子
ど

も
よ
り
体
重
増
加
が
良
か
っ
た
。
Ｂ
の
中
に
も
少
し

体
重
増
加
が
良
い
子
が
い
た
が
、
そ
れ
は
、
老
女
の

好
き
な
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。
あ
る
時
、
Ａ
の
優
し

い
女
性
が
辞
め
た
の
で
、
Ｂ
の
老
女
を
、
体
重
増
加

の
良
い
子
ど
も
も
連
れ
て
Ａ
に
移
し
、
一
緒
に
世
話

を
さ
せ
、
そ
の
上
食
事
の
量
も
少
し
増
や
し
た
。
Ｂ

に
は
体
重
増
加
の
悪
い
子
ば
か
り
が
残
っ
た
が
、
食

事
の
量
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
Ａ
に
い
た
よ
う
な
優

し
い
女
性
に
世
話
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
体
重
増
加
が

逆
転
し
た
。
─
─
図
❸
　

世
話
す
る
人
の
優
し
さ
が
、

子
ど
も
の
体
の
成
長
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
た
研

究
で
あ
る
。
体
重
は
色
々
な
体
の
機
能
を
ま
と
め
た

統
合
的
な
表
わ
れ
で
、
こ
の
デ
ー
タ
は
、
世
話
す
る

人
の
優
し
い
心
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
働
き
が
良
く
な
り
、
成
長
に
必
要
な
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
働
き
も
良
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

図
❹
は
、
諏
訪
が
１
９
９
５
年
に
報
告
し
た 

"em
otional deprivation syndrom

e" 

、
す
な
わ

ち
母
親
が
わ
が
子
を
可
愛
が
ら
な
い
、
ち
ゃ
ん
と
世

話
を
し
な
い
、
今
の
「
子
ど
も
虐
待
」
の
中
の
「
ネ

グ
レ
ク
ト
」
に
あ
た
る
事
例
で
あ
る
。
図
の
上
が
身

長
曲
線
、
下
が
体
重
曲
線
で
、
身
長
が
１
セ
ン
チ
も

伸
び
ず
、
体
重
は
減
少
し
て
い
る
４
～
６
歳
の
時
は
、

母
親
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
時
、
そ
の
前
の
体
重

増
加
が
良
い
時
は
、
祖
母
が
優
し
く
世
話
を
し
て
い

た
時
で
あ
り
、
６
歳
を
過
ぎ
て
養
育
施
設
に
移
さ
れ
、

優
し
い
職
員
に
世
話
を
さ
れ
る
と
、
身
長
も
体
重
も

急
速
に
改
善
し
、
正
常
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
、「
優
し
さ
」
と
い
う
感
性
の
情
報
が
、
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
働
き
を
強
化
し
て
、
成
長
を
良
く
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
、
成
長
が
止
ま
っ
た
時
、

図❸

図❹
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成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
検
査
を
す
る
と
、
分
泌
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、入
院
45
日
目
で
少
し
、70
日
目
で
ぐ
っ

と
上
が
り
、
施
設
に
入
っ
て
３
年
後
に
正
常
に
戻
っ

た
の
で
あ
る
。
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
抑
制
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

図
❺
は
、
１
９
８
９
年
パ
リ
の
国
際
小
児
科
学
会

で
、
南
米
の
小
児
科
医
モ
ン
ケ
ベ
ル
グ
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
た
、
重
症
栄
養
失
調
の
合
併
症
で
あ
る
感
染

症
に
つ
い
て
の
発
表
で
あ
る
。
一
般
小
児
病
院
で

は
、
適
切
な
食
事
療
法
ば
か
り
で
な
く
、
薬
を
使
う

一
般
的
な
治
療
法
を
行
っ
た
。
モ
ン
ケ
ベ
ル
グ
の
リ

カ
バ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
優

し
い
女
性
に
世
話
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

反
復
感
染
の
頻
度
は
１
／
15
に
減
少
し
、
死
亡
率
は

2.9
％
か
ら
０
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
免
疫
機
能
と
い

う
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
優
し
さ
に
よ
っ
て
働
き
が

良
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
心
の
進
化
は
、
お
そ
ら
く
原
始
哺

乳
動
物
の
大
脳
辺
縁
系
に
あ
る
「
快
」、「
不
快
」
の

心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
始
ま
っ
て
、
高
等
哺
乳
動
物

に
な
り
「
知
性
」、「
理
性
」
の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

加
わ
り
、
人
間
に
進
化
し
て
、
豊
か
に
な
っ
た
と
言

え
る
。「
快
」
か
ら
出
発
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
動

と
し
て
、
喜
び
、
楽
し
み
、
愛
、
笑
い
な
ど
の
心
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
不
快
」
か
ら
出
発
し
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
情
動
と
し
て
は
、
怒
り
、
不
安
、
憎
し
み
、
悲

し
み
、
泣
き
、
さ
ら
に
は
攻
撃
な
ど
の
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。
喜
び
な
ど
の
情
動
の
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
間
関
係
の
維
持
、
身
体
機
能
の
活

性
化
、
心
の
発
達
の
促
進
、
Ｉ
Ｑ
の
上
昇
、
良
い
性

格
の
形
成
に
関
係
す
る
。
一
方
、
怒
り
な
ど
の
情
動

の
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
身
体
機
能
や
精
神
機
能
を

強
化
し
、
生
存
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
程

度
と
質
に
よ
っ
て
、
心
の
発
達
に
障
害
が
起
こ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
私
が
申
し
上
げ
た
い
の
は
、「
子

ど
も
の
生
活
の
場
を
喜
び
一
杯
に
す
る
こ
と
が
、
子

ど
も
の
成
長
・
発
達
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
や
家
庭
で
は
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
、
全
て
の
「
モ
ノ
」
や

「
コ
ト
」
を
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
」（Child-caring design

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
を
社
会
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
立
派
な
大
人
に
す
る
に
は
、
教
え
る
べ
き
こ
と

も
沢
山
あ
り
、「
し
つ
け
」
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

厳
し
く
叱
る
時
に
も
、
関
係
す
る
大
人
は
誰
も
が
、

心
の
中
に
子
ど
も
に
対
す
る
優
し
い
心
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
情
動
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、「
子

ど
も
学
」の
中
に "Child Bio-em

otinem
ics"  

「
子

ど
も
生
命
感
動
（
情
動
）
学
」
と
い
う
柱
を
た
て
、

子
ど
も
た
ち
を
「
生
き
る
喜
び
一
杯
」
に
す
る
理
論

と
実
践
の
研
究
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

図❺
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 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
導
入
と
展
開

　

上
海
市
は
、
中
国
国
内
で
「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
（Zippy ,s Friends

）」

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
初
め
て
導
入
し
た
都
市
で
あ
る
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
子
ど
も
の
友
」（CH

ILD
REN

 PA
RT

N
ER

）
か
ら
発
展
し

た
も
の
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
（
香
港
上
海
銀
行
）
の
支
援
を
受
け
、
華
東
師
範
大
学
学

前
教
育
研
究
所
と
香
港
教
育
学
院
が
実
施
し
た
。
３
年
間
で
上
海
市
内
４
地
区
の

１
５
０
箇
所
の
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
、
３
０
０
名
近
い
教
師
が
研
修
を
受
け
、
参

加
し
た
子
ど
も
は
１
２
０
０
０
人
余
り
に
上
っ
た
。
今
後
２
年
間
で
、
４
０
０
余

り
の
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
、
８
０
０
名
の
教
師
が
研
修
を
受
け
、
参
加

す
る
子
ど
も
は
約
４
０
０
０
０
人
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
紹
介

　

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
は
、子
ど
も
に
感
情
の
処
理
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
学
習
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
在
、
す
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ナ

ダ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
イ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ

ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
16
カ
国
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
成
功
し
て
い
る
。

　

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
は
、
困
難
に
直
面
し
た
際
の
問
題
解
決
方
法
を
教

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
よ
り
良
い
問
題
解
決

が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
理
念
の
も
と
、
行
わ
れ
て
い
る
。
精
神
面
の
健
康
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
は
、
子
ど
も
の
一
生
を
左
右
す
る
も
の
で
、
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
鍵
で
あ
る
、「
対
処
」、
す
な
わ
ち
異
な
る
状
況
を
処

理
す
る
手
助
け
・
支
援
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第 2 章●情動の子ども学

中
国
に
お
け
る
幼
児
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
実
践
と
研
究

—
 「

ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」   in
上
海

朱　

家
雄　

　
　
　
　
　

Zhu Jiaxiong

華
東
師
範
大
学
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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情
動
の
理
論
「
認
知
的
評
価
」
の

代
表
的
人
物
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ザ
ル

ス
（Richard Lazarus

）
は
、「
対
処
」

と
は
、「
困
難
に
直
面
し
た
と
き
、
自

分
自
身
を
越
え
る
資
源
（
問
題
解
決
の

方
法
と
能
力
）
が
必
要
に
な
る
た
め
、

認
知
と
行
動
の
転
換
を
せ
ま
ら
れ
る
も

の
」
と
考
え
る
。「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間

た
ち
」
の
中
の
「
対
処
」
の
設
計
は
、

子
ど
も
が
苦
境
に
立
っ
た
と
き
、
自
分

の
行
動
を
ど
う
変
え
た
り
、
改
善
す
れ

ば
よ
い
か
、
例
え
ば
友
達
の
援
助
や
助
言
を
求
め
た
り
、
新
た
な
こ
と
に
気
持
ち

を
向
け
た
り
、
人
間
関
係
を
改
善
す
る
ほ
か
、
積
極
的
に
争
い
事
や
問
題
を
解
決

し
て
い
く
子
ど
も
の
行
動
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

特
に
５
～
７
歳
の
子
ど
も
を
対
象
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
─
─
図
❶

 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
特
徴

　

さ
て
、「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
類
似
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ど

ん
な
点
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
３
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

１
．
全
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、そ
の
情
緒
・
感
情
と
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
の
あ
る
子
ど
も
だ
け
を
対
象
と
し
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。

２
．
子
ど
も
に
「
こ
れ
は
正
し
く
て
、
こ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
教
え
方

は
決
し
て
し
な
い
。
先
生
も
子
ど
も
に
具
体
的
な
問
題
解
決
の
方
法
を
教
え
ず
、

そ
の
代
わ
り
に
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
解
決
の
方
法
や
道
の
り
を
話
せ
る
よ
う
に

仕
向
け
、
そ
の
方
法
が
適
当
か
ど
う
か
を
一
緒
に
話
し
合
う
。

３
．
子
ど
も
を
競
争
に
駆
り
立
て
る
も
の
で
も
な
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
協
力
し

て
助
け
合
う
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
は
自
分
た
ち
の
態
度
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た

り
は
せ
ず
、
ク
ラ
ス
の
中
に
は
最
高
点
も
な
い
し
、
最
低
点
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」は
、教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
適
用
し
て
い
る
。

一
般
に
は
24
週
が
必
要
で
、
毎
週
１
章
行
う
。
６
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
１
シ
リ
ー

ズ
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ッ
ピ
ー
は
一
匹
の
ナ
ナ
フ
シ
で
、
彼
の
仲
間
は
子
ど

も
た
ち
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
深
い
問
題
─

─
友
情
・
交
流
・
孤
独
・
屈
辱
・
変
化
・
喪
失
に
直
面
し
た
こ
と
・
新
し
い
始
ま

り
な
ど
で
あ
る
。
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
カ
ラ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
24
章
は

６
つ
の
単
元
に
分
か
れ
、各
単
元
に
独
立
テ
ー
マ
が
あ
る
。例
え
ば
、第
１
単
元
は
、

「
感
情
」
で
、
悲
し
さ
と
嬉
し
さ
・
怒
り
と
悩
み
・
嫉
妬
・
緊
張
の
４
節
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
第
２
～
第
６
単
元
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
意
志
疎
通
」・「
建
設
と
破

壊
の
関
係
」・「
衝
突
を
な
く
す
」・「
変
化
と
喪
失
に
対
応
す
る
」・「
新
し
い
環
境

に
対
応
す
る
」で
あ
る
。─
─
図
❷
　

単
元
ご
と
に
独
立
し
た
一
冊
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
単
元
目
標
や
指
導
の
流
れ
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
付
属

の
写
真
と
『「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
教
師
用
手
引
き
』
が
あ
る
。
授
業
の
始

め
に
先
生
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
絵
画
や
討
論
、
遊
戯

と
い
っ
た
各
種
の
活
動
に
参
加
す
る
。
活
動
の
目
的
は
、
子
ど
も
が
自
分
の
感
情

と
行
動
を
自
覚
し
、
理
解
す
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
─
─
図
❸

図❶
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 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て

　

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
過
程
で
は
、
教
師
の
役
割
は

と
て
も
重
要
で
あ
る
。
教
師
は
ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
を
受
け
て
、
こ
こ
に

貫
か
れ
て
い
る
哲
学
や
基
礎
理
論
・
対
処
の
概
念
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
・
活
動

を
支
え
る
理
論
等
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
師
は
プ
ラ
グ
ラ
ム
の
６
つ

の
単
元
を
熟
知
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
保
護
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
子
ど
も
が
現
実
に
対
面
し
て
い
る
色
々
な
問
題
を
共
同
で
解
決
す
る
。

　

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
は
、
教
育
機
関
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
る

が
、
決
し
て
保
護
者
と
無
関
係
で
は
な
い
。
保
護
者
は
教
育
機
関
の
各
活
動
を
展

開
し
て
い
く
た
め
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
教
育
は
、
学
校
と
保
護
者
と
社

会
の
共
同
責
任
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
保
護
者
は
子
ど
も
の
学
業
成
績
だ
け
に
関

心
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
、
よ
り
関
心
を
寄
せ
る

べ
き
で
あ
る
。
保
護
者
が
先
生
を
支
持
し
協
力
し
て
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行

し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を

よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
─
─
図
❹
・
❺

 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
効
果
研
究

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
過
程
に
お
い
て
、
我
々
は
実
施
の
有
効
性
に
つ
い
て
「
量

的
」
お
よ
び
「
質
的
」
な
面
で
の
研
究
を
行
っ
た
。

⑴
量
的
研
究

　

感
情
認
知
教
育
ま
た
は
感
情
表
現
教
育
と
い
う
面
か
ら
、「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間

た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前
後
の
評
価
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
感
情
認
知
に
お

第 2 章●情動の子ども学
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図❺
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い
て
、
悲
し
み
と
怒
り
は
子
ど
も
に
と
っ
て
大
変
識
別
し
や
す
い
が
、
嫉
妬
や
や

ま
し
さ
な
ど
の
感
情
は
最
も
識
別
し
に
く
く
、
悩
み
や
緊
張
の
識
別
は
そ
の
中
間

く
ら
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
前
に
各
項
目
の
感
情
認
知

状
況
の
比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、
幼
児
の
感
情
表
現
の
意
志
と
能
力
は
明
ら
か
に
低

か
っ
た
が
、
実
施
後
で
は
、
幼
児
が
他
者
に
感
情
を
訴
え
よ
う
と
す
る
意
志
と
能

力
は
両
方
と
も
強
化
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
感
情
表
現
の
仕
方
な
ど
は
、
依
然

と
し
て
感
情
認
知
の
状
況
と
完
全
に
対
等
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
研
究

結
果
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
過
程
で
は
、
幼
児
に
対
し
て
感
情
認
知
上

の
教
育
を
施
し
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
感
情
表
現
面
で
の
教
育
内
容

を
配
す
る
必
要
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
が
、
適
当
な
訴
え
や
意

志
疎
通
を
通
し
て
、
自
己
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
を
発
散
さ
せ
る
よ
う
励
ま
す
こ
と
で

あ
る
。
研
究
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前
、
多
く
の
幼
児
は
「
機

嫌
が
悪
い
と
き
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
」
が
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
実
施

後
で
は
、“
わ
か
っ
た
”
か
、“
完
全
に
わ
か
っ
た
”
と
い
う
幼
児
が
明
ら
か
に
増

え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
幼
児
は
自
分
で
機
嫌
を
直
す
方
法
と
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
で
は
、
幼
児
が
日
常
に
よ
く
あ
る
機
嫌
の
悪
さ
の
対
処
法
を
身

に
つ
け
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
と
そ
の
他
の
対
処
能
力

の
発
達
な
ど
の
面
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前
後
で
、
子
ど
も
の
行
動
に
明
ら
か

な
変
化
と
改
善
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
研
究
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

⑵
質
的
研
究

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
過
程
で
、
我
々
は
、
多
く
の
幼
児
と
幼
稚
園
教
師
お
よ
び
保

護
者
自
身
の
実
体
験
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
集
め
た
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

我
々
に
「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

ど
の
よ
う
に
増
進
さ
せ
、
保
護
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
具
体
的
に
示
す
ほ
か
、
実

は
幼
児
も
、
と
て
も
多
く
の
問
題
や
衝
突
に
直
面
し
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
育
を
通
し
て
、
問
題
や
衝
突
に
対
処
す
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ジ
ッ

ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
サ
イ
ト
で
の
教
師
同
士
や
教
師
と
保
護
者
、
お
よ
び
保
護
者

同
士
の
交
流
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
効
果
的
に
運
用
す
る
た
め
の
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
重
要
性

　

現
在
、
多
く
の
教
師
や
保
護
者
は
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
へ
の

認
識
は
も
っ
て
い
る
が
、
心
の
障
害
や
問
題
を
予
防
す
る
と
い
っ
た
面
の
み
に
関

心
が
留
ま
っ
て
い
る
。
幼
児
段
階
で
深
刻
な
問
題
行
動
や
心
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
さ
す
が
に
大
き
く
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
幼
児
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
が
重
要
だ
と
考
え
て
は
い
て
も
、
他
分
野
の
教
育
と
比
べ
て
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
な
教
育
分
野
で
あ
る
と
は
認
識
し
な
い
ま
ま
で
い
る
。
だ
が
、
本

研
究
の
質
的
分
析
か
ら
は
、「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
は

幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
広
く
幼
児
の
幼
稚
園

に
お
け
る
各
活
動
に
行
き
渡
り
、
教
師
が
教
育
・
教
授
活
動
を
進
め
る
上
で
も
効

果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
輻
射
効
果
は
、
他
の
分
野
の
教

育
で
は
達
成
さ
れ
に
く
い
も
の
だ
。
こ
の
意
味
で
は
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
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教
育
は
、
決
し
て
幼
児
教
育
の
補
助
的
部
分
で
は
な
く
、
鍵
と
な
る
部
分
で
あ
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
感
情
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
他
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
教
育
内

容
を
補
助
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
他
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
行
う
と

い
っ
た
教
師
に
余
分
な
負
担
を
か
け
る
も
の
で
も
な
い
。
も
し
、
感
情
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
合
理
的
に
設
計
さ
れ
て
有
効
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
感
情
教

育
は
、
教
育
全
体
の
核
心
部
分
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
他
の
分
野
の

教
育
に
も
浸
透
し
、
そ
れ
ら
を
助
け
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
[1]
。
感
情
は
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
状
態
の
大
事
な
要
素
で
あ
り
、
感
情
教
育
が
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
へ
与
え
る
影
響
は
、
実
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
が
教
育
全
体
に
与
え
る
影
響

と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
だ
。
つ
ま
り
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
も
、
幼
児

教
育
の
鍵
と
な
り
、
他
の
教
育
分
野
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

 「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
評
価

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
前
に
は
、
教
師
も
保
護
者
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
に
か
す
か
な
疑
念
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
施
後
、
そ
の
効
果
が
現
れ
て
子
ど
も
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
教
師

と
保
護
者
は
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
重
要
性
を
充
分
に
実
感
し
た
。

教
育
研
究
者
や
教
育
政
策
制
定
者
は
み
な
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
を

強
調
す
る
が
、
教
師
の
助
け
と
な
る
実
践
的
な
手
引
き
は
無
く
、
幼
児
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
教
育
を
行
う
に
も
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
そ

の
た
め
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
「
効
果
」
と
「
達
成
感
」
を
依
然
と

し
て
実
感
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
保
護
者
も
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教

育
の
「
効
果
」
と
「
必
要
性
」
を
目
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
幼
児

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
に
対
し
て
深
い
知
識
が
な
く
、興
味
を
も
っ
た
り
、

重
要
視
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
教
育
が
、
現
在
も
な
お
国
内
で
実
質
的
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な
原
因
で

あ
る
。
し
か
し
、「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
教
師
と

保
護
者
は
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
重
要
性
に
対
し
て
す
っ
か
り
認
識
を

新
た
に
し
た
。「
ジ
ッ
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
直
接
幼
稚

園
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
教
師
と
保
護
者
に
幼
児
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
い
、ま
た
十
分
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
さ
に
、「
ジ
ッ

ピ
ー
と
仲
間
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
教
師
が
語
っ
て
く
れ
た
次
の
言
葉

の
通
り
で
あ
る
。「
私
た
ち
は
、
こ
ん
な
に
多
く
心
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が

な
く
、そ
れ
は
も
う
関
心
を
も
た
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。『
ジ
ッ
ピ
ー

と
仲
間
た
ち
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
成
果
が
あ
っ
て
、
私
も
と
て
も
達
成
感
を
感
じ
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
に
対
し
て
も

さ
ら
に
大
き
な
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
が

重
要
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
も
わ
か
ら
ず
、

結
局
行
わ
な
か
っ
た
の
で
す
」。
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身
体
的
引
き
込
み

　

人
は
、
単
に
言
葉
だ
け
で
な
く
、
う
な
ず
き
や
身

振
り
・
手
振
り
な
ど
の
身
体
的
リ
ズ
ム
を
共
有
し

て
、
互
い
に
引
き
込
む
こ
と
で
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
体
感
を
生
み
、
人
と
の
か
か
わ
り

を
実
感
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
基
盤
と
し
て
、

恩
師
の
小
林
登
先
生
と
石
井
威
望
先
生
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
院
生
と
し
て
参
加
し
、
ま
ず
母

子
間
の
原
初
的
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
着
目
し
、
母

親
の
語
り
か
け
に
対
し
て
乳
児
の
手
足
の
動
き
の
引

き
込
み
を
音
声
・
画
像
解
析
し
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
人
と
機
械
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
応
用
し

よ
う
と
試
み
た
の
が
１
９
７
８
年
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
に
取
り
憑

か
れ
て
早
31
年
に
な
る
。
こ
の
間
、
母
子
間
か
ら
成

人
間
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
引
き
込
み
を
解
析
し
、
う
な
ず
き
や
身
振
り
な
ど

の
身
体
的
リ
ズ
ム
の
引
き
込
み
を
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｇ

キ
ャ
ラ
ク
タ
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

対
話
者
相
互
の
身
体
性
が
共
有
で
き
、
一
体
感
が
実

感
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
、
身
体
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
開
発
し
て
き
た
[1]
。

　

本
稿
で
は
、
小
林
登
先
生
に
同
伴
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
中
国
講
演
で
、
う
な
ず
き
な
ど
の
身
体
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
引
き
込
み
の
不
思
議

さ
・
重
要
性
お
よ
び
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
を
紹
介
し
た
の
で
報
告
す
る
。

 

心
が
通
う
身
体
的

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

　

 

Ｅ

－

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

　

Ｅ

－

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
図
❶
に
示

す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
解

析
・
理
解
の
た
め
の
身
体
的
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
の
た
め
の
音
声
に
基
づ
く
身
体
的
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
身
体
的

バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、

自
分
と
相
手
の
ア
バ
タ
で
あ
るV

irtualA
ctor

を

人
を
引
き
込
む
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

渡
辺
富
夫　

　
　
　
　
　

W
atanabe T

om
io

岡
山
県
立
大
学
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 



仮
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
で
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
把
握
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
、V

irtualA
ctor

の
身
体
動
作
、

韻
律
情
報
、
そ
れ
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ず
れ
に
よ
る

影
響
な
ど
、
各
種
情
報
を
加
工
し
て
人
間
の
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
特
性
を
合
成

的
に
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

特
に
無
意
識
化
さ
れ
て
い
る
知
覚

－

運
動
系
に
矛

盾
を
生
起
さ
せ
て
顕
在
化
さ
せ
て
、
そ
の
矛
盾
が
解

消
さ
れ
て
い
く
過
程
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
生
成
と

関
係
づ
け
て
調
べ
る
こ
と
で
、
実
環
境
で
は
実
現
不

可
能
な
仮
想
環
境
な
ら
で
は
の
解
析
が
行
え
る
。

　

例
え
ば
、
聞
き
手
のV

irtualA
ctor

の
う
な
ず

き
な
ど
頭
部
動
作
を
制
御
し
た
場
合
の
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
解
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
音
声
に
基
づ
く
身
体
的
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
身
体
的
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
解
析
結
果
に
基
づ
い

て
、
う
な
ず
き
や
身
振
り
な
ど
の
身
体
的
リ
ズ
ム
の

引
き
込
み
に
着
目
し
、
発
話
音
声
か
ら
話
し
手
お
よ

び
聞
き
手
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
引

き
込
み
動
作
を
自
動
生
成
す
る
Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ
ク
タ

InterA
ctor

あ
る
い
は
物
理
メ
デ
ィ
ア
の
ロ
ボ
ッ
ト

InterRobot

を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

InterRobot

は
、
う
な
ず
き
や
身
振
り
な
ど
の
身

体
動
作
機
能
を
も
っ
た
電
話
機
の
よ
う
な
も
の
で
、

InterRobot

に
話
し
掛
け
れ
ば
う
な
ず
く
な
ど
身
体

全
体
で
聞
き
手
と
し
て
反
応
し
、
対
話
相
手
の
音
声

が
入
力
さ
れ
た
時
に
は
そ
の
音
声
に
基
づ
い
て
話
し

手
と
し
て
動
作
す
る
こ
と
で
、InterRobot

を
介
し

て
対
話
者
同
士
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ

る
。

 

身
体
的

　

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

　

InterR
obot

　

Ｅ

－

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
研
究
成
果
と
し
て
身
体
的

引
き
込
み
の
重
要
性
と
不
思
議
さ
を
実
感
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
複
数
のInterRobot

を
用
い
た
集
団

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
日
本
科
学
未
来

館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
─
─
図
❷
　

マ
イ
ク
ス

タ
ン
ド
を
通
し
て
語
り
掛
け
る
と
、
そ
の
音
声
に
基

づ
い
て
１
体
のInterRobot

が
話
し
手
と
し
て
動

作
し
、
他
の
３
体
のInterRobot

が
熱
心
な
聞
き

手
と
し
て
身
体
全
体
で
う
な
ず
き
反
応
す
る
。
も
う

一
方
の
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
で
の
語
り
掛
け
に
は
、
聞

043

図❶心が通う身体的コミュニケーションシステムＥ－ＣＯＳＭＩＣのコンセプト
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き
手
で
あ
っ
た
３
体
のInterRobot

の
内
、
真
ん

中
の
１
体
が
話
し
手
に
な
り
、
残
り
３
体
が
聞
き
手

と
し
て
反
応
動
作
す
る
。
ま
さ
に
ロ
ボ
ッ
ト
同
士
が

手
振
り
・
身
振
り
と
と
も
に
う
な
ず
き
合
い
、
あ
た

か
も
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
盛
り
上
が
り
の
場
が
形

成
さ
れ
る
。
日
本
語
に
限
ら
ず
何
語
で
語
り
掛
け
て

も
、
適
切
に
う
な
ず
い
て
く
れ
る
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
介
し
て
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
は
意
味
が
わ
か
っ
て
反
応
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
発
話
音
声
を
時
系
列
解
析
し
て
身
体
リ
ズ
ム
の

引
き
込
み
反
応
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

ロ
ボ
ッ
ト
の
反
応
に
引
き
込
ま
れ
る
の
は
何
故
な
の

だ
ろ
う
か
。

 

引
き
込
み
反
応
で
会
話
が
は
ず
む

　

InterRobot

に
は
人
の
語
り
掛
け
に
対
し
て
人
が

ど
の
よ
う
に
動
作
反
応
す
る
の
か
、
例
え
ば
、
う
な

ず
き
反
応
は
呼
気
段
落
区
分
で
の
話
の
区
切
り
を
予

測
し
て
い
る
こ
と
や
、
会
話
中
の
瞬
き
反
応
は
う
な

ず
き
反
応
と
同
時
に
生
起
す
る
こ
と
が
多
い
な
ど
、

人
の
う
な
ず
き
反
応
や
ま
ば
た
き
反
応
、
身
体
動
作

反
応
の
仕
組
み
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
非
対
面
で
の
対
話
で
は
対
面
時
に
比
較

し
て
う
な
ず
き
回
数
も
動
き
も
大
幅
に
減
少
す
る
の

で
、
う
な
ず
き
反
応
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
確
か
に
講
義
で
学
生
が
だ
ら
け
た
反
応
と
熱

心
に
う
な
ず
く
な
ど
の
引
き
込
み
反
応
と
で
は
盛
り

上
が
り
の
場
が
全
く
異
な
り
、
引
き
込
み
反
応
し
た

場
合
に
は
教
師
の
主
張
が
通
り
や
す
い
な
ど
、
集
団

で
の
引
き
込
み
効
果
を
実
証
し
て
い
る
[2]
。
こ
の
よ

う
に
う
な
ず
き
反
応
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
方
、
た
と
え
相
手
が
見
え

な
く
と
も
う
な
ず
き
が
生
起
す
る
と
い
う
事
実
も
重

要
で
あ
る
。
相
手
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
自

分
が
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
必
要

が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
う
な
ず
き
な
ど
の
引
き
込

み
反
応
を
無
意
識
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
音
声
に
対
す
る
身
体
的
リ
ズ
ム
の
引

き
込
み
が
、
自
分
の
た
め
に
無
意
識
に
う
な
ず
き
な
ど

の
引
き
込
み
反
応
を
生
起
さ
せ
る
。
相
手
の
音
声
に

リ
ズ
ム
同
調
す
る
、
引
き
込
む
こ
と
で
コ
ン
テ
ク
ス

ト
が
共
有
さ
れ
、
一
体
感
や
共
有
感
を
実
感
し
、
相

手
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
身
体
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
情

報
を
や
り
と
り
す
る
以
前
に
、
こ
の
一
体
感
や
共
有

感
が
大
事
で
、
ま
さ
に
引
き
込
み
で
会
話
が
は
ず
む

の
で
あ
る
。
無
音
で
生
物
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
動
き

を
す
る
繊
維
状
の
駆
動
装
置
「
バ
イ
オ
メ
タ
ル
」
を

用
い
て
、
語
り
か
け
に
対
し
て
葉
っ
ぱ
と
茎
が
絶
妙

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
う
な
ず
き
反
応
す
る
玩
具
「
ペ
コ
ッ

ぱ
」「
花
っ
ぱ
」
を
商
品
化
し
て
い
る
。
─
─
図
❸
　

幼

図❷日本科学未来館でのInterRobotを用いた集団コミュニケーションシステム展示
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児
だ
け
で
な
く
大
人
も
う
な
ず
き
な
ど
の
身
体
的
引

き
込
み
の
重
要
性
や
不
思
議
さ
を
家
庭
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

 

お
わ
り
に

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
乳
幼
児
か
ら
の
言
語
獲
得
に
不

可
欠
な
身
体
リ
ズ
ム
の
引
き
込
み
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、
情
報
機
器
を
介

し
て
身
体
的
引
き
込
み
で
思
い
を
伝
え
合
う
身
体

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
解
明
に
構
成
論
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
産

学
連
携
に
よ
る
研
究
成
果
を
礎
と
し
て
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
「
イ
ン
タ
ロ
ボ
ッ
ト
株
式
会
社http://

w
w

w
.i-robot.co.jp/

」
を
２
０
０
０
年
に
設
立
し
、

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
社
会
性
、
独

自
性
、
市
場
性
を
活
か
し
て
事
業
展
開
を
推
進
し
て

い
る
。
本
シ
ス
テ
ム
・
技
術
を
利
用
し
、
市
場
に
投

入
さ
れ
る
商
品
は
、
身
体
性
メ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
玩
具
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
音
声
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、e-learning

や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
・
音
声
認
識
ソ
フ
ト
へ
の
導
入
な

ど
、
教
育
・
福
祉
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
は
じ

め
、
人
と
か
か
わ
る
広
範
囲
な
応
用
が
容
易
に
可
能

で
あ
る
[3]
。
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Ｃ
さ
ん
が
Ｄ
さ
ん
の
部
屋
に
遊
び
に
行
っ
た
。
そ

こ
に
は
Ｄ
さ
ん
と
同
室
の
Ｅ
さ
ん
が
読
ん
だ
本
が
置

い
て
あ
っ
た
。
Ｅ
さ
ん
は
こ
の
と
き
、
外
出
し
て
そ

の
部
屋
に
は
居
な
か
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は
そ
れ
が
読
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
本
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て

Ｄ
さ
ん
に
「
こ
れ
貸
し
て
ね
」
と
言
っ
た
。
Ｄ
さ
ん

は
「
い
い
よ
」
と
言
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は
本
を
持
っ
て

帰
っ
た
。

　

あ
る
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
Ｆ
さ
ん
は
椅
子
に
鞄

を
お
い
て
そ
の
場
を
離
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て

Ｆ
さ
ん
が
鞄
の
所
に
戻
っ
て
み
る
と
、
知
ら
な
い
う

ち
に
鞄
の
口
が
開
い
て
い
て
、
そ
こ
に
は
誰
か
の

セ
ー
タ
ー
が
入
れ
て
あ
っ
た
。
実
は
そ
れ
は
友
人
の

Ｇ
さ
ん
の
セ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。
Ｇ
さ
ん
は
置
く
と
こ

ろ
が
な
い
の
で
、
友
人
の
Ｆ
さ
ん
の
鞄
に
入
れ
て
お

い
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
事
例
の
や
り
と
り
の
中
に
皆
さ
ん
は
何
か
違

和
感
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？ 

あ

る
い
は
ま
あ
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
、
特
に
変
わ
っ

た
出
来
事
と
も
思
え
な
い
と
感
じ
た
だ
ろ
う
か
？

　

山
本
が
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
こ
の
話
を

す
る
と
、
ま
ず
は
驚
き
や
、
あ
る
い
は
強
い
違
和
感

を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
デ
ー
タ
と
し
て
確
認
す
る
た
め
に
、
簡

単
な
調
査
を
し
て
み
た
（
山
本
・
片
・
小
湊
・
渡
辺
、

２
０
０
８
）。
対
象
は
早
稲
田
大
学
と
中
国
政
法
大
学

の
学
部
生
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
授
業
中
に
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
上
記
の
事
例
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
質

問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
第
二
の
質
問
は
そ

う
い
う
行
為
を
す
る
人
の
人
物
像
を
、「
好
人
物
で

あ
る
」「
信
頼
で
き
る
人
で
あ
る
」「
無
邪
気
な
人
で

あ
る
」「
身
勝
手
な
人
で
あ
る
」「
気
さ
く
な
人
で
あ

る
」「
相
手
を
無
視
し
て
い
る
人
で
あ
る
」
な
ど
25

種
類
の
項
目
に
よ
っ
て
評
価
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ

り
、
結
果
は
予
想
以
上
に
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

人
物
像
を
例
に
日
中
間
で
評
価
平
均
値
に
統
計
的

な
差
が
あ
り
、
両
者
で
評
価
が
正
反
対
に
な
っ
て
い

る
項
目
を
説
明
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
事
例
で
も
日
本

　

事
例
１

　

事
例
２

所
有
に
関
す
る
行
動
の
日
中
文
化
比
較 —

子
ど
も
は
い
つ
「
中
国
人
」
に
な
る
の
か—

山
本
登
志
哉　

　
　
　
　
　

Y
am

am
oto T

oshiya

早
稲
田
大
学
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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で
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
人
は
「
鈍
感
」
で
「
変

人
」
で
あ
り
、「
相
手
を
侵
害
」
し
て
い
て
、「
好
人

物
」
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
平
均
的
な
像
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
Ｄ
さ
ん
に
つ
い
て
は
「
身
勝
手
」
で
「
や

や
無
邪
気
」
と
い
う
評
価
が
加
わ
り
、Ｇ
さ
ん
は
「
信

用
で
き
な
い
人
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
国
で
は
い
ず
れ
の
場
合
も
「
普

通
の
人
」
で
あ
り
、「
情
に
厚
く
」「
親
切
」
な
人
だ

と
い
う
評
価
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｄ
さ
ん
は

「
自
己
主
張
が
強
く
」
少
し
「
我
が
儘
」
で
、
Ｇ
さ

ん
は
「
気
さ
く
な
人
」
と
い
う
評
価
が
日
本
と
対
極

に
表
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
授
業
な
ど
で
こ
の
デ
ー
タ
を
紹
介
す
る

と
、
そ
れ
に
対
す
る
驚
き
は
い
つ
も
相
当
な
も
の
で

あ
る
。
上
記
の
事
例
の
人
物
が
そ
う
い
う
「
一
方
的

で
我
が
儘
な
人
物
」
に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
点
で

多
く
の
日
本
人
の
見
方
は
一
致
し
て
し
ま
う
。
日
本

人
の
目
か
ら
見
る
と
、
中
国
の
人
は
「
自
分
の
も
の
」

と
「
他
人
の
も
の
」
の
区
別
が
全
般
に
曖
昧
に
見
え
、

そ
の
結
果
、自
分
の
領
域
が
「
不
当
に
」、そ
し
て
「
一

方
的
に
」
侵
さ
れ
て
し
ま
う
感
じ
を
受
け
る
。

　

だ
が
こ
の
評
価
を
読
ん
だ
中
国
の
人
は
日
本
人
が

と
ん
で
も
な
い
見
方
を
し
て
い
る
と
驚
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
中
国
的
な
感
覚
で
は
「
相
手
と
自
分
を
一
体

の
よ
う
に
感
じ
、
お
互
い
に
自
由
に
や
り
あ
っ
て
い

る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
お
互
い
の
信
頼
関

係
を
表
し
、
そ
の
絆
を
表
現
す
る
行
為
な
の
だ
。
逆

に
言
え
ば
そ
れ
が
で
き
な
い
日
本
的
な
関
係
は
と
て

も
冷
た
い
人
間
関
係
だ
と
見
ら
れ
る
。

　

で
は
発
達
心
理
学
的
に
見
て
、
こ
の
よ
う
な
日
中

の
関
係
の
作
り
方
の
違
い
は
い
つ
頃
か
ら
生
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
１
９
９
１
年
に
初
め
て
日
本
で
お
小
遣
い

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
質
問
紙
調
査
を
始
め
、

１
９
９
５
年
か
ら
は
友
人
の
片
成
男
さ
ん
（
現
中
国

政
法
大
学
）
と
日
中
比
較
研
究
も
始
め
た
。
や
が
て

そ
れ
は
日
中
韓
越
お
小
遣
い
研
究
へ
と
展
開
し
て

い
っ
た
が
、
そ
こ
で
日
中
比
較
を
始
め
た
当
初
か
ら

非
常
に
面
白
い
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と

の
一
つ
が
、「
子
ど
も
同
士
の
奢
り
」
の
問
題
で
あ
っ

た
。

　

調
べ
て
み
る
と
日
本
で
は
子
ど
も
を
育
て
、
教
育

す
る
側
の
意
識
の
中
で
は
奢
り
に
対
し
て
か
な
り
強

力
な
警
戒
心
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で

は
子
ど
も
の
方
は
ど
う
か
。
小
学
校
低
学
年
か
ら
中

学
年
く
ら
い
に
な
っ
て
お
小
遣
い
を
も
ら
う
よ
う
に

な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
同
志
で
駄
菓
子
屋
な
ど
に
行

き
、
お
互
い
に
買
っ
た
お
や
つ
を
分
け
合
っ
た
り
、

奢
っ
た
り
す
る
行
為
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て
は
し
ば
し
ば
否
定
的
な
視
線
が
投
げ

か
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
慎
重
に
な
っ
て
い
く
。

次
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
事
例
は
そ
う
い
う
日
本
の
子
ど

も
の
奢
り
観
を
表
す
例
で
あ
る
。

日
本
中
２
女
子

調
査
者
：
そ
し
た
ら
友
だ
ち
に
な
に
か
自
分
の
お
金

で
食
べ
物
を
お
ご
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
は
自
由
に
し
て
も
い
い
と
思
う
？

子
ど
も
：
は
い
。

調
査
者
：
あ
ん
ま
り
、
で
も
や
っ
た
こ
と
は
な
い
ん

や
ね
？

子
ど
も
：
ま
あ
、
で
も
、
で
も
急
に
そ
う
さ
れ
て
も
、

さ
れ
る
側
は
困
り
ま
す
け
ど
ね
。
ね
え
、
ち
ょ
っ
と
。

調
査
者
：「
私
の
お
ご
り
」
と
か
い
う
の
は
、
お
ご

ら
れ
る
側
が
困
る
？

子
ど
も
：
い
や
、だ
っ
て
、な
ん
か
、や
っ
ぱ
、自
分
が
、

悪
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
や
っ
ぱ
向
こ
う
に
払
わ
せ

て
。

　

事
例
３

第 2 章●情動の子ども学
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小
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
そ
も
そ
も
「
外
で

買
い
食
い
す
る
こ
と
」
あ
る
い
は
「
お
や
つ
を
自
分

の
お
小
遣
い
で
買
う
こ
と
」
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
家

も
よ
く
あ
る
が
、
中
学
生
く
ら
い
に
な
れ
ば
お
小
遣

い
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
か
な
り
自
由
度
が
高
く
な

り
始
め
、
子
ど
も
た
ち
も
基
本
的
に
は
自
由
に
欲
し

い
も
の
を
買
え
る
と
感
じ
始
め
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
奢
り
の
経
験
は
少
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
し

か
も
自
分
が
相
手
に
奢
る
と
「
相
手
が
負
担
感
を
持

つ
の
で
よ
く
な
い
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
高
２
の
女
の
子
も
こ
の
「
相
手
の
負
担
感
」

の
存
在
に
つ
い
て
承
認
し
て
い
る
。

　
日
本
高
２
女
子

調
査
者
：
じ
ゃ
あ
マ
ク
ド
と
か
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
で
は

何
で
お
ご
っ
て
あ
げ
な
い
？

子
ど
も
：
え
え
？
　

な
ん
で
っ
て
、
う
ー
ん
。
て
い

う
か
、お
ご
、お
ご
っ
て
あ
げ
、お
ご
っ
て
も
ら
う
と
、

ま
た
今
度
お
ご
っ
て
あ
げ
な
い
と
だ
め
で
し
ょ
う
？

だ
か
ら
そ
ん
な
ん
お
ご
っ
て
お
ご
ら
れ
て
し
て
る
ん

や
っ
た
ら
、
最
初
か
ら
自
分
の
は
自
分
で
出
し
て
お

け
ば
、
そ
う
い
う
の
が
起
こ
ら
な
い
。

調
査
者
：
て
い
う
こ
と
は
（
ジ
ュ
ー
ス
ぐ
ら
い
な
ら
）

お
ご
っ
て
あ
げ
て
も
相
手
に
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
な
ら

な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
？

子
ど
も
：
は
い
。
は
い
。

調
査
者
：
で
も
マ
ク
ド
ぐ
ら
い
だ
と
、
あ
る
い
は
モ

ス
バ
ー
ガ
ー
ぐ
ら
い
だ
と
、
お
ご
っ
て
あ
げ
た
ら
、

相
手
も
負
担
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
？

子
ど
も
：
あ
あ
、
そ
れ
は
思
い
ま
す
。

　

そ
う
や
っ
て
負
担
感
の
な
い
関
係
を
志
向
す
る

と
、
お
互
い
に
自
分
の
分
は
自
分
で
払
う
割
り
勘
の

関
係
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
奢
り
の
関
係

が
友
だ
ち
関
係
の
中
に
「
上
下
関
係
」
を
生
む
と
い

う
認
識
も
比
較
的
し
ば
し
ば
親
か
ら
も
子
ど
も
か
ら

も
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
実
際
日
本
で
語
ら
れ
る
奢
り

は
ほ
ぼ
「
上
司
か
ら
部
下
へ
」
と
い
っ
た
上
下
関
係

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
奢
ら
れ
る
関
係
に
入
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
と
の
間
に
上
下
関
係
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
奢
ら
な

い
こ
と
、
割
り
勘
と
す
る
こ
と
は
お
互
い
の
関
係
を

平
等
に
保
つ
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

で
は
中
国
の
子
ど
も
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
こ
で

は
中
国
の
朝
鮮
族
の
子
ど
も
た
ち
の
事
例
を
示
し
て

み
る
。
ま
ず
は
奢
り
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か

に
つ
い
て
の
子
ど
も
の
考
え
の
典
型
的
な
も
の
を
一

例
あ
げ
て
み
る
。

中
国
朝
鮮
族
小
３
女
子

調
査
者
：「
玩
具
を
友
だ
ち
に
買
っ
て
あ
げ
る
」
の

は
良
い
こ
と
？
悪
い
こ
と
？

子
ど
も
：
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
者
：「
友
だ
ち
に
ご
飯
を
お
ご
る
」

子
ど
も
：
い
い
で
す
。

調
査
者
：「
友
だ
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
う
」

子
ど
も
：
い
い
で
す
。

調
査
者
：「
友
だ
ち
に
お
や
つ
を
買
っ
て
あ
げ
る
」

子
ど
も
：
い
い
で
す
。

調
査
者
：
ど
う
し
て
玩
具
以
外
は
み
ん
な
い
い
の
？

子
ど
も
：
だ
っ
て
、
今
は
勉
強
す
べ
き
時
で
す
か
ら
、

玩
具
を
贈
る
と
勉
強
に
影
響
し
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

調
査
者
：
じ
ゃ
あ
そ
の
ほ
か
は
ど
う
し
て
い
い
の
？

子
ど
も
：
だ
っ
て
、
ま
ず
他
の
人
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

事
例
４

　

事
例
５
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子
ど
も
は
奢
り
を
「
相
手
の
た
め
に
」
行
う
の
だ

と
い
う
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
そ
れ
は
他
の

い
く
つ
か
の
利
他
的
な
行
為
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
次
に
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
、
割
り
勘
の
方
が
い
い
と
い
う
時
に
日
本

の
親
や
子
ど
も
た
ち
が
考
え
る
理
由
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
、
そ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

中
国
朝
鮮
族
高
２
男
子

調
査
者
：「
お
小
遣
い
は
自
分
の
た
め
に
使
う
も
の

だ
か
ら
、
お
ご
ら
な
い
方
が
い
い
」
と
い
う
意
見
を

ど
う
思
う
？

子
ど
も
：
間
違
っ
て
ま
す
。

調
査
者
：
ど
う
し
て
？

子
ど
も
：
相
手
に
お
ご
る
こ
と
で
お
互
い
の
距
離
を

近
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
査
者
：「
友
だ
ち
に
お
ご
る
と
彼
が
負
担
に
思
う

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
お
ご
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」

と
い
う
意
見
は
？

子
ど
も
：
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
だ
っ
て
、
お
ご

る
の
に
使
う
費
用
は
自
分
が
払
う
の
だ
し
、
負
担
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
（
お
返
し
の
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
買
う
の
に
苦
し
む
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
も
必
要

な
い
で
す
。

　

日
本
で
は
お
小
遣
い
と
い
う
の
は
「
自
分
が
必
要

な
も
の
を
自
分
で
買
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
目
的
で

渡
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。「
ま
ず
自
分
の
こ
と

を
ち
ゃ
ん
と
自
分
で
責
任
を
持
ち
、
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
倫
理
感
覚
が
そ

の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
。

　

だ
が
こ
こ
で
こ
の
高
二
の
男
の
子
は
そ
う
い
う
お

小
遣
い
の
あ
り
方
を
頭
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
奢
り

は
そ
れ
自
体
が
友
だ
ち
関
係
を
作
り
、
維
持
し
、
発

展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て

お
小
遣
い
の
用
途
の
内
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
「
間
違
っ
て

い
る
」、
す
な
わ
ち
非
倫
理
的
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
相
手
の
負
担
感
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
そ

も
そ
も
負
担
感
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
疑

問
を
持
つ
様
子
で
、
質
問
の
意
図
さ
え
う
ま
く
掴
み

か
ね
て
い
る
。
　

　

こ
の
よ
う
に
す
で
に
小
学
生
の
段
階
で
中
国
の
子

ど
も
た
ち
は
自
分
と
相
手
の
お
金
の
使
い
道
を
切
り

分
け
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
に
相

手
の
た
め
に
遣
い
あ
う
、
と
い
う
こ
と
に
も
大
き
な

価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
で
は
そ
の

よ
う
な
自
他
を
分
け
隔
て
し
な
い
よ
う
な
（
中
国
で

は
「
你
我
不
分
」
と
も
い
う
）
中
国
的
な
関
係
の
成

立
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
於
い
て
ど
こ
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

山
本
が
日
本
の
保
育
園
や
中
国
の
託
児
所
で
行
っ

た
観
察
に
よ
る
と
、
子
ど
も
は
１
歳
後
半
に
な
る
と
、

相
手
を
窺
い
な
が
ら
相
手
の
も
の
を
獲
得
し
た
り
、

あ
る
い
は
「
貸
し
て
」
と
か
「
ち
ょ
う
だ
い
」
と
い
っ

た
形
で
相
手
の
許
可
を
求
め
る
よ
う
な
行
動
が
生
じ

始
め
る
。
─
─
図
❶
　

こ
の
点
で
日
中
の
子
ど
も
た

ち
の
間
に
差
は
な
い
が
、
そ
の
比
率
を
見
た
と
き
に
、

す
で
に
２
歳
代
で
統
計
的
な
差
が
確
認
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

日
本
の
子
ど
も
は
２
歳
で
３
割
近
い
場
合
に
相
手

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
そ
れ
を
獲
得
し
よ
う
と
す

る
が
中
国
で
は
２
割
に
満
た
ず
、
４
歳
に
な
る
と
日

本
で
は
３
分
の
２
と
一
般
化
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
中
国
で
は
３
分
の
１
に
と
ど
ま
る
。
─
─
図
❷
　

　

中
国
の
子
ど
も
た
ち
は
何
も
言
わ
ず
お
互
い
に
自

　

事
例
６

第 2 章●情動の子ども学
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由
に
相
手
の
も
の
を
使
い
合
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
の
差
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ

見
て
き
た
よ
う
な
日
中
の
関
係
の
差
に
非
常
に
良
く

対
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
は
実

に
２
歳
児
か
ら
一
貫
し
て
、
お
互
い
の
も
の
を
比
較

的
自
由
に
使
い
合
う
関
係
に
あ
り
、
日
本
で
は
２
歳

児
か
ら
「
ま
ず
相
手
に
断
わ
っ
て
」
使
っ
た
り
、
そ

も
そ
も
相
手
の
資
源
を
使
う
こ
と
を
遠
慮
す
る
よ
う

な
関
係
を
築
い
て
い
く
の
で
あ
る
。〈
文
化
差
が
２

歳
で
発
生
し
始
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
山
本
の
議

論
（
山
本
：
１
９
９
７
・
２
０
０
０
）
を
参
照
〉

　

  

で
は
こ
の
よ
う
な
お
互
い
の
感
覚
の
理
解
し
が
た

さ
を
乗
り
越
え
て
、
我
々
は
相
互
理
解
へ
の
道
を
築

く
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
私
は
こ
の

「
理
解
し
が
た
い
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

形
成
」
の
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い
く
つ
か
の
実
践

的
な
研
究
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
詳

細
は
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
ま
ず
は
お
互
い
の
常
識
に
潜
む
文
化

性
に
気
づ
く
こ
と
、
そ
の
上
で
相
手
の
視
点
を
対
話

的
に
理
解
す
る
こ
と
で
自
己
を
相
対
化
し
、
異
質
な

者
同
士
の
関
係
を
再
構
築
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
他
者
と
の
具
体
的

な
関
係
を
実
践
的
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ

ら
の
い
ず
れ
の
要
素
が
欠
け
て
も
異
文
化
間
相
互
理

解
の
深
化
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
文
化
的
に
育
つ
人
間

を
理
解
し
、
異
な
る
文
化
を
も
っ
た
人
間
同
士
の
よ

り
よ
い
関
係
を
探
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う

な
視
点
を
も
っ
た
対
話
的
な
研
究
の
持
続
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図❶

図❷
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問
題
提
起

　

幼
児
の
成
長
と
心
理
発
達
の
研
究
に
お
い
て
、
現
在
人
々
の
関
心
を
集
め
て

い
る
ホ
ッ
ト
な
話
題
が
３
つ
あ
る
。
医
学
モ
デ
ル
に
お
け
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
（touch

）、
心
理
学
に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
（attachm

ent
）、
感
情
調

節（em
otional regulation

）で
あ
る
。
医
学
モ
デ
ル
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
、

幼
児
の
２
種
類
の
心
理
的
側
面
に
お
け
る
発
達
へ
の
関
連
性
は
、
本
研
究
が
関
心

を
寄
せ
る
一
つ
の
焦
点
で
あ
り
、
探
求
し
た
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
幼
児
の
心
理
発
達
に
ど
の
よ
う
な
作
用
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
８
３
年
に
フ
ロ
リ
ダ
州
で
設
立
さ
れ
た
「
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
研
究
所
」
が
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
法
」（touch therapy

）

を
始
め
た
。
20
年
間
の
実
践
で
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
養
育
者
の
感
情
伝
達
と

幼
児
の
速
や
か
な
成
長
と
い
う
２
つ
の
側
面
に
優
れ
た
効
果
が
あ
る
と
い
う
事
実

を
証
明
し
た
。
彼
ら
は
研
究
の
中
で
、
母
親
に
早
産
児
や
低
体
重
児
を
毎
日
10
〜

20
分
間
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
半
年
の
間
に
早
産
児
と
低
体
重

児
の
体
重
が
平
均
で
47
％
増
加
し
、
情
緒
の
不
安
定
な
幼
児
も
明
ら
か
に
活
発
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
幼
児
の
早
期
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
の
関
係
に

か
か
わ
る
研
究
は
少
な
く
、
こ
れ
を
幼
児
の
感
情
調
節
と
関
係
づ
け
る
研
究
は
さ

ら
に
数
少
な
い
。

　

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
子
ど
も
の
感
情
調
節
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
現
在
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
分
析
と
予
測
が
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も

関
心
を
集
め
て
い
る
の
は
、
親
子
関
係
が
子
ど
も
の
感
情
調
節
の
発
達
の
中
で

重
要
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Cassidy, 1994; K

opp, 

1989; T
hom

pson, 1990, 1994

）。
　

　

い
わ
ゆ
る
感
情
調
節
と
は
、
挫
折
・
喪
失
感
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
の
後
、
速

第 2 章●情動の子ども学

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
研
究

沈 

月
華
＊
１

・
周 
念
麗
＊
２

　
　
　
　
　

Shen Y
uehua

・Zhou N
ianli

＊
１
　

中
国
福
利
会
国
際
和
平
婦
幼
保
健
院
主
任
医
師

＊
２
　

華
東
師
範
大
学
副
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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や
か
に
心
の
状
態
を
調
整
し
、
安
定
し
た
心
情
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ

る
い
は
積
極
的
な
心
情
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
指
す
。

　

Cassidy
は
、
早
く
も
１
９
９
４
年
に
は
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
幼
児
の
感
情

調
節
と
の
間
に
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
同
時
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
感
情
の
社
会

化
と
の
間
に
も
関
連
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。Cassidy

は
、
各
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
幼
児
の
感
情
の
表
現
・
分
か
ち
合
い
・
抑
止
に
お
け
る
違

い
が
、
親
子
間
に
お
い
て
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
対
処
法
に
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
感
情
調
節
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
説
く

研
究
の
ほ
か
、
他
の
関
連
研
究
も
い
く
つ
か
あ
り
、
異
な
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ス

タ
イ
ル
の
幼
児
が
感
情
の
表
現
・
分
か
ち
合
い
・
生
理
的
反
応
（
心
拍
数
、
副
腎

皮
質
ホ
ル
モ
ン
レ
ベ
ル
を
指
す
）
な
ど
の
側
面
で
、
異
な
る
情
景
下
で
は
異
な
る

反
応
を
示
す
と
い
う
研
究
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
は
未
知
の
情
景
実
験

（Braungart &
 Stifter, 1991; Grossm

ann, Grossm
ann, &

 Schw
an, 1986; 

Izard, H
aynes, Chisholm

, &
 Baak, 1991; M

alatesta et 1989; Spangler 

&
 Grossm

ann, 1993; W
aters,W

ippm
an, &

 Sroufe, 1979

）、成
人
の
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
子
ど
も
の
生
理
的
反
応
（
主
に
皮
膚
の
伝
導
性
を
指
す
）(D

ozier 

&
 K

obak, 1992

）、
問
題
の
解
決
（K

obak, Cole, Ferenz-Gillies, Flem
ing, 

&
 Gam

ble, 1993; K
obak, Everhart, Ferenz-Gillies, &

 Seabrook, 1994

）、

さ
ら
に
、
表
現
に
影
響
す
る
潜
在
力
報
告
、(K

obak &
 Sceery, 1988)

な
ど
が

含
ま
れ
る
。
同
時
に
か
な
り
の
数
の
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
お
よ
び
歩
き
始
め
の
問

題
解
決
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
心
情
の
分
か
ち
合
い
と
感
情
表
現
方
面
に
関
す
る

（M
atas, A

rend, &
 Sroufe, 1978

）
縦
断
研
究
が
あ
る
。
　
　
　
　
　

　

上
記
の
研
究
は
私
た
ち
に
、
研
究
の
新
し
い
視
点
や
、
幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
と
感
情
調
節
の
い
く
ら
か
の
相
関
性
を
示
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
ど
れ
も
ま
だ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
お
よ
び
幼
児
自
身
の
感
情
調
節

と
の
関
連
に
焦
点
を
集
め
き
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
は
こ
れ
を
突

破
口
に
、
実
験
と
い
う
方
法
を
通
し
て
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
幼
児
と

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
幼
児
の
未
知
の
情
景
実
験
や
感
情
調

節
実
験
の
中
で
表
現
さ
れ
る
行
為
の
相
違
点
を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
幼
児
自
身
の
感
情
調
節
と
の
間
に
ど

の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
か
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
理
論
的
仮
説
は
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
幼
児
の
安
定
型
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
の
形
成
を
促
進
し
、
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
幼
児
に
は
よ
り
強
い
感

情
調
節
能
力
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 

研
究
対
象

１
．
被
験
者
の
選
定

　

中
福
会
国
際
和
平
婦
幼
保
健
院
で
出
生
し
、
か
つ
出
生
直
後
か
ら
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
た
幼
児
30
名
、
そ
の
う
ち
男
児
16
名
、
女
児
14
名
。
月
齢
範
囲
11

〜
13
カ
月
。
平
均
月
齢
12
カ
月
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
が
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
る
頻
度
は
毎
日
20
分
間
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
期
間
は
１
年
間
。
被

験
者
の
家
庭
は
す
べ
て
健
全
な
家
庭
で
あ
る
。収
入
レ
ベ
ル
は
す
べ
て
中
以
上
で
、

母
親
の
学
歴
は
高
等
専
門
学
校
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
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２
．
対
照
グ
ル
ー
プ
被
験
者
の
選
定

　

実
験
グ
ル
ー
プ
と
対
照
グ
ル
ー
プ
の
対
比
性
を
強
め
る
た
め
に
、
30
名
の
こ
れ

ま
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
幼
児
を
選
定
し
た
。
月
齢
と
性

別
お
よ
び
家
庭
環
境
は
実
験
グ
ル
ー
プ
と
完
全
に
同
じ
に
し
た
ほ
か
、
被
験
者
の

選
定
に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
心
理
的
発
達
の
特
徴
が
同
じ
よ
う
に
な
る
よ
う
に

し
た
。
対
照
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
を
選
定
す
る
際
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ

と
心
理
的
発
達
レ
ベ
ル
が
ち
ょ
う
ど
匹
敵
す
る
よ
う
な
幼
児
を
求
め
る
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
子
ど
も
の
父
母
に
さ
ら
に
「
幼
児
の
気
質
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
気
質
タ
イ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
占
め
る
割
合
は
実
験
グ
ル
ー
プ
と
基
本
的
に

同
じ
で
あ
る
。

 

実
験
方
法

１
．
実
験
設
計

　

本
実
験
は
２
つ
の
実
験
か
ら
な
る
。「
未
知
の
情
況
」
実
験
と
「
ビ
ン
の
中
の

お
も
ち
ゃ
」
実
験
で
あ
る
。

　

１
つ
目
はM

. A
insw

orth

の
「
未
知
の
情
景
」
実
験
（Experim

ent of 

Stranger Situation

）
を
改
変
し
た
も
の
で
、
そ
の
主
旨
は
２
グ
ル
ー
プ
の
幼

児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
を
観
察
し
、
そ
の
２
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
の
安
定

型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
割
合
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

２
つ
目
の
実
験
はN

. Eisenberg

の
実
験
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
「
ビ
ン
の
中
の

お
も
ち
ゃ
実
験
」（T

oy in Jar

）
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
験
の
主

旨
は
２
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
が
「
お
も
ち
ゃ
を
奪
わ
れ
る
」
と
い
う
事
件
に
遭
遇
し

た
後
の
感
情
調
節
の
行
為
表
現
を
観
察
し
、
２
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
の
マ
イ
ナ
ス
心

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
割
合
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
。

２
．
実
験
手
順

　

国
際
和
平
婦
幼
保
健
院
の
約
15
㎡
の
静
か
な

部
屋
に
、
被
験
者
が
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
実
験

室
に
入
る
。
部
屋
の
中
に
は
３
つ
の
お
も
ち
ゃ

が
置
か
れ
て
い
る
以
外
、
邪
魔
に
な
る
よ
う
な

器
材
は
ほ
と
ん
ど
な
に
も
置
か
れ
て
い
な
い
。

一
人
の
被
験
者
が
実
験
に
参
加
す
る
時
間
は
最

長
12
分
間
で
あ
る
。

①
「
未
知
の
情
況
」
実
験

　

M
. A

insw
orth

の
「
未
知
の
情
景
」
実
験

（Experim
ent of Stranger Situation

）
に

基
づ
き
、
本
実
験
は
幼
児
の
月
齢
に
沿
っ
て
、

実
験
時
間
と
手
順
に
お
い
て
少
し
変
更
し
た
。

表
❶
は
実
験
の
手
順
で
あ
る
。

②
「
ビ
ン
の
中
の
お
も
ち
ゃ
」
実
験

■
遊
び
の
要
求

　

幼
児
は
母
親
と
隣
り
合
っ
て
床
に
座
る
。
母

親
に
書
い
た
カ
ー
ド
に
は
「
母
親
は
子
ど
も
の

第 2 章●情動の子ども学

表
❶
　

未
知
の
情
景
実
験
手
順

　　　筋書き

母子入室

母子遊ぶ

見知らぬ人と遊ぶ

母子再会

　　　　  情景変化

見知らぬ人入室

母親去る

母親が戻り、見知らぬ人が去る

　　　実施時間

30秒  

120秒  

120秒  

60秒  
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行
動
に
対
し
て
い
か
な
る
反
応
も
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
子
ど
も
を
注
視
す

る
こ
と
の
み
許
さ
れ
る
。」
と
示
さ
れ

て
い
る
。

■
遊
び
の
過
程

　

実
験
者
が
母
親
に
「
始
め
」
の
信
号

を
送
る
と
、
母
親
は
電
動
の
ア
ヒ
ル
の

お
も
ち
ゃ
を
子
ど
も
に
見
せ
、
ア
ヒ
ル

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
始
め
さ
せ
る
。
実

験
者
は
被
験
者
１
人
毎
に
２
種
の
条
件

の
実
験
を
行
う
。
一
つ
は
ビ
ン
に
蓋
が

軽
く
閉
め
て
あ
り
、
子
ど
も
は
努
力
す

れ
ば
ビ
ン
の
中
か
ら
お
も
ち
ゃ
を
取
り

出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
ビ
ン
に
蓋
が
き
つ
く
閉
め
て
あ
り
、

自
分
の
力
だ
け
で
は
お
も
ち
ゃ
を
ビ
ン

の
中
か
ら
取
り
出
せ
な
い
。
具
体
的
な

手
順
は
表
❷
に
示
す
。

３
．
デ
ー
タ
の
収
集
と
処
理

　

デ
ー
タ
の
収
集
と
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
信

頼
性
係
数
に
つ
い
て
は
「
未
知
の
情
景

表
❸
　

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
評
定
法
※
　

安定型
アタッチ
メント

回避型
アタッチ
メント

アンビ
バレント型
アタッチ
メント

周囲の環境やおもちゃ
を積極的に探索し、母親
の傍にいつもいるわけ
ではなく、たまに近寄る
か母親に触る。目で母親
を見、母親に微笑みかけ、
あるいは母親と距離を
保って言葉を交わし、母
親と好きなおもちゃを
分けあうことも多い。

母親に関心を示す行為
が少なく、もっぱら周囲
の環境やおもちゃを探
索する。

母親を見ることが少な
く、母親の存在をなんと
も思っていないが、時折
身体的接触をする。

素早く母親の近くに戻
り保護と慰安を求める。
母親の励ましで、未知の
人とうまく交流できる。

自由活動や他のさまざ
まな程度のストレスの
もと、母親との身体的接
触が少なく、すすんで母
親と言葉を交わすこと
も少ない。未知の人や事
物に対し大胆で、尻込み
しない。

未知の人を受け入れる
のが難しい。
尻込み、拒絶

泣きだす者がいる。泣か
なくても、不安を表現す
る。おもちゃに対する注
意力が減少する。

泣かない。悲しみの程度
が小さく、相変わらずも
っぱらおもちゃで遊ぶ。

反抗を示す。泣きだし、
悲しみの程度が高く、な
かなか平静にならない。

素早く悲哀や不安が解
け、迅速に母親と一緒に
遊ぶことができるよう
になる。

母親が戻ってきたこと
を積極的には歓迎しな
い、はっきりとした喜び
も表わさない。

なんとも思わない、母親
に取り合わない。敵意が
あるように見える。

一人で母親と一緒アタッチメント
行為スタイル 未知の人や事物に対して 母親と分離 母親と再会

※この表は李秀紅等の論文『75例の乳幼児の母親に対する愛着性質および影響要素』（中国心理衛生雑誌2004年第18巻第5期、
p292）を参照して作成した。

表
❷
　

ビ
ン
の
中
の
お
も
ち
ゃ
実
験
手
順

　　　筋書き

子どもが一人で遊ぶ

子どもが一人で遊ぶ

子どもが一人で遊ぶ

子どもが一人で遊ぶ

実施時間

90秒

90秒

90秒

90秒

　　　　　　　　　　　情景の変化

おもちゃは自由に持って遊ぶことができる

おもちゃは透明な広口ビンに入れる。蓋は開けることができる

おもちゃは自由に持って遊ぶことができる

おもちゃは透明な広口ビンに入れる。蓋は開けることができない
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実
験
」
が
０.

87
、「
ビ
ン
の
中
の
お
も
ち
ゃ
実
験
」
が
０.

93
の
数
値
を
示
し
た
。

　

表
❸
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
項
目
の
行

為
を
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
。上
述
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
行
為
が
出
現
し
た
場
合
、

５
秒
毎
に
一
枠
と
し
て
、
一
回
と
記
入
す
る
。

　
４
．
結
果
と
分
析

①
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
の
グ
ル
ー
プ
間
比
較

　

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
を
こ
こ
で
は
３
ス
タ
イ
ル
に
分
け
て
い
る
。

─
─
表
❸
　

１
つ
は
安
定
型
、
１
つ
は
回
避
型
、
も
う
１
つ
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト

型
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
３
ス
タ
イ
ル
の
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
の
分
析
か
ら

着
手
し
て
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
と
対
照
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
グ
ル
ー

プ
間
比
較
を
行
っ
た
。

　

表
❹
は
両
グ
ル
ー
プ
の
被
験
者
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
相
関
行
為

発
生
率
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
、
お
よ
び
ｔ
検
定
の
結
果
で
あ
る
。

　

表
❹
の
結
果
は
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
の
安
定
型
相
関
行
為
の
平
均

発
生
率
は
対
照
グ
ル
ー
プ
を
は
る
か
に
上
回
り
、
そ
の
差
異
はp

＞.001

の
有
意

水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
一
方
、
回
避
型
相
関
行
為
と
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ト
型
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
は
対
照
グ
ル
ー
プ
を
い
ず
れ
も
下
回
り
、
特
に

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
はp

＞.01

の
有
意
水
準
で
対
照

グ
ル
ー
プ
よ
り
低
い
こ
と
を
示
し
た
。

②
感
情
調
節
の
グ
ル
ー
プ
間
比
較

　

２
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
を
２
組
の
条
件
、
す
な
わ
ち
ビ
ン
に
軽
く
蓋
を
す
る
条
件

と
き
つ
く
蓋
を
す
る
条
件
の
も
と
で
、
感
情
調
節
実
験
中
に
表
現
さ
れ
る
気
持
ち

の
表
現
と
行
為
を
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ド
分
析
し
、
平
均
を
出
し
、
結
果
を
図
❶
に
示

し
た
。

　

図
❶
よ
り
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
は
表
情
に
お
い
て
も
行
為
表

現
に
お
い
て
も
、
対
照
グ
ル
ー
プ
よ
り
多
く
の
積
極
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
気
に
入
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
奪
わ
れ
た
時
も
そ
の
感
情
調
節
能
力
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第 2 章●情動の子ども学

表
❹
　

幼
児
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル

　
　
　

相
関
行
為
の
平
均
発
生
率

図
❶
　

両
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
の
感
情
調
節
比
較

M 

0.096

0.073

 

***

注：ここでの発生回数は毎5秒を1単位と計算。***p<.001, **p<.01

SD   

  0.064

0.079

M   

0.108

0.113

SD   

  0.106

0.114

M 

0.042

0.060

 

**

SD   

  0.046

0.072

安定型相関行為 回避型相関行為 アンビバレント型相関行為グループの別

ベビーマッサージ
グループ
対照グループ

14・

12・

10・

8・

6・

4・

2・

0・
消
極
表
情
　

中
性
表
情
　

積
極
表
情
　

行
為
表
情
　

行
為
堅
持

策
略
変
更

ベビーマッサージ
グループ

平均発生回数

対照グループ
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③
幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
と
感
情
調
節
と
の
関
連

　

被
験
者
の
実
験
中
に
現
れ
た
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
と
感
情
調
節
の

心
情
と
行
為
の
平
均
発
生
率
に
相
関
分
析
を
行
い
、
表
❺
の
相
関
分
析
結
果
を
得

た
。

 

表
❺
の
結
果
は
、
幼
児
の
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
と
、
感
情
調
節
の
積

極
心
情
と
積
極
行
為
の
平
均
発
生
率
と
の
間
に
は
強
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
相
関
係
数
が
０.

68
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

回
避
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
お
よ
び
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行

為
と
、
感
情
調
節
の
積
極
心
情
と
積
極
行
為
の
平
均
発
生
率
と
の
間
に
は
強
い
負

の
相
関
関
係
が
あ
り
、
そ
の
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ

−０.

40
と

−０.

38
で
あ
る
。

表
５
は
こ
の
２
つ
の
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れp

＞.01

とp

＞.10

の
水
準
に
あ
っ

て
有
意
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

５
．
討
論

　

実
験
で
は
次
の
３
つ
の
非
常
に
興
味
深
く
重
要
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

１
．
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
の
安
定
型
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
は
対
照

グ
ル
ー
プ
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。
一
方
、
回
避
型
相
関
行
為
と
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ト
型
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
は
い
ず
れ
も
対
照
グ
ル
ー
プ
よ
り
低
か
っ
た
。
特

に
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
相
関
行
為
の
平
均
発
生
率
の
差
異
が
よ
り
大
き
い
。

２
．
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
の
幼
児
は
表
情
に
お
い
て
も
行
為
上
の
表
現

に
お
い
て
も
、
ど
れ
も
対
照
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
よ
り
高
い
積
極
性
が
あ
る
。
つ
ま

り
気
に
入
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
奪
わ
れ
た
と
き
に
そ
の
感
情
調
節
能
力
が
よ
り

高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３
．
幼
児
の
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
と
感
情
調
節
と
の
間
に
は
強
い
正
の

相
関
関
係
が
あ
る
。
一
方
、
回
避
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
お
よ
び
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ト
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
と
感
情
調
節
と
の
間
に
は
比
較
的
強
い
負
の
相
関

関
係
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
幼
児
の
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形
成
を
促
進

し
、
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
幼
児
に
は
高
い
感
情
調
節
能
力
が
あ
る
と
い
う

仮
説
は
検
証
さ
れ
た
。

　

積極心情

0.68**** 

0.11

-0.29

積極行為

0.40

-0.40*

-0.38*

安定型
アタッチメント行為

回避型
アタッチメント行為

アンビバレント型
アタッチメント行為

感情調節

**** df=60, p<.01, * df=60, p<.10

表
❺
　

幼
児
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
為
ス
タ
イ
ル
と

　
　
　

感
情
調
節
の
気
持
ち
と
行
為
と
の
相
関
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要
旨

　

２
０
０
８
年
６
月
か
ら
２
０
０
９
年
２
月
に
か
け
て
、
中
国
の
東
部
、
西
部
、

南
部
、
北
部
、
中
部
の
５
地
域
11
都
市
の
１
〜
６
歳
児
の
保
護
者
に
、
子
ど
も
の

能
力
へ
の
期
待
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
平
均
値
か
ら
見
る
と
、

子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
は
、
高
い
ほ
う
か
ら
低
い
ほ
う
へ
並
べ
る
と
「
自
律
能

力
（
自
分
を
律
す
る
能
力
）」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
認

知
能
力
」「
自
立
能
力
（
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
す
る
能
力
）」
の
順
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
中
国
の
若
い
保
護
者
が
就
学
前
児
童
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー

ル･

社
会
性･

指
導
力
の
重
要
性
を
意
識
し
始
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
知
力
発
達
至

上
」
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
11
都
市
の
１
〜
６
歳
児
を
持
つ
保
護
者
の
自
由
回
答
を
ま
と
め
た
結

果
か
ら
は
、彼
等
が
最
も
重
視
す
る
問
題
は
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

生
理
的
保
健
的
な
発
達
か
ら
心
理
的
な
発
達
へ
と
移
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
ど
の

年
齢
段
階
で
も
、
１
〜
６
歳
児
の
認
知
的
発
達
へ
の
重
視
の
度
合
い
が
感
情
発
達

と
社
会
性
発
達
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
国
１
〜
６
歳
児
の
親　

子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待　

重
視
す
る

問
題

 

問
題
提
起

　

中
国
の
１
〜
６
歳
児
の
親
は
、
中
国
の
伝
統
文
化
や
一
人
っ
子
政
策
の
実
施
に

よ
っ
て
、
そ
の
大
多
数
が
親
の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
成
長
し
て
き
て
い
る
。

私
た
ち
は
１
９
９
７
年
に
上
海
と
東
京
の
１
〜
６
歳
児
の
親
の
子
ど
も
の
能
力
へ

の
期
待
に
つ
い
て
大
規
模
な
調
査
を
行
っ
た
。「
子
ど
も
が
将
来
ど
の
よ
う
な
学

第 2 章●情動の子ども学

親
の
期
待
と
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て

—
 

中
国
11
都
市
３
０
０
０
名
の
幼
児
の
調
査
報
告

周　

念
麗　

　
　
　
　
　

Zhou N
ianli

華
東
師
範
大
学
副
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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歴
を
持
つ
こ
と
を
望
む
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
東
京
の
保
護
者
は
50
％
が
短

大･
高
専
あ
る
い
は
四
年
制
大
学
と
答
え
、
残
り
50
％
の
保
護
者
は
ど
ん
な
学
歴

で
も
い
い
と
答
え
た
。
一
方
、
こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
中
国
上
海
の
保
護
者
で
あ

る
。
100
％
が
自
分
の
子
ど
も
は
少
な
く
と
も
四
年
制
大
学
、
そ
の
う
ち
50
％
は
で

き
る
な
ら
博
士
号
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
高
学
歴
へ
の

期
待
は
、
中
国
伝
統
文
化
の
一
つ
の
縮
図
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
二
千
年

来
、「
学
ん
で
優
れ
ば
す
な
わ
ち
仕
え
る
」（
成
績
が
よ
か
っ
た
ら
官
吏
に
な
れ
る
）

と
い
う
思
想
や
、「
す
べ
て
皆
下
品
な
り
、
た
だ
読
書
高
き
が
あ
る
の
み
（
ど
の

職
業
も
下
等
で
あ
る
、
た
だ
学
問
の
あ
る
士
大
夫
だ
け
が
上
等
で
あ
る
）」
と
い

う
理
念
が
先
祖
代
々
父
母
の
心
に
深
く
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
重
い
期
待
を
背
負
っ
た
一
人
っ
子
の
最
初
の
世
代
が
成
長
し
て

父
母
に
な
っ
た
後
、
自
分
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
面
で
ど
の
よ
う
な
期
待
を
抱

く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
期
待
と
彼
等
の
親
世
代
が
抱
い
て
い
た
期
待
と
の
違
い

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
へ
の
答
え
を
探
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

中
国
の
東
部
、
西
部
、
南
部
、
北
部
、
中
部
か
ら
経
済
発
展
レ
ベ
ル
の
違
う
11
都

市
を
選
ん
で
１
〜
６
歳
児
を
持
つ
父
母
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

 

調
査
方
法

１
．
参
加
者

①
地
区
サ
ン
プ
ル
の
選
定

　

地
区
サ
ン
プ
ル
の
選
定
は
主
に
以
下
２
点
を
考
慮
し
た
。
す
な
わ
ち
代
表
的
な

地
域
で
あ
る
こ
と
と
代
表
的
な
経
済
状
況
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
的
な
観
点
か
ら
は
、
華
東
地
区
か
ら
上
海
、
南
京
、
杭
州
を
選
定
し
た
。

華
南
地
区
か
ら
貴
陽
と
福
州
を
選
定
。
華
中
地
区
か
ら
は
武
漢
を
選
定
し
た
。
華

北
か
ら
は
天
津
、
東
北
か
ら
は
根
河
、
長
春
、
ハ
ル
ビ
ン
を
選
定
し
、
西
北
か
ら

は
西
安
を
選
定
し
た
。

　

経
済
状
況
の
観
点
か
ら
は
、
華
東
地
区
の
上
海
、
南
京
、
杭
州
の
３
都
市
は
発

展
地
域
に
属
し
、
貴
陽
と
根
河
は
全
国
で
も
経
済
が
発
展
し
て
い
な
い
地
区
で
あ

り
、
そ
の
他
の
６
都
市
は
ど
こ
も
中
レ
ベ
ル
の
発
展
地
域
に
属
す
る
。

②
参
加
者
の
年
齢

　

本
調
査
に
参
加
し
た
各
地
の
１
〜
６
歳
児
の
父
親
の
年
齢
の
範
囲
は
32
歳
か
ら

36
歳
で
、
平
均
年
齢
は
34
歳
。
母
親
の
年
齢
範
囲
は
30
〜
32
歳
で
、
平
均
年
齢
は

31
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は
若
い
父
母
の
集
団
で
あ
る
。

③
参
加
者
の
学
歴

　

本
調
査
へ
の
参
加
者
の
学
歴
で
は
、
経
済
の
遅
れ
て
い
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
根
河

や
貴
州
省
の
貴
陽
市
の
父
親
の
学
歴
が
中
学
校･

高
等
学
校
を
主
と
し
て
い
る
他

は
、
他
の
都
市
の
父
親
の
学
歴
は
四
年
制
大
学
が
主
で
、
修
士
号
や
博
士
号
取
得

者
も
い
た
。

　

母
親
の
学
歴
も
父
親
の
学
歴
と
似
通
っ
て
お
り
、
根
河
と
貴
陽
を
除
い
て
、
他

の
９
都
市
の
母
親
の
学
歴
は
四
年
制
大
学
と
高
等
専
門
学
校
に
集
中
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
本
研
究
の
参
加
者
は
高
学
歴
を
主
と
し
、
低
学
歴
も

混
在
す
る
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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④
参
加
者
の
職
業

　

参
加
し
た
父
親
の
職
業
は
根
河
と
貴
陽
以
外
の
９
都
市
に
お
い
て
、
公
務
員
、

企
業
経
営
者
等
、ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
主
で
、根
河
と
貴
陽
の
み
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

や
無
職
を
主
と
し
て
い
た
。

　

母
親
に
関
し
て
は
、
長
春
、
天
津
、
西
安
、
ハ
ル
ビ
ン
、
上
海
、
杭
州
の
都
市

に
お
い
て
、
主
に
科
学
教
育
従
事
者
、
公
務
員
、
企
業
経
営
者
等
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
な
ど
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
高
い
職
業
に
集
中
し
、
根
河
だ
け
は
多
く
が

無
職
の
状
態
で
あ
っ
た
。南
京
と
貴
陽
の
母
親
の
職
業
は
比
較
的
分
散
し
て
い
た
。

　

本
調
査
の
参
加
者
に
は
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
比
較
的
高
い
職
業
が
多
く
、

同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
性
質
の
職
業
も
混
在
し
て
い
た
。

　

上
記
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
調
査
の
参
加
者
は
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
地

区
、
年
齢
を
代
表
し
、
高
学
歴
で
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
高
い
職
業
に
従
事
し

て
い
る
者
が
多
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
の
学
歴
と
職
業
の
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
集
団
で
あ
る
。
こ
の
集
団
の
参
加
者
は
、
現
在
の
中
国
の
１
〜
６
歳
児
の
父

母
、
特
に
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
上
位
に
属
す
る
父
母
の
、
子
ど
も
の
能
力
へ

の
期
待
と
心
情
を
全
面
的
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

 

調
査
内
容

　

調
査
内
容
は
２
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
１
つ
は
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
に
関

す
る
照
合
表
（check list

）
で
あ
り
、
５
段
階
評
価
（five point

）
法
を
と
っ

て
い
る
。「
気
に
し
な
い
」
か
ら
「
と
て
も
期
待
す
る
」
ま
で
、
相
応
す
る
点
数

は
１
〜
５
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
２
つ
目
は
自
由
回
答
式
（open-end test

）
質

問
で
あ
る
。
保
護
者
に
、
自
分
の
子
ど
も
の
ど
の
面
の
発
達
に
も
っ
と
も
関
心
が

あ
る
か
尋
ね
た
。

　

私
た
ち
は
１
〜
６
歳
児
の
保
護
者
10
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
子

ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
因
子
分
析

（factor analysis

）
を
通
し
て
、
５
つ
の
因
子
に
ま
と
め
た
。
具
体
的
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

因
子
１　

自
律
能
力
（
自
己
を
律
す
る
能
力
）

◎
小
遣
い
の
浪
費
を
し
な
い

◎
気
に
入
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
友
達
に
貸
す
こ
と
が
で
き
る

◎
許
可
を
取
っ
て
か
ら
何
か
を
す
る

◎
大
人
が
話
し
て
い
る
時
に
む
や
み
に
口
を
は
さ
ま
な
い

因
子
２　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

◎
小
さ
な
動
物
や
他
の
人
に
同
情
し
、
手
助
け
を
す
る

◎
先
生
や
家
の
人
に
進
ん
で
挨
拶
す
る
こ
と
が
で
き
る

◎
手
助
け
さ
れ
た
と
き
に
進
ん
で
あ
り
が
と
う
と
言
え
る

◎
自
発
的
に
並
ん
で
待
つ
こ
と
が
で
き
る

◎
丁
寧
に
人
に
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

因
子
３　

認
知
能
力

◎
簡
単
な
英
語
の
単
語
が
言
え
る

◎
10
ま
で
の
数
字
を
知
っ
て
い
る

◎
簡
単
な
漢
字
が
読
め
て
書
け
る

◎
長
針
と
短
針
で
示
す
時
計
が
読
め
る

因
子
４　

自
立
能
力
（
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
す
る
能
力
）

◎
一
人
で
１
時
間
留
守
番
す
る
こ
と
が
で
き
る
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◎
戸
外
で
一
人
遊
び
が
で
き
る

◎
あ
ま
り
鋭
く
な
い
ハ
サ
ミ
を
一
人
で
使
う
こ
と
が
で
き
る

◎
夜
、
一
人
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る

因
子
５
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

◎
友
達
と
意
見
が
違
っ
た
と
き
説
得
で
き
る

◎
友
達
の
間
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る

◎
友
達
と
け
ん
か
し
た
後
、
自
己
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

◎
友
達
の
間
で
人
望
が
あ
る

　

信
頼
性
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
部
一
貫
性
信
頼
性
係
数

は
０.

72
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
調
査
が
比
較
的
信
頼
性
の
高
い
ア
ン
ケ
ー
ト

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

調
査
結
果

１
．
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
調
査
の
結
果

　

表
１
は
11
都
市
に
お
け
る
参
加
者
の
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
選
択
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　

表
１
か
ら
、
11
都
市
の
１
〜
６
歳
児
の
父
母
の
子
ど
も
の
各
種
能
力
発
達
へ
の

期
待
値
は
高
い
ほ
う
か
ら
、「
自
律
能
力
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
」「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」「
認
知
能
力
」「
自
立
能
力
」
の
順
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
、
中
国
の
保
護
者
は
子
ど
も
の
認
知
能
力
を
最
も
重
視
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
た
が
、こ
の
結
果
は
、そ
れ
と
は
違
っ
て
い
て
、い
さ
さ
か
意
外
で
あ
る
。

し
か
し
、子
ど
も
の
「
自
立
能
力
」
へ
の
軽
視
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

各
地
区
の
参
加
者
の
期
待
値
か
ら
み
る
と
、
ハ
ル
ビ
ン
の
父
母
の
子
ど
も
の
能

力
へ
の
期
待
が
最
高
で
、
子
ど
も
の
認
知
能
力
を
除
い
て
、
他
の
４
項
目
へ
の
期

待
平
均
値
は
ど
れ
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
を
な
す
の
は
、
南
京
で
、
父

母
の
各
項
目
へ
の
期
待
値
は
ど
れ
も
比
較
的
低
い
。
根
河
の
父
母
の
子
ど
も
の
認

知
能
力
へ
の
期
待
は
最
も
高
い
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
父
母
の
子
ど
も
の
能

力
へ
の
期
待
は
経
済
発
展
と
逆
相
関
関
係
を
呈
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
．
最
も
重
視
す
る
問
題

　

自
由
回
答
式
質
問
「
子
ど
も
の
ど
の
方
面
の
発
達
に
最
も
関
心
が
あ
り
ま
す

か
？
」
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
。
お
お
よ
そ
「
生
理

保
健
」「
栄
養
」「
認
知
発
達
」「
感
情
発
達
」「
社
会
発
達
」
の
５
つ
に
集
団
化
で

き
る
。
そ
の
他
の
集
団
化
で
き
な
か
っ
た
回
答
は
除
外
し
た
。
詳
細
な
結
果
は
図

１
に
示
し
た
。

　

図
１
か
ら
、
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
父
母
が
重
視
す
る
発
達
分

野
は
生
理
保
健
か
ら
心
理
発
達
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
ど
の

年
齢
段
階
で
も
、
認
知
発
達
へ
の
重
視
は
感
情
や
社
会
発
達
へ
の
重
視
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
し
か
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
認
知
発
達
へ
の
重
視
が
次

第
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

 

討
論
と
考
察

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
経
済
的
地
位
を
代
表
す
る

１
〜
６
歳
児
の
父
母
は
、
ち
ょ
う
ど
育
児
の
矛
盾
の
中
に
あ
る
と
い
え
る
。
世
界
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表
❶
　

11
都
市
に
お
け
る
父
母
の
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
の
平
均
値

都市

上海

長春

天津

西安

根河

ハルビン

貴陽

南京

福州

武漢

総平均

自律能力

4.34

4.45

4.36

4.25

4.41

4.50

4.28

4.25

4.39

4.31

4.35

ソーシャルスキル

4.30

4.36

4.34

4.25

4.30

4.45

4.24

4.20

4.29

4.32

4.31

認知能力

3.92

3.95

3.96

3.79

4.22

4.08

3.92

3.95

3.77

3.84

3.94

自立能力

3.77

3.69

3.65

3.69

3.62

3.81

3.71

3.69

3.76

3.81

3.72

リーダーシップ

4.21

4.30

4.14

4.11

4.12

4.39

4.12

4.07

4.15

4.09

4.17

図
❶
　

参
加
者
の
自
由
回
答
を
集
団
化
し
た
も
の
の
ま
と
め

50・

45・

40・

35・

30・

25・

20・

15・

10・

5・

0・
生理保健 栄養類 認知類

項目選択分類
感情類 社会性

1・2歳児の保護者選択割合％
2・3歳児の保護者
3・4歳児の保護者
4・5歳児の保護者
5・6歳児の保護者

的
な
情
報
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
中
国
の
11
都
市
の
１
〜
６
歳
児
の
父
母
は
国
際

的
育
児
理
念
の
影
響
を
受
け
、
伝
統
的
な
「
知
力
発
達
」
へ
の
高
い
期
待
か
ら
、

子
ど
も
の
自
律
能
力
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
視
へ
と
転

換
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
非
認
知
能
力
へ
の
期
待
が
認
知
能
力
へ
の
期
待
を
上
回
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
伝
統
的
な
考
え
方
を
や
は
り
受
け
継
い
で
、
子
ど
も
の
自
立

能
力
の
発
達
は
軽
視
し
て
い
る
。育
児
矛
盾
に
あ
る
と
い
う
も
う
１
つ
の
証
拠
は
、

児
童
の
能
力
の
発
達
へ
の
期
待
と
実
際
に
重
視
す
る
問
題
と

の
落
差
で
あ
る
。
１
〜
６
歳
児
の
父
母
は
、
ど
の
年
齢
段
階

で
も
、
自
分
の
子
ど
も
の
認
知
発
達
へ
の
重
視
は
感
情
面
で

の
発
達
や
社
会
性
の
発
達
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
種
の
矛
盾
し
た
心
情
に
対
し
、
私
た
ち
は
忍
耐
を
も
っ

て
父
母
自
身
が
こ
の
種
の
認
知
衝
突
を
解
決
す
る
の
を
待
つ

ば
か
り
で
な
く
、
適
切
な
時
期
に
、
彼
ら
に
提
言
を
し
て
、
現

実
と
伝
統
、
期
待
と
重
視
の
落
差
が
も
た
ら
す
育
児
矛
盾
の

迷
い
か
ら
抜
け
出
す
手
助
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
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遊
戯
と
教
学
と
の
関
係

　

本
来
、
遊
戯
と
教
学
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
子

ど
も
に
と
っ
て
、
遊
戯
は
学
習
で
あ
る
が
、
学
習
は

遊
戯
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
学
習
に
は
２
種
類

あ
る
。
一
つ
は
自
発
的
、
無
意
識
な
学
習
で
、
も
う

一
つ
は
教
学
が
関
与
す
る
学
習
で
あ
る
。
遊
戯
は
本

来
、
教
学
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
学
習
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
。

　

遊
戯（
遊
び
）は
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
よ
い
効
果

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
教
育
者
は
教
学
の
中
で
、
遊

戯
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
教
育
効
果
も
倍
増
す
る
の
で

は
と
考
え
る
。
し
か
し
、
遊
び
が
教
育
者
の
教
育
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
道
具
に
な
る
と
、
遊
び
本
来

の
目
的
で
な
く
、
特
定
の
目
的
と
し
て
使
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
、
遊
び
の
本
質
で
あ
る
自
由
が
奪
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

 
遊
戯
と
は
何
か

■
生
物
学
的
な
視
点
か
ら

・
遊
戯
は
動
物
や
人
に
と
っ
て
本
能
で
あ
り
、
天
性

で
あ
る 

・
高
等
動
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
遊
戯
に
対
す
る

衝
動
が
大
き
い 

・
遊
戯
は
小
動
物
に
と
っ
て
生
存
本
能
の
訓
練
で
あ

る 

■
哲
学
的
な
視
点
か
ら

・
遊
戯
と
は
自
由
意
志
の
現
れ
で
あ
る
（
非
功
利

性—
—

外
的
目
的
が
な
い
）

・
自
由
と
は
心
理
的
体
験
で
あ
る

　

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
自
ら
望
ん
で
）—

—

任
に

堪
え
ら
れ
る
と
い
う
達
成
感（
力
の
及
ぶ
限
り
） 

※
こ
の
た
め
遊
戯
に
は
非
常
に
大
き
な
選
択
的
自
由

度
が
あ
り
、
積
極
的
な
気
持
ち
の
体
験
に
な
る 

■
教
育
学
者
か
ら
見
た
遊
戯

・
遊
戯
と
は
教
育
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る 

　

遊
戯
の
発
達
的
価
値
こ
そ
が
教
育
の
目
的
で
あ
る 

　

遊
戯
の
中
に
教
育
の
契
機
が
隠
れ
て
い
る 

・
遊
戯
は
教
師
の
道
具
に
な
る 

　

自
発
的
遊
戯
に
対
す
る
教
学
を
強
化 

　

遊
戯
の
手
法
を
用
い
て
教
学
を
行
う 

教
育
的
視
野
の
中
の
子
ど
も
の
遊
戯

華　

愛
華　

　
　
　
　
　

H
ua A

ihua

華
東
師
範
大
学
副
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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■
発
達
心
理
学
者
か
ら
見
た
遊
戯

・
遊
戯
と
は
幼
い
心
理
の
表
れ
で
あ
る
、
個
体
の
成

熟
過
程
に
お
け
る
特
有
の
行
為 

・
遊
戯
と
個
体
の
発
達
に
は
密
接
な
相
関
性
が
あ
る 

　

発
達
を
反
映—

—

発
達
を
強
固—

—

発
達
を
促
進 

・
遊
戯
の
発
達
的
価
値 

　

感
情—

—

現
実
的
対
立
面
（
真
の
も
の
と
偽
り
の

も
の
）—

—

発
散
補
填 

　

認
知—

—

作
業
的
対
立
面
（
結
果
と
過
程
）—

—

代
替
転
換 

 

幼
稚
園
に
お
け
る
遊
戯
教
学
の
誤
り

　

幼
稚
園
で
の
教
育
重
視
の
遊
び
に
、
い
ま
、
主
に

２
つ
の
誤
り
が
あ
る
。

・
１
つ
目
は
、
遊
戯
に
対
す
る
感
情
と
認
知
の
対
立

で
あ
る
。

　

遊
戯
の
感
情
的
価
値
を
重
視
し
た
場
合
、
教
師
は

遊
戯
に
全
く
関
与
し
な
い
。
し
か
し
、
遊
戯
の
認
知

的
価
値
を
追
及
し
た
場
合
、
教
師
は
遊
戯
に
必
要
以

上
に
関
与
し
、
本
来
の
遊
び
が
で
き
な
く
な
る
。

・
２
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
関
係
が
入
り
混
じ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
理
念
は
、「
幼
稚

園
は
遊
戯
を
基
本
活
動
に
す
べ
し
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
幼
稚
園
は
就
学
前
教
育
の
一
つ
で
あ
り
、
教
学

活
動
は
必
然
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
遊
戯
と
教
学
と

い
う
２
つ
の
異
な
る
性
質
の
活
動
を
融
合
さ
せ
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
な
ろ
う
：「
基
本
」
は

遊
戯
の
形
式
で
教
学
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、「
遊

戯
を
基
本
活
動
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
遊
戯
と

教
学
が
入
り
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
多
く
の

偽
り
の
遊
戯
と
発
達
に
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重

視
す
る
授
業
が
行
わ
れ
、
本
来
の
遊
び
は
保
障
さ
れ

な
い
。

　

あ
る
幼
稚
園
の
子
ど
も
と
親
の
対
話
を
見
て
み
よ

う
。

親
：
　

「
さ
っ
き
遊
ん
で
た
の
？
」

園
児
：「
違
う
、
遊
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
遊
戯

し
て
い
た
の
」

親
：
　

「
遊
戯
し
て
楽
し
い
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
で
も
遊
戯
が
多
す
ぎ
て
、
遊
ぶ
時
間
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
…
」

親
：
　

「
遊
戯
は
遊
び
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
遊
戯
は
遊
び
じ
ゃ
な
い
よ
、
遊
戯
は
先
生

と
一
緒
、
先
生
の
話
を
き
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
け

ど
、
遊
び
は
好
き
な
よ
う
に
で
き
る
も
の
」

親
：
　

「
で
も
幼
稚
園
で
遊
ん
で
い
る
と
き
、
先
生

は
い
つ
も
い
っ
し
ょ
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
遊
ん
で
い
る
と
き
は
、
先
生
は
み
て
い
る

だ
け
、
何
も
言
わ
な
い
よ
。」

　

幼
児
園
の
子
ど
も
は
な
ぜ
“
遊
戯
”
と
“
遊
び
”
を

わ
け
る
の
か
。
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
お
い

て
、「
幼
稚
園
は
遊
戯
を
基
本
活
動
と
す
る
」
を
実
践

す
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

 

遊
戯
問
題
の
文
化
的
解
析
：

　
“
寓
教
于
楽
” 

と“
寓
学
于
楽
”

　

中
国
伝
統
教
育
に
お
け
る
遊
戯
に
関
す
る
原
則
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。“
業
精
於
勤
、
荒
於
嬉
”（
学

業
の
進
歩
は
勤
勉
に
よ
り
、
後
退
は
遊
戯
に
よ
る
も

の
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
学
業
の
成
功
を
お
さ
め

る
に
は
、
勤
勉
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
遊
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
は
、
学
業
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
、
遊
び
と
教
学
に
つ
い
て
、“
寓



064

教
於
楽
” （
教
に
あ
り
て
楽
し
む
）
を
提
唱
し
て
い

る
。“
寓
教
於
楽
”
と
は
、「
遊
戯
の
中
に
“
教
え
”
が

あ
る
」
こ
と
、
遊
戯
に
教
育
の
功
利
性
を
も
た
せ
る

こ
と
。「
教
え
」
と
い
う
目
的
で
遊
戯
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
た
め
、
子
ど
も
が
遊
び
と
認
め
な
い“
遊
戯
”が
頻

出
し
て
し
ま
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。 

   

私
は“
寓
学
於
楽
”（
学
に
あ
り
て
楽
し
む
）を
提
案

し
た
い
。“
寓
学
於
楽
”
と
は
、「
伝
え
た
い
学
習
情

報
を
遊
戯
の
環
境
と
素
材
に
潜
ま
せ
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
中
か
ら
何
を
獲
得
で
き
る
か
、
ど
れ

だ
け
獲
得
で
き
る
か
は
、
各
個
人
の
特
徴
と
環
境
に

よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
こ
で
教
師
は
子
ど
も
の
遊
び
を

見
守
り
、
子
ど
も
の
発
達
レ
ベ
ル
を
把
握
し
、
必
要

な
手
助
け
を
す
る
。

 「
遊
戯
を
基
本
活
動
」に
す
る
こ
と
へ

　

の
提
言

　

１
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
境
目
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
。
こ
れ
は
比
較
的
容
易
に
実
行
で
き
る
。

　

２
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
境
目
を
あ
い
ま
い
に

す
る
。
す
な
わ
ち
、
遊
戯
と
教
学
の
両
者
を
融
合
さ

せ
、
成
長
し
あ
う
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る

に
は
、
教
師
の
高
い
専
門
的
素
養
が
求
め
ら
れ
る
。

　

「
遊
戯
と
教
学
」
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る
か
。
そ
の

鍵
は
遊
戯
と
教
学
が
互
い
に
成
長
で
き
る
こ
と
に
か

か
っ
て
い
る
。
教
学
の
た
め
に
遊
戯
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

目
標
を
遊
戯
の
中
に
潜
ま
せ
て
お
く
。
そ
の
た
め
、

教
師
に
は
、
３
つ
の
留
意
点
と
３
つ
の
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

※
３
つ
の
留
意
点
： 

１
．
目
標
と
遊
び
方
へ
の
配
慮
：
教
学
目
標
を
楽
し

い
遊
び
方
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力
。

　
　

―

教
育
性
を
重
視

２
．
遊
び
方
と
遊
び
の
楽
し
さ
へ
の
配
慮
：
魅
力
的

な
結
果
で
遊
び
へ
の
興
味
を
刺
激
す
る
。

　
　

―

楽
し
さ
を
追
求

３
．
遊
び
の
楽
し
さ
と
発
達
：
子
ど
も
の
発
達
レ
ベ

ル
に
即
し
た
遊
び
の
デ
ザ
イ
ン
。

　
　

―

発
達
段
階
に
適
す
る
こ
と

※
３
つ
の
能
力
： 

遊
戯
で
教
学
を
促
進
さ
せ
、
遊
戯
の
中
で
教
学
の
契

機
を
と
ら
え
、
遊
戯
を
中
断
さ
せ
な
い
た
め
に
、
教

師
は
以
下
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。

１
．
幼
児
の
遊
戯
に
含
ま
れ
る
発
達
レ
ベ
ル
を
正
確

に
解
読
す
る
能
力 

２
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
目
標
と
幼
児
の
現
在
の
発
達
を

正
確
に
判
断
す
る
能
力 

３
．
幼
児
の
行
動
意
欲
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
前
提
に
し

た
臨
機
応
変
に
誘
導
す
る
能
力

　

一
定
の
専
門
的
素
養
が
な
け
れ
ば
，
活
動
の
功
利

性
に
よ
り
遊
戯
の
本
質
が
失
わ
れ
や
す
く
、
不
適
切

な
遊
戯
は
幼
児
の
遊
び
の
権
利
を
奪
い
や
す
い
の

で
、
む
し
ろ
遊
戯
と
教
学
を
並
列
さ
せ
、
教
学
に
お

い
て
教
え
方
を
研
究
し
、
遊
戯
の
中
で
幼
児
を
研
究

す
る
ほ
う
が
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
現
在
の
教
師
の
専

門
的
素
養
の
形
成
に
有
効
な
道
筋
と
な
る
。 
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私
は
テ
レ
ビ
の
子
ど
も
へ
の
影
響
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
テ
レ
ビ

に
対
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
反
応
や
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
を
基

に
、赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
も
つ
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
代
社
会
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
対
人
経
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
を
皆
様
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
赤
ち
ゃ
ん
は
画
面
の
ヒ
ト
に
関
心
を
も
ち
、
親
に
共
感
を
求
め
る

｜

集
団

調
査･

行
動
観
察
よ
り

｜

　

赤
ち
ゃ
ん
の
テ
レ
ビ
に
対
す
る
反
応
を
集
団
調
査
と
行
動
観
察
で
調
べ
た
。
３

カ
月
か
ら
24
カ
月
の
子
ど
も
１
６
０
０
人
を
対
象
と
し
て
、
テ
レ
ビ
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
３
〜
４
カ
月
で
は
テ
レ
ビ
の

光
や
音
に
反
応
す
る
だ
け
だ
が
、
お
座
り
が
で
き
る
頃
に
は
じ
っ
と
見
た
り
音
楽

に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
、
は
い
は
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
テ
レ
ビ
に
近

づ
い
て
行
っ
て
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
と
喜
ん
だ
り
声
を
か
け
た

り
し
、
立
て
る
よ
う
に
な
る
と
登
場
人
物
の
真
似
を
す
る
。
そ
し
て
、
１
歳
半
頃

に
は
一
緒
に
見
て
い
る
親
に
指
さ
し
て
質
問
し
な
が
ら
、
親
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
を

楽
し
む
よ
う
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
12
分
間
の
ビ
デ
オ
を
流
し
て
、
０
〜
１
歳
児
と
親
の

自
然
状
態
を
観
察
し
た
。
─
─
図
❶
　

子
ど
も
は
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
と
い
ろ

い
ろ
な
反
応
行
動
を
と
る
が
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
と
喜
ん
で
親

の
顔
を
見
た
り
、
指
さ
し
て
質
問
す
る
な
ど
、
親
が
一
緒
に
見
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
見
る
場
面

や
見
な
い
場
面
、
真
似
し
た
り
声
を
出
す
場
面
が
子
ど
も
た
ち
に
共
通
し
て
い
た

の
で
、
映
像
や
内
容
に
、
子
ど
も
の
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発

し
や
す
い
特
性
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

呈
示
し
た
ビ
デ
オ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
番
組
（
赤
ち
ゃ
ん
や
ぬ
い
ぐ
る
み

人
形
が
登
場
す
る
Ｃ
Ｍ
、
幼
児
番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
人
形
劇
・
体
操
）
と
興

味
な
さ
そ
う
な
番
組
（
野
球
、
風
景
、
市
民
大
学
）
を
繋
い
だ
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
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赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
興
味
を
も
つ—

赤
ち
ゃ
ん
の
対
テ
レ
ビ
行
動
の
解
析
よ
り—

谷
村
雅
子　

　
　
　
　
　

T
anim

ura M
asako

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
成
育
社
会
医
学
研
究
部
部
長

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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66
場
面
に
分
け
て
各
場
面
の
属
性
を
評
定
し
、
属
性
を
も
つ
場

面
と
も
た
な
い
場
面
と
の
間
で
平
均
視
聴
度
を
比
較
し
た
結
果
、

よ
く
見
る
場
面
は
登
場
人
物
が
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て

い
て
、
逆
に
横
向
き
や
斜
め
や
後
向
き
だ
と
あ
ま
り
見
な
い
こ

と
が
判
っ
た
。
─
─
図
❷
　

　

反
応
行
動
で
は
動
作
や
音
声
の
模
倣
が
頻
繁
に
観
察
さ
れ
た

が
、
動
作
の
模
倣
対
象
は
、
す
べ
て
画
面
の
ヒ
ト
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
お
り
、
動
物
の
真
似

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
音
声
の
真
似
は
、ヒ
ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
発
す
る
ヒ
ト
の
声
の
言
葉
や
歌
だ
っ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分

に
笑
顔
で
働
き
か
け
る
ヒ
ト
を
真
似
す
る
よ
う
だ
。

　

各
反
応
行
動
の
後
で
は
、
質
問
の
後
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
動

作
や
言
葉
の
模
倣
の
後
も
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た

後
も
、
画
面
に
微
笑
ん
だ
後
も
、
最
も
多
い
行
動
は
親
の
顔
を

見
る
こ
と
だ
っ
た
。親
は
そ
れ
に
対
し
て
、頷
い
た
り
誉
め
た
り
、

一
緒
に
真
似
し
た
り
歌
っ
た
り
し
て
応
え
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
に
笑
顔
で
働
き
か
け
る

画
面
の
ヒ
ト
に
関
心
を
も
っ
て
、
画
面
の
ヒ
ト
の
行
動
や
言
葉
を

模
倣
す
る
が
、
応
え
て
く
れ
る
親
に
共
感
を
求
め
る
こ
と
が
判
っ

た
。

２
．
赤
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で
視
線
を
向
け
る
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
も
つ

　
　

｜
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
解
析
よ
り

｜

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
は
多
様
な
情
報
が
流
れ
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

が
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
を
調
べ
る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
何
に
最
も
関

心
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
０
～
１
歳
児
１
６
０
０
名
の
テ
レ
ビ
視
聴
に
つ
い
て

の
質
問
紙
調
査
に
記
載
さ
れ
た
好
み
の
Ｃ
Ｍ
44
本
と
そ
の
前
後

に
放
映
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
42
本
を
録
画
し
て
、
属
性
を
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
Ｃ
Ｍ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
な
ど
が
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
、
呼
び
か
け
た
り
、

語
り
か
け
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
い
て
、
可
愛
い
・
明
る
い
・

楽
し
い
感
じ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
多
変
量
解
析
で
は
赤

ち
ゃ
ん
が
好
む
Ｃ
Ｍ
の
特
性
と
し
て
、
登
場
人
物
が
笑
顔
で
視

聴
者
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
、
Ｃ
Ｍ
の
最
初
に
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
流
れ
る

大
量
の
情
報
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
に
笑
顔
の
視
線
を
向

け
る
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
示
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
の
視
線
を
向
け
る
ヒ
ト
に
関
心
を
も
つ
こ

と
は
、
多
く
の
実
験
研
究
も
報
告
し
て
い
る
。
例
え
ば
以
下
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
生
児
が
顔
に
似
た
特
徴
を
持
つ
絵
を
長

く
注
視
し
た
。
新
生
児
が
自
分
の
方
を
見
つ
め
る
ヒ
ト
の
顔
写

真
を
、
視
線
が
逸
れ
た
顔
写
真
よ
り
長
く
注
視
し
た
。
４
カ
月

児
が
自
分
の
方
を
見
つ
め
る
顔
写
真
を
見
た
時
に
の
み
、
顔
認

知
に
関
連
す
る
脳
の
部
位
が
活
性
化
し
た
。
４
～
５
カ
月
児
は

図
❶

図
❷
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母
親
が
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
維
持
し
な
が
ら
あ
や
し
た
時
に
較

べ
て
、
途
中
で
視
線
を
逸
ら
す
と
母
親
へ
の
注
視
も
児
の
微
笑

み
も
減
少
し
た
。
９
～
13
カ
月
児
が
母
親
の
笑
顔
を
見
た
時
に

前
頭
部
が
活
性
化
し
た
。
成
人
が
ヒ
ト
の
笑
顔
を
見
た
時
に
眼

窩
前
頭
部
が
活
性
化
し
た
、
な
ど
で
あ
る
。
私
た
ち
も
、
多
く

の
乳
幼
児
が
視
聴
し
て
い
る
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
を
成
人
に
視
聴
し
て

も
ら
っ
て
、
視
聴
時
の
前
頭
部
の
脳
血
流
を
近
赤
外
線
分
光
測

定
装
置
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
登
場
人
物
が
視
聴
者
方
向
に
働

き
か
け
る
場
面
で
活
性
化
し
て
い
た
。

　

ア
ニ
メ
で
も
前
頭
前
野
が
活
性
化
し
た
場
面
は
、ヒ
ト
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
ア
ッ
プ
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
い
る
場
面
だ
っ

た
。
─
─
図
❸
　

ヒ
ト
は
新
生
児
期
か
ら
顔
認
知
能
力
を
備
え
、

成
人
し
て
も
自
分
へ
の
笑
顔
の
視
線
に
関
心
を
も
っ
て
反
応
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
は
ど
う
な
の
か
、
動
物
園
の
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
村
で
19
頭
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
初
め
て
テ
レ
ビ
を
見

せ
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
は
最
初
は
大
騒
ぎ
で
テ
レ
ビ
の
前

に
集
ま
っ
て
来
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
好
奇
心
の
強
い
若
者

が
最
後
ま
で
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
に

見
せ
た
ビ
デ
オ
は
、
自
分
た
ち
と
同
種
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
敵

で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
シ
マ
ウ
マ
の
映
像
だ
が
、

同
種
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
最
も
強
く
関
心
を
示
し
た
。
ヒ
ト
は

ヒ
ト
に
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
生
物
学
的
に
最

も
関
心
を
も
つ
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
ヒ
ト
は
生
物
学
的
に
ヒ
ト
に
関

心
を
も
つ
。
新
生
児
期
か
ら
顔
認
知
能
力
を
備
え
、大
人
に
な
っ

て
も
自
分
に
向
け
ら
れ
た
視
線
に
関
心
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
現
代
社
会
に
お
け
る
乳
幼
児
の
対
人
経
験
の
減
少

　

し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
の
対
人
経
験

が
減
少
し
て
い
る
。
日
本
版D

EN
V

ER

の
１
９
８
０
年
と

１
９
９
９
年
の
言
語
発
達
の
基
準
値
を
比
較
す
る
と
、
20
年
前

に
較
べ
、
有
意
語
を
話
し
始
め
る
時
期
や
二
語
文
を
話
し
始
め

る
時
期
な
ど
が
遅
く
な
っ
て
お
り
─
─
図
❹
、
言
語
発
達
の
遅
延

化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
発
達
の
遅
延
化
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
１
つ
は
日
本
で
は
こ
の
20
年

で
核
家
族
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
１
歳
６
カ
月
児

が
寝
る
前
に
父
親
が
不
在
で
あ
っ
た
核
家
庭
と
、
三
世
代
ま
た

は
子
ど
も
が
寝
る
前
に
父
親
が
帰
宅
し
て
い
た
多
人
数
家
庭
を

較
べ
る
と
、
多
人
数
家
庭
の
子
ど
も
の
方
が
誰
か
と
過
ご
し
た

時
間
が
１
時
間
42
分
長
く
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
遊
ん
で

い
た
。
日
本
で
は
、核
家
族
化
の
上
に
父
親
の
帰
宅
が
遅
く
な
っ

た
た
め
、
乳
幼
児
の
対
人
経
験
が
質
・
量
と
も
に
物
理
的
に
減

少
し
て
き
た
。
─
─
図
❺
　

　

も
う
１
つ
の
大
き
な
原
因
は
、
現
代
社
会
で
は
、
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の
映
像
メ
デ
ィ

図
❹

図
❸
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ア
が
普
及
し
て
、
乳
幼
児
期
の
対
人
経
験
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
だ
。
１
歳
６
カ
月
児
１
９
０
０
名
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
、

近
く
の
テ
レ
ビ
が
長
時
間
つ
い
て
い
て
か
つ
視
聴
時
間
が
長
い

子
ど
も
が
有
意
語
を
ま
だ
話
さ
な
い
率
は
、
近
く
の
テ
レ
ビ
が

つ
い
て
い
る
時
間
が
短
く
か
つ
視
聴
時
間
が
少
な
い
子
ど
も
の

2.1
倍
で
、
長
時
間
視
聴
と
言
語
発
達
の
遅
れ
と
の
関
連
性
が
み

ら
れ
た
。
─
─
図
❻

　

テ
レ
ビ
長
時
間
視
聴
と
言
語
発
達
の
遅
れ
と
の
関
連
性
の
理

由
を
調
べ
る
た
め
、
親
の
発
話
状
況
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
テ

レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
と
、
歌
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
こ
と
は
増
え

る
が
、
会
話
の
頻
度
が
少
な
く
、
話
も
短
く
、
画
面
上
の
も
の

の
名
称
の
み
で
動
詞
や
形
容
詞
を
使
っ
た
説
明
が
少
な
く
な
っ

て
い
た
。
テ
レ
ビ
を
親
子
で
一
緒
に
視
聴
す
る
の
は
情
緒
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
は
な
る
が
、言
語
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
少
な
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
長
時
間
視

聴
が
習
慣
的
に
続
く
と
、
言
語
や
社
会
性
の
発
達
が
遅
れ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

視
聴
時
の
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
生
起
は
視

聴
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
子
ど
も
の
好
み
の
ビ
デ
オ
を

集
め
、
映
像
・
音
声
・
内
容
と
言
語
発
達
と
の
関
係
を
調
べ
た
。

１
歳
半
で
有
意
語
を
ま
だ
話
さ
な
い
子
ど
も
の
方
が
多
く
好
ん

で
い
た
ビ
デ
オ
は
登
場
人
物
の
視
聴
者
へ
の
働
き
か
け
が
少
な

い
の
で
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
難
い
け
れ

ど
、
途
切
れ
な
く
続
き
、
画
面
変
化
が
多
く
、
大
人
が
音
を
消

し
て
も
見
続
け
易
い
も
の
が
多
い
の
で
子
ど
も
も
見
続
け
や
す

い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
有
意
語
を
話
す
子
ど
も
た
ち
に
好
ま

れ
て
い
た
ビ
デ
オ
は
、
成
人
が
視
聴
し
て
も
視
聴
者
に
語
り
掛

け
て
い
る
場
面
で
前
頭
前
野
が
活
性
化
し
て
い
た
。
有
意
語
を

ま
だ
話
さ
な
い
子
ど
も
の
方
が
多
く
好
ん
で
い
た
ビ
デ
オ
は
、

成
人
の
前
頭
前
野
の
活
性
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
働
き
か
け
が
な
い
け
れ
ど
変
化
が
多
い
ビ
デ
オ
を
長

時
間
傍
観
的
に
見
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
は
、
授
乳
時
の
親
子
関
係
に
も
影
響

し
て
い
る
よ
う
だ
。
現
在
調
査
中
だ
が
、
授
乳
時
に
テ
レ
ビ
を

時
々
見
る
母
親
の
率
は
72
％
、
携
帯
を
時
々
使
う
母
親
の
率
は

46
％
を
占
め
て
い
た
。
授
乳
時
に
テ
レ
ビ
や
携
帯
を
と
き
ど
き
、

ま
た
は
い
つ
も
使
用
す
る
家
庭
で
は
、
授
乳
中
に
目
が
合
わ
な

い
、
誰
も
居
な
く
て
も
泣
か
な
い
な
ど
、
親
子
関
係
が
希
薄
な

傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
に
笑
顔
で
働
き
か

け
る
人
に
最
も
興
味
を
も
ち
、
関
わ
り
の
中
で
、
発
達
す
る
。

し
か
し
、
現
代
社
会
は
赤
ち
ゃ
ん
の
対
人
経
験
が
物
理
的
に
減

少
し
て
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
家
族
も
社
会
も
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

図
❻

図
❺
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子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
成
長
に

は
、
栄
養
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
栄
養

は
「
食
事
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
遊
び
」

か
ら
も
得
ら
れ
る
。
子
ど
も
は
遊
び
を
通

じ
て
、
心
や
体
の
能
力
を
高
め
、
広
い
世

界
へ
と
想
像
の
翼
を
羽
ば
た
か
せ
、
自
分

自
身
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
に
な
る
。
遊

び
の
中
、
個
性
が
育
み
、
自
主
性
や
忍
耐

力
が
自
然
と
身
に
付
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に

と
っ
て
大
切
な
「
遊
び
」
に
欠
か
せ
な
い

も
の
が
、
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
お
も
ち
ゃ
を
、
感
性

や
想
像
力
、
好
奇
心
の
育
成
を
手
助
け
し

て
く
れ
る
大
切
な
道
具
と
考
え
、
子
ど
も

の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
五
感
で
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
も
て
る
可
能
性

を
引
き
出
し
て
く
れ
る
お
も
ち
ゃ
を
選
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術

館
館
長
、
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
理

事
長
の
多
田
千
尋
氏
の
監
修
の
も
と
、
日

本
で
流
通
す
る
お
も
ち
ゃ
の
中
で
、
優
秀

な
玩
具
に
贈
ら
れ
る
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
賞
」

受
賞
作
品
の
中
か
ら
、
心
や
身
体
の
成
長

に
必
要
な「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
力
」、「
自

然
や
科
学
へ
の
好
奇
心
」、「
音
楽
・
ア
ー

ト
な
感
性
」、「
運
動
能
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
栄
養
素
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
50
数
点
厳
選
し
、
紹
介

し
た
。

　

２
０
０
９
年
11
月
２
日
、
３
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
と
合
わ
せ
て
、
中
国
上

海
の
華
東
師
範
大
学
に
て
、
こ
の
展
示
会

が
開
か
れ
た
。
大
学
の
学
生
や
教
師
を
中

心
に
、
２
日
間
で
延
べ
５
０
０
名
ほ
ど
の

来
場
者
が
あ
り
、
熱
心
に
見
学
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

中
国
お
も
ち
ゃ
専
門
家
で
あ
る
華
愛
華

先
生
が
あ
る
一
つ
の
積
み
木
玩
具
に
魅
了

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、黄
色
・
オ
レ
ン
ジ
・
赤
・

青
・
緑
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
四
角
立
方
体
の

パ
ー
ツ
が
揃
っ
て
い
る
積
木
で
あ
る
。

　

「
子
ど
も
の
発
想
ひ
と
つ
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
積
み
方
が
で
き
て
、
立
体
パ
ズ
ル
の

よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

お
も
ち
ゃ
は
、
子
ど
も
の
想
像
力
を
育
て

る
の
に
役
立
つ
。

　

ま
た
木
の
手
触
り
も
な
め
ら
か
で
、
色

が
鮮
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
興
味
関
心
を
引
き
付
け
る
効
果
も
高

い
と
思
う
。
中
国
の
幼
稚
園
も
こ
の
よ
う

な
高
品
質
な
も
の
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
感
慨
深
気
な
様

子
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
会
は
２
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
あ
っ
た
が
、
日
中
の
学
者
や
大
学

の
学
生
が
、「
子
ど
も
と
お
も
ち
ゃ
」、「
子

ど
も
の
遊
び
と
学
び
」
に
つ
い
て
考
え
る

ひ
と
つ
の
機
会
と
な
っ
た
。

日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
示
会

G
O
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会
場
の
声

２
０
０
９
年
11
月
２
日　

第
５
回
上
海
初
日

小
林
先
生
の
講
演
に
関
し
て

○
小
林
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
人
間
の
脳

は
三
つ
の
形
成
段
階
を
経
る
こ
と
、
子

ど
も
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
環
境
を
作
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
人
間
の
脳
の
歴
史
的
変
化
と
発
達
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
か
ら
人
間
の
情
動
が
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
た
か
を
話
し
て
も
ら
い
、
人

間
の
生
物
的
側
面
か
ら
の
科
学
的
な
根

拠
が
あ
り
、納
得
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。

○
解
剖
学
と
医
学
の
角
度
か
ら
人
間
の
情

動
が
生
ま
れ
る
原
因
を
説
明
す
る
こ
と

は
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

朱
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
理
論
の
基
礎
、
実
践
の
研
究
と
デ
ー
タ

の
分
析
が
揃
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
改
善
す
る

こ
と
も
で
き
、
よ
り
健
康
な
状
態
で
学

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

○
こ
の
コ
ー
ス
（Zippy ,s Friends

）
は

全
国
規
模
で
展
開
す
る
の
が
よ
い
。
こ

の
コ
ー
ス
を
幼
稚
園
の
日
常
コ
ー
ス
に

取
り
込
み
、
応
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
。

渡
辺
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
こ
れ
は
教
育
理
念
を
科
学
技
術
に
取
り

込
ん
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
育
の
手
段

と
方
式
と
し
て
利
用
す
る
斬
新
な
発
明

で
あ
り
、「
ヒ
ト
」を
重
視
し
、「
ヒ
ト
」

の
た
め
の
発
明
だ
。

○「
花
っ
ぱ
」は
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
面

白
い
。

○
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
手
段
を
駆
使
し
、

人
を
引
き
込
む
技
術
を
研
究
し
て
い

て
、
将
来
性
が
あ
る
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
技
術
と
関
連
商
品
の
出
現

は
、
人
間
と
人
間
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
は
な
い
の
か
。

山
本
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
す
べ
て
が
印
象
深
か
っ
た
。
細
か
い
と

こ
ろ
か
ら
文
化
の
差
異
を
観
察
す
る
の

は
興
味
深
い
こ
と
だ
。

○
同
じ
こ
と
に
対
し
て
も
文
化
背
景
が
異

な
っ
た
ら
見
方
も
違
う
。
で
も
そ
れ
は

正
し
い
か
ど
う
か
の
問
題
で
は
な
い
。

○「
所
有
行
為
」「
所
有
意
識
」か
ら
中
日
の

差
異
を
分
析
し
て
、と
て
も
興
味
深
い
。

短
い
時
間
で
中
日
文
化
の
差
異
を
教
え

て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

沈
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
と
て
も
重
要
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
に
は
ま
だ

十
分
に
重
視
さ
れ
て
な
い
よ
う
だ
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ

し
い
。

○
母
親
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
赤
ち
ゃ
ん

の
気
持
ち
に
深
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

技
術
と
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
。

周
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
高
学
歴
、
高
収
入
の
親
た
ち
が
直
面
し

た
困
難
と
挑
戦
を
提
示
し
、
親
が
軽
視

し
が
ち
な
子
ど
も
の
社
会
性
と
感
情
面

な
ど
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

興
味
深
か
っ
た
。

○
緻
密
な
調
査
を
通
し
て
得
た
結
論
。
最

も
印
象
深
い
の
は
、
両
親
が
自
ら
の
手

で
育
て
た
子
ど
も
と
祖
父
母
の
手
で
育

て
ら
れ
た
子
ど
も
は
異
な
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

２
０
０
９
年
11
月
３
日　

第
５
回
上
海
２
日
目

華
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
講
演
の
内
容
と
実
際
の
教
育
と
密
接
な
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関
係
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
仕
事
に
役

立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

○
異
な
る
角
度
か
ら
「
遊
戯
と
教
育
」
の

関
係
に
つ
い
て
論
述
し
、
そ
の
矛
盾
に

つ
い
て
の
説
明
は
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。

谷
村
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
実
験
デ
ー
タ
を
通
し
て
、
乳
幼
児
は
目

を
合
わ
す
、
自
分
に
笑
う
人
に
興
味
を

持
つ
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
、
大
人

は
積
極
的
に
乳
幼
児
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
重
要
性
を
示
し
て
い

て
、
説
得
力
が
あ
っ
た
。

○
子
ど
も
と
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
現
代
社

会
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
講
演
だ
っ

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
も
と
て

も
よ
か
っ
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

○
興
味
深
い
研
究
で
あ
っ
た
。
乳
幼
児
番

組
制
作
、
お
も
ち
ゃ
制
作
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

子
ど
も
学
に
つ
い
て

○
子
ど
も
を
科
学
的
な
観
点
か
ら
見
て
、

各
分
野
の
研
究
現
状
と
問
題
を
把
握
で

き
る
か
ら
こ
そ
、
対
策
を
考
え
出
し
、

養
育
環
境
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
た
。

○
子
ど
も
学
の
講
演
は
興
味
深
い
。
脳
、

心
理
、
健
康
、
機
械（
科
学
技
術
）、
比

較
（
日
本
と
中
国
）
な
ど
た
く
さ
ん
の

角
度
か
ら
問
題
を
分
析
す
る
の
で
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。

○
子
ど
も
学
の
研
究
は
専
門
家
た
ち
が
子

ど
も
の
発
達
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
で
も
、
中
国
政
府
の
子

ど
も
学
へ
の
投
資
は
遅
す
ぎ
で
あ
り
、

か
つ
少
な
す
ぎ
る
。
こ
れ
か
ら
状
況
が

変
わ
り
、
も
っ
と
多
く
の
研
究
者
が
参

加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

○
「
子
ど
も
学
」
と
い
う
理
念
は
と
っ
て

も
斬
新
で
、
子
ど
も
に
対
す
る
専
門
的

な
研
究
は
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

○
さ
ら
に
科
学
的
な
研
究
方
法
は
あ
る

が
、
量
的
な
研
究
と
質
的
な
研
究
を
融

合
し
、
デ
ー
タ
の
裏
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
べ
き
で
あ
る
。

日
中
の
交
流
に
つ
い
て

○
日
中
文
化
背
景
の
差
異
に
つ
い
て
も

も
っ
と
知
り
た
い
。
研
究
の
結
果
を
よ

り
深
く
理
解
し
た
い
。

○
こ
の
よ
う
な
交
流
は
他
国
、
他
学
問
の

教
育
に
関
す
る
理
念
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
教
育
に
た
く
さ
ん
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
た
。

○
幼
稚
園
教
師
の
育
成
に
つ
い
て
の
テ
ー

マ
が
ほ
し
い
。
他
の
国
の
幼
稚
園
教
諭

の
養
成
の
事
情
や
中
国
と
異
な
る
点
、

参
考
に
な
る
点
は
何
か
を
知
り
た
い
。

○
両
国
の
専
門
家
が
定
期
的
に
交
流
す
る

の
が
大
変
有
意
義
だ
と
思
う
。
中
国
は

理
論
的
な
も
の
を
重
ん
じ
、
日
本
は
研

究
と
発
明
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

交
流
は
有
効
で
あ
る
。
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●
子
ど
も
学
（C

hild S
cience,

中
国

語
訳
：
儿
童
科
学
）

　

育
児
・
保
育
・
教
育
を
中
心
に
各
分

野
の
研
究
者
が
学
問
の
壁
を
超
え
、
一

堂
に
集
ま
り
、
子
ど
も
に
取
り
巻
く
諸

問
題
を
検
討
し
、
解
決
に
導
く
よ
う
な

糸
口
を
探
る
。
人
文
科
学
と
自
然
科
学

の
叡
智
を
結
集
し
、
医
学
、
脳
科
学
、

発
達
心
理
学
、
社
会
学
、
教
育
学
な
ど

各
分
野
の
融
合
を
は
か
り
な
が
ら
、
環

学
的
な
構
想
の
も
と
に
構
築
さ
れ
る
新

し
い
学
問
。
ま
た
、
日
本
、
中
国
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
国
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
研

究
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。

　

中
国
語
で
は
“
児
童
科
学
”
と
訳
し
、

「
科
学
」
的
に
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
、

子
ど
も
の
生
物
的
な
側
面
と
社
会
的
な

側
面
の
両
方
を
重
視
し
て
い
く
考
え
を

反
映
し
て
い
る
。

●
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
（C

hild-C
aring D

esign, 

中
国

語
訳
：
关
爱
儿
童
设
计
）

　

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
、
子
ど
も
の

た
め
に
や
さ
し
い
目
を
も
っ
て
「
子
ど

も
を
生
き
る
喜
び
い
っ
ぱ
い
に
す
る
」

グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
。
こ
の
考
え
方

に
は
教
具
、
玩
具
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン

の
み
な
ら
ず
、
教
材
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

法
律
、
社
会
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
は
貧
困
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
そ

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
豊
か
な

国
々
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要

不
可
欠
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
核
と

な
る
の
は
学
問
と
し
て
の
「
子
ど
も
学
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
考
え
方
の

実
現
に
は
、
各
専
門
家
の
学
問
の
壁
を

超
え
た
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

●
脳
科
学
と
教
育
（B

rain S
cience 

and E
ducation,

中
国
語
訳
：
脑
科

学
与
教
育
）

　

日
本
の
文
部
科
学
省
は
「
脳
科
学
と

教
育
」
の
研
究
に
関
す
る
検
討
会
を
立

ち
上
げ
、「
教
育
の
場
に
お
け
る
課
題

に
対
し
て
脳
科
学
を
は
じ
め
関
係
す
る

科
学
は
如
何
な
る
貢
献
が
で
き
る
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
」
と
し
た
。

　

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で

は
、
２
０
０
１
年
～
０
９
年
の
間
で
、

「
脳
科
学
と
教
育
」
と
い
う
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、「
発
達
関
連
の

多
様
な
課
題
を
対
象
と
し
、
先
端
技
術
・

自
然
科
学
と
人
文
学
・
社
会
科
学
を
架

橋
・
融
合
し
たT

rans-disciplinary

（
環
学
的
）
な
視
点
か
ら
取
り
組
む
こ

と
で
、
教
育
関
連
問
題
の
根
幹
に
迫
る

こ
と
を
目
指
す
」
と
目
標
を
掲
げ
た
。

　

ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のK

.W
. 

Fischer

教
授
を
中
心
に
、
国
際
的
に

著
名
な
教
育
学
者
に
よ
っ
て
、T

he 
International M

ind, B
rain and 

Education Society

（IM
BES

）、
日

本
語
で
は
「
国
際 

心
・
脳
・
教
育
学
会
」

と
で
も
呼
べ
る
学
会
が
２
０
０
７
年
に

設
立
さ
れ
、
学
会
誌
と
し
て
「M

ind, 
Brain and Education

」
誌
が
年
４

冊
発
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

脳
科
学
と
教
育
の
研
究
は
グ
ロ
ー
バ

ル
的
な
展
開
を
見
せ
て
お
り
、
各
国
の

研
究
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

●
情
動
（em

otion, 

中
国
語
訳
：
情
绪
）

　

日
本
語
と
し
て
日
常
的
に
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
が
、
英
語em

otion

の

訳
語
と
し
て
、
古
く
か
ら
学
術
用
語
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
情
動
は
大
脳
の

内
側
に
あ
る
古
い
脳
で
あ
る
「
大
脳
辺

縁
系
（Lim

bic system

）」
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
。
大
脳
辺
縁
系
の
中
で

も
、
扁
桃
体
（A

m
ygdala)

が
情
動
の

発
現
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

●
早
期
閲
読
（
中
）（R

eading, 

日
本

語
訳
：
早
期
読
書
）

　

中
国
語
で
は
、
書
面
の
資
料
か
ら
情

報
を
得
る
過
程
を
“
閲
読
”
と
い
う
。

書
面
資
料
は
文
字
を
中
心
と
し
て
い
る

が
、
記
号
、
図
表
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

早
期
閲
読
は
幼
児
期
の
閲
読
を
指
し
て

い
る
。
幼
児
の
興
味
関
心
を
考
慮
し
、

彼
ら
に
適
す
る
絵
本
や
図
書
な
ど
の
素

材
を
選
び
、
子
ど
も
が
自
ら
本
を
読
ん

だ
り
、
大
人
が
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

ま
た
本
に
つ
い
て
の
感
想
や
意
見
を
表

現
し
た
り
す
る
活
動
な
ど
を
指
す
。
子

ど
も
は
閲
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

を
好
き
に
な
る
、
閲
読
経
験
を
通
じ
て
、

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

●
遊
戯
（play, gam

es, 

中
国
語
訳
：

游
戏
）

　

“
遊
戯
”
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

頭
を
動
か
す
も
の
（
知
的
遊
戯
）
と
体

を
動
か
す
も
の
（
ス
ポ
ー
ツ
系
）
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
前
者
に
は
、
将
棋
、

積
み
木
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
。
後
者
に
は
、

か
け
っ
こ
、リ
レ
ー
、ボ
ー
ル
系
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
い
、
ル
ー
ル
や
情

景
な
ど
が
付
属
さ
れ
、
競
争
性
を
伴
う
。

ゲ
ー
ム
も
そ
の
中
の
一
種
で
あ
る
。

　

“
遊
戯
”、
中
国
語
で
は
、
通
俗
的
に

“
玩
”（
ワ
ン
）と
も
い
う
。
楽
し
い
こ
と
、

娯
楽
を
指
し
、
子
ど
も
の
ル
ー
ル
の
有

無
に
関
係
な
く
遊
ぶ
こ
と
を
指
す
。
本

来
、“
遊
戯
”
と
“
玩
”
を
区
別
し
て

考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
国
の
一
部

の
幼
稚
園
で
は
、“
遊
戯
”
を
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と

を
強
調
し
、“
遊
戯
”
の
教
育
効
果
を

強
調
す
る
あ
ま
り
に
、“
遊
戯
”
の
本

質
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
い
、
幼
稚
園
生
活

で
は
、「
遊
戯
の
せ
い
で
、
遊
ぶ
時
間

が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
皮
肉
な
結
果

を
招
い
た
。

●
陳
鶴
琴
（C

hen H
eqin

）
と
倉
橋

惣
三
（K

urahashi S
ouzou

）

　

陳
鶴
琴
（
１
８
９
２

－

１
９
８
２
）
は
、

近
代
中
国
に
お
け
る
著
名
な
教
育
家
、

児
童
心
理
学
者
、
中
国
幼
児
教
育
の
創

設
者
。
中
国
の
フ
レ
ー
ベ
ル
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
彼
は
青
年
時
代
に
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
教

育
思
想
に
触
れ
、
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
キ

ル
パ
ト
リ
ッ
ク
の
指
導
を
受
け
た
。
ア

メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
南
京
鼓
楼

幼
稚
園
を
創
設
し
、
中
国
の
幼
稚
園
の

歴
史
を
切
り
開
い
た
。

　

陳
と
同
じ
時
代
に
生
き
る
日
本
の
幼

稚
園
の
父
で
、
日
本
の
フ
レ
ー
ベ
ル
と
呼

ば
れ
る
倉
橋
惣
三
が
い
る
。
倉
橋
惣
三

（
１
８
８
２

－

１
９
５
５
）
は
、
日
本
に
お
け

る
著
名
な
教
育
家
、
児
童
心
理
学
者
で

あ
り
、
日
本
最
初
の
幼
稚
園
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
付
属
幼
稚
園
の
創
設
者
。

　

日
中
両
国
で
フ
レ
ー
ベ
ル
と
称
さ
れ

た
二
人
で
あ
る
が
、
多
く
の
共
通
点
が

あ
る
中
で
、
当
然
異
な
る
主
張
も
見
ら

れ
る
。
両
者
の
比
較
研
究
に
よ
り
、
日

中
幼
児
教
育
の
原
点
が
明
ら
か
に
な
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
学
」
関
係
用
語
一
覧
（
日
・
英
・
中
対
照
）
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